
午前十時 二分 開会

ｏ議長（清成宣明君） ただいまから、継続市議会定例会を開会いたします。

本日の議事は、お手元に配付いたしております議事日程第四号により行います。

日程第一により、昨日に引き続き一般質問を行います。

通告の順序により、発言を許可いたします。

ｏ四番（国実久夫君） おはようございます。台風一過、すがすがしい朝を迎えました。

しかし、被害をこうむられた方のお見舞いを心から申し上げます。

きょうは、一番でさわやかに質問していきたいと思います。

それでは、一般質問の通告に従いまして、地元市会議員であります旧南小学校の跡地に

ついて、質問いたします。

先般、二人の議員が質問しましたので、重複部分は避けたいと思います。私は南校区を

回るたびに、「旧南小跡は何がいいですか、どうしたらいいですか」と声をかけます。す

ると、いろんな意見、十人十色、まさに人生いろいろあります。まとめることは本当に難

しいです。それは後に質問いたしまして、とりあえず維持管理についてお伺いいたします。

ある人の意見で、「学校がある間は砂ほこり、砂場のほこり、吹雪、我慢できました。し

かし、学校がなくなりまして、そういう辛抱はもうしたくありません」という意見があり

ました。私も、ああ、そうだなと、その人の立場になってみますと、本当、学校周辺の人

は大変だなと思いました。

それで、まず質問します。旧南小学校跡地の維持管理について教育委員会はどのように

考えているのか、特に草刈りや樹木・防犯・砂場対策等についてどのように考え、お金を

かけていただけるのか、お伺いいたします。

ｏ教育委員会次長（杉田 浩君） お答えいたします。

南小学校跡地の維持管理につきましては、年二回の草刈り及び落ち葉の清掃の委託、月

一回程度の校地内点検を実施しているところでありますが、維持管理につきましては、も

う少し回数をふやしていきたいと考えております。校地内の保安につきましては、引き続

き青少年センターと連携をとり合い、警察並びに補導員によるパトロールを一層強化して

いくよう依頼していきたいと思います。

それから、お尋ねの砂場の件でございますが、冬場に向かって地域の方に御迷惑をかけ

ると考えられますので、旧砂場につきましては、埋め戻しをいたしたいと考えております。

今後とも周辺にお住まいの方々に御迷惑をおかけしないよう、維持管理に最善を尽くして

いきたいと考えております。

ｏ四番（国実久夫君） 砂場を埋め戻すとのことで、そのようにしていただきたいと思い

ます。

それでは、活用について。先般二人の先輩議員が述べましたけれども、私は若干異なる
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方法でお尋ねいたします。

私は、南地区の体協の会長をしております。今度の十二日に旧南小跡地でグランドゴル

フを催します。十月十七日にはマラソンソフトを催します。教育委員長にお願いしまして、

気持ちよくグラウンドをお借りすることができました。先ほど言いましたように、いろん

な意見がある中で、年寄りの方は、年寄りが憩う場所にしてほしい－－旧南小跡地のこと

なのですけれども－－若い人は若い人で、若者が呼べるような専門学校が欲しいとか、シ

ョッピングが欲しいとか、美術館・図書館を誘致したらとか、老人ホームをしたらとか、

市営住宅にしたらとか、いろいろあります。我々グランド仲間の話では、グランドゴルフ

のために、地区の運動会のために、そういうものがあってもいいのではないか、そういう

意見があります。なるほどなと。私が吉弘の公園を通るたびに、年寄りの方がグランドゴ

ルフを楽しんでおります。石垣は区画整理できれいになっておる。何万平米のグラウンド

がある。南地区は旧市街地で、我々はなかよし公園という小さなところでささやかにグラ

ンドゴルフを楽しんでおります。何とか不公平感をなくすためにも、旧南小グラウンドを

南地区の人のためにも開放して、何も当たらないことがいい場合だってあるのではないか

と考えております。

話は飛びますけれども、楠港は、跡地は三十億もかけて、市が九億もかけて投資してお

ります－－投下しております。費用対効果で、活用は当然だと思います。しかし、旧南小

跡地等は明治以降別府市のものであり、原価はありません。それで勝手な要望ですけれど

も、南地区の人のためにもそのように活用してはどうですかという市の方向もあっていい

のではないかと私は思っております。今後ともその方向でも考えていただきたいと思いま

して、この項の質問は終わります。

次に（「答弁は要らぬのか」と呼ぶ者あり）、はい、結構です。流川通りの公共下水に

ついて一般質問通告いたしました。私は、あの近辺通りに仕事のお客様が何人かおられま

す。お客様に常々言っております。「いつか必ずこの流川の工事が始まりますよ。工事が

始まれば一年、二年営業が五割、六割と落ちますよ。今頑張ってください。蓄積しないと

大ごとになります」、常々そのように言っております。私は、永石通りという浜町に住ん

でおります。まだ住んで七年ぐらいなのですけれども、私が政治家を志した原点がありま

す。引っ越しまして、日当たりのいい場所なのですけれども、驚きました。側溝もなけれ

ば下水道もありません。大分のお客様に相談しますと、「へえ、別府というところはおく

れているな。それではしようがない。地下に浸透升を入れろ」。私は市役所に行って、

「永石通りに公共下水がないのはおかしいではないか。早くしてください」と言いました。

すると担当者は、「あなた一人が言っても何もなりません。そういうことは自治会長が言

うべきです」、「へえ、そうですか」。私は文書をつくりまして、自治会長のところにお

願いに行って印鑑をもらい、再度提出しました。すると担当者いわく、「順番があります
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から、いつのことかわかりません」。悔しかったです。まあ、それであきらめもしました。

すると、ある日突然、松原住宅市場の跡地に市営住宅が建つ。すると、公共下水がないの

はおかしいから、すぐ取りかかります。案内が来ました。ははあ、市長の一言で物事が決

まるのだなと。それで、そういうことも含めて私は、地区にないから政治家を志すことに

なりました。

話が飛んでまことに悪いのですけれども、秋葉通りが貫通したら必ず流川通りに来る、

公共下水の工事が来る。そういうことで話が長くなったのですけれども、別府流川通りに

公共下水がないことはおかしいという疑問を持っているのは、私だけではないと思います。

楠港の開発もあります。いつから取りかかってもらえるのでしょうか。どのような状態な

のでしょうか。当局の御説明をお願いいたします。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

先ほど議員さんのおっしゃいました永石通りの公共下水の整備でございますが、これは

永石通りには一メーター掛け一メーター五十の大きな雨水渠が入っておりました。それの

改修とあわせまして公共下水の布設を四年前に設置しております。あと、横線につきまし

ては、逐次公共下水の整備を行っていきたいと計画を立てているところでございまして、

側溝につきましても、公共下水の整備とあわせまして側溝整備をやっております。また、

その付近につきましては、水道局が鉛管対策といたしまして鉛管整備をやっております。

その関係もありまして、水道局及び下水道、土木課、関連を持ちながら同時期に施行して

いきたいと考えているところでございます。

それから、永石通りの公共下水の整備についてでございますが、永石通りの公共下水は、

本年度……（「流川通り」と呼ぶ者あり）すみません。流川通りの公共下水道の整備でご

ざいますが、本年度は、流川通りを中心といたします未整備地区につきまして、調査・測

量を現在行っているところでございます。この流川通りにつきましては、昔の旧市街地の

中心通りでございまして、地下埋設物や雨水渠、それからいろいろありまして、ＮＴＴと

かいろいろあります。こういうようなのをいろいろ、地下埋設物をクリアしていかなけれ

ばいけないという問題もございます。それから、迂回路といたしまして永石道路それから

秋葉通り等が完成しております。それから山田関の江線、県の施行でございますが、山田

関の江線も完成間近でございますので、そういう迂回路ができましたら、逐次整備計画を

立てながら実施をしていきたいと現在検討しているところでございます。

ｏ四番（国実久夫君） もう測量等に入っているとのことで、少し安心しました。しかし、

先ほども申しましたように、流川は商店が多いので、地元への対応について工事期間の開

始等を早目に周知徹底していただきたいと思いますが、それについてどのように考えてお

りますか。

ｏ議長（清成宣明君） ちょっとお知らせをいたします。
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先ほど火災報知機が鳴りまして、現在その原因を調査中でありますけれども、議場内の

クーラーがとまっております。早急に回復に努めておりますけれども、まだわかりません

ので、もし暑ければ、どうぞ上着をおとりください。お願いします。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

流川通りの商店街、地元への対応ということでございますが、先ほど申しましたように、

現在調査・測量等を行っております。これができましたら、地元の商店街の皆様方に説明

をしながら、商店街の関係者に説明を行うとともに御理解と御協力を得ながら、早い時期

に実施できればなと考えているところでございまして、そのときはまた議員さんも御協力

をお願いいたします。よろしくお願いいたします。

ｏ四番（国実久夫君） なるべく早期に着工にかかっていただきたいと思います。

それでは次の通告、新野球場建設についてお伺いいたします。

新野球場建設に伴う用地交渉経過と施設計画の進捗状況はどうなっているのか、お伺い

いたします。

ｏ総合体育施設建設室長（小野信生君） お答えいたします。

新野球場建設に伴うその後の用地交渉の経緯でございますが、御承知のとおり予定地内

に一部民有地がございまして、これまで十数回の交渉を重ねてまいりました。しかしなが

ら、残念ながら現在のところ合意に至っておりません。しかしながら、平成十九年秋の軟

式野球・天皇杯全国大会の主会場として予定されておりまして、さらに野球関係者より、

別府球場の代替球場として早期建設の要望がなされております。

そこで、事業計画を推進するためには、施設の配置や規模の見直し等が必要となってま

いります。その見直しにつきまして、先般、議員の皆様方や地元の自治会の皆様に相談い

たしまして、御意見を伺っているところでございますが、さらに近日中には、地域住民の

皆様に御説明してまいりたいと考えているところでございます。

ｏ四番（国実久夫君） 配置を見直した上、建設するとの計画を聞きました。私は、驚き

ました。ここに民有地の字図を取り寄せたのです。この広大な公園地内、スポーツ施設内

に三十坪の民有地を残している。昭和四十八年に坪三万七千円で収用しております。その

隣接地、奥の方になるのですけれども、昭和五十年三月に四万三千円で収用しております。

道路側に面して、坪七万円で収用しております。それから二百メートル奥の民有地、どう

いう経過で残したのか不思議でなりません。記録もさかのぼって調べていただいたのです

けれども、ないそうです。合意に至らないということはどういうことなのか、担当室長に

お聞きしますと、不動産鑑定評価額と本人の希望の差が大き過ぎる。私は、考えに考えて

夜が眠れません。不動産鑑定評価額、何ぼで収用しようとしているのか、公表できますか。

ｏ総合体育施設建設室長（小野信生君） お答えいたします。

公共補償のいわゆる用地の買収価格については、コメントを控えさせていただきたいと
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思います。

ｏ四番（国実久夫君） 公開の原則からいって納得ができないのですけれども、常識的に

道路側が五十年に七万円、奥の方が三万三千円、四万三千円、二年で上がってきているわ

けなのです。今から二十九年前の話なのです。不動産鑑定評価額が絶対と執行部は思い込

んでいるような節があってなりません。道路側を収用しまして、周りを収用しまして、残

った土地は価値がないから何ぼだ、不思議で仕方ありません。私は、元高校球児でありま

す。鶴見丘高校野球部キャプテンとして頑張ってきた、元高校球児であります。旧別府球

場で日本一になった吉良投手から、右中間三塁打を打った記憶は一生忘れません。その思

い出のある球場は、今はありません。私は、野球人として一日も早く野球場を建設してい

ただきたい、その気持ちは偽りありません。しかし、昭和四十八年、今から三十一年前に

公園地として収用しました土地に三十坪残してきた無念さは、私は当時はまだ二十何歳で

す、その当時の市長も知りません。しかし、それは私の考えでは失政、間違っていると思

います。

そこで、よけて野球場をつくりたい。私は、また失政を繰り返すのではないかと危惧し

ております。明豊高校が甲子園に出場しまして、一般財源から一千万の補助金を交付しま

した。この三十坪の買収との差額は、公表できないということですけれども、本人との希

望価格、推定で七百万、八百万。交渉すれば四、五百万になるかもわからない。しかし、

執行部は、不動産鑑定評価額より一円も出しません。早く収用に応じてください。その一

点であります。（発言する者あり）いえ、ちょっと待ってください。

もっともっと公にオープンにしていただきまして、みんなで知恵を出して……。新野球

場を、市長は十九年の天皇杯に間に合わせたい。地権者はそんな値段では譲らない。タイ

ムリミットが、どんどん迫っております。私は私なりに夜眠る前に考えまして、キャップ

を売ったりＴシャツを売ったり、何かいい方法はないかな、何かみんなのアイデアがない

かな、寄附を募ることはできんのかな、いろいろ考えております。結論的に、地権者の承

諾なくして建設は不可能に近いのではないかなと思っております。どうか誠意ある御回答

をいただきたいと思います。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

先ほどの用地の件でございますが、私どもは、用地交渉を断念したわけではございませ

ん。地権者の方に対しまして、球場の施設配置や周辺整備の観点から、地権者の方には今

後とも引き続き説明をしながら御理解をいただけるよう、現在のところ鋭意交渉している

ところでございます。

それから、先ほど申しましたその単価というのですかね、用地買収の件でございますが、

地権者の方とも大分開きがあるという形でございますが、この件に関しましては、公共事

業に関する用地買収につきましては、公共用地の取得に伴う損失補償基準によりまして、
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国家資格を持ちました不動産鑑定士が鑑定した評価でございまして、正常な取り引き価格

の額に基づき地権者と交渉・契約を行うものでございまして、売り手、買い手市場のよう

な民間的な取り引きとは異なります。地権者の要求で取得することはできないものでござ

いまして、市といたしましては、今後十分交渉を重ねながら、合意をいただけるように努

力をしてまいりたいと考えているところでございます。

ｏ四番（国実久夫君） 私は、しつこいことは嫌いな男です。でも、どうしても部長さん

が、不動産鑑定が一番だと言われるのではないかなと思ったから、字図を取り寄せて説明

しているわけであります。だれでも、立場が変われば物の考え方は変わります。私が何度

も言いますように、道路側に面した土地は、昭和五十年に七万で買収しているのです。収

用しているのです。その道路をふさいで残った土地を評価してくださいとなれば、不動産

鑑定士さんは、当然道路もない残った土地は、こんなものはこんな値段ですよと、それは

また当然だと思います。収用方法が間違っている、過ちを正さないで、今はこれだからこ

れで収用してください。それでは私は事が解決するとは思っておりません。私は、室長や

永井さんが一生懸命仕事をしていることは認めます。しかし、どうしても我々民で歩いて

きた感覚と官の感覚、開きがあるように見えて仕方ありません。しかし、私一人の力では

どうにもなりません。何とか一日も早く地権者の同意を得られまして、新野球場が建設さ

れることを願いまして、この項は終わらせていただきます。（「手が挙がっておる」と呼

ぶ者あり）どうぞ。

ｏ総合体育施設建設室長（小野信生君） お答えいたします。

先般、議員の皆様にお示しした図面をもちまして、地権者の方にも御説明申し上げたと

ころでございます。今後とも引き続き用地の交渉に御協力いただきたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。（発言する者あり）

ｏ四番（国実久夫君） それでは、別府扇山ゴルフ場について通告しております。

私は、十五年九月議会で扇山ゴルフ場について意見を述べさせていただいております。

そのとき、十五年の決算予想で百万の利益予想で提出されている。とんでもない、私は、

八千万赤を打つでしょう。十五年度の決算書が上がってきました。赤字額八千六百万です。

私は、仕事柄、経営コンサルティングをし切ります。今度は十六年は七千万で赤字予想が

来ております。赤字が、どんどふえてきます。当然だと思うのですよ。周りが無借金、外

資、民事再生法、売却等で無借金経営、独自の食堂、食事無料等をやっていっております。

なかなか扇山ゴルフ場の経営は厳しい、将来は赤字補てん、間違いなく来るものと思って

おります。これも残念ですけれども、私一人の力ではどうしようもありません。

そこで、会員権の償還期が十七年、早い人で九月、十月、十一月と上がってきます。こ

こに契約書の控えがあります。ちょっと読ませていただきます。「預託金、会員資格保証

金は、扇山ゴルフ場会員権約款第五条の規定により、全額をお支払いいただいた日より無
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利息で下記の定める据え置き期間の後に当該会員の御請求により、会員証書、会員資格保

証金証書を引き換えに返還いたします」と第十条に記載されています。十一条では、

「会員契約の変更に関する事項。一、預託金の据え置き期間十年で延長することはない」、

このように記されております。私の知人、お客さん、あらゆる方から、「どうなるのかな、

どうなるのかな。どげするのだろうか」。私もわかりません。ただ新聞紙上で新社長が延

期をお願いする。金利を払ってでも延期をお願いする、そのように書いてありました。私

の予想では、どんどん借金がふえる。五一％の株主である別府市が最終的には負担、それ

は税金で負担ということになるのではないかと思っております。それはそれで、営業の方

が一生懸命頑張っていただいております。ただし、その返還請求のカウントダウンが、三

百六十五日を切ろうとしております。別府市はどのようなお考えか、御答弁をお願いいた

します。

ｏ財政課長（徳部正憲君） お答えいたします。

別府扇山ゴルフ場の預託金の償還が来年九月から始まりますが、御存じのように本年の

四月、新社長が就任いたしまして、今、三年以内に減価償却前の黒字を目指すべく経営改

革を行っているところでございます。預託金の問題についても、そのような中で検討して

いるところでございまして、もうしばらく経営改革の推移を見守っていきたいと思ってお

ります。

ｏ四番（国実久夫君） なかなか明確な答弁をいただけませんけれども、それもまた仕方

ないことかなと思っております。逐次、扇山ゴルフ場については目を配っていきたいと思

います。

それでは最後の質問事項、都市計画道路の見直しについてお伺いいたします。

都市計画道路といいましても、何線もあります。私は、それについてどうこう言う気持

ちはありません。私が問題提起したいのは、田の湯線であります。田の湯線、すなわち旧

国道西法寺縦通りから中央公民館田の湯線の一本の道路の都市計画であります。この田の

湯線は、いつ都市計画決定されたのか、御答弁をお願いします。

ｏ建設部参事（松岡真一君） お答えいたします。

田の湯線につきましては、おっしゃるとおり西法寺角から、現在整備中の中央公民館前

の山田関の江線までの四百六十メーターで幅員十六メーターの都市計画道路でございまし

て、この道路につきましては、昭和二十七年に別府国際観光温泉文化都市建設計画に基づ

きまして、都市計画決定されております。その後、昭和三十八年に一部見直しが行われま

して、現在に至っておるところであります。

ｏ四番（国実久夫君） では、どのような計画なのですか。お尋ねします。

ｏ建設部参事（松岡真一君） 計画について、お答えいたします。

この田の湯線の道路の位置づけでございますけれども、現在、私どもは平成十四年に市
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内の都市計画道路網の検証を行いました。幹線道路網の基本計画の整備の進め方、それか

ら別府観光などに貢献する交通施設の整備方向などにつきまして、私どもは別府市まちづ

くり交通計画を策定しておるところであります。この計画の中の田の湯線の位置づけでご

ざいますけれども、機能といたしましては、ＪＲで分断されております、東と西が。中心

市街地の東西を結ぶ地区内の補助幹線道路ということでございます。それと中心市街地で

ある別府駅周辺における交通利便性の向上、そういうことの役割を担う幹線として位置づ

けをしてございます。そして、この道路の整備の優先順位を決めておりますけれども、こ

れにつきましては、田の湯線は整備の優先性は「中」であるというふうに定義をしており

ます。

ｏ四番（国実久夫君） この田の湯線、中央町の西法寺角から現在整備中の中央公民館前

の山田関の江線までの延長約四百六十メートル、幅員十六メートルの都市計画道路と聞い

ております。

そこで、市長にお伺いします。昭和二十七年、今から五十二年前に決定されました。そ

して昭和三十八年に見直しされております。この計画道路、不思議でなりません。国道十

号線からこの山田関の江線まで拡幅したいという計画であれば、なるほどなと。駅前がＪ

Ｒでストップされている。あと上がり道は、富士見通りまで十号線から来た人は行かない

と上がれません。途中からそういう道路が必要だということ、不思議でなりません。この

都市計画道路によって、私の調べたところによりますと、セットバック五メートル、現状

でいくのであれば木造二階建てしか建てられない。もうその当時、計画に承諾した人は五

十二年前ですから、ほとんどの方がいなくなられております。計画道路と重要説明事項で

説明しますと、購入しようと思っている人は、道路に採られるのだったらその分活用でき

ないから安くせい。当然だと思うのですよね、三階以上は建てられませんから。

くしくもこの田の湯線、裏側に回りますと里道、今、市道になっておるのです。里道から、

市道から一メートルセットバック。セットバック、セットバックで利用価値が半減されて

いっております。古い家の持ち主さんは、壊してしまうと、道路については今言ったよう

に評価額には一切出せない、所有してくれない。建物があると最高土地価格、新築が建て

られる可能性が生じてくる。建てようにも建てられない、売ろうにも売られない。そのま

んま古い家が建ち並んでおります。

それと、レトロで、「わあ、木造の三階建て、古い家がいっぱいあるわ」と言いながら

カメラでぱちぱち撮られます。持ち主さんにとってみれば、この上ない屈辱であります。

私は、こういう行政は少し違っているのではないかな、本当に計画が必要であればスピー

ディーに、せめて今の時代、十年以内に着工できなければフリーに戻す、そのような行政

であっていいのではないかなと思いまして、この都市計画見直しについて取り上げました。

何とか見直しにならないものか。余りにも年数がかかり過ぎているように思います。私も
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都市計画課が催す座談会に出席してみんなの意見を聞いたり、一生懸命しているのだなと

痛感しております。しかし、昭和二十七年に決定され、余りにも持ち主の気持ちは配慮さ

れてないような気がしております。どうか見直しできるものなら見直ししてほしいという

地域の人たちの希望に沿うように善処していただきたいと思います。何かありましたら、

一言お願いします。

ｏ建設部参事（松岡真一君） 見直し、その他について、お答えいたします。

まず最初に、ちょっと御質問がありましたことについてでございますが、セットバック

五メートルというふうにおっしゃっていますが、私どもは、この都市計画道路にかかわる

建築の制限についてでございますが、これは都市計画法第五十三条によりまして、階数が

二以下、それから地階がないことを前提とした主要構造物が木造それから鉄骨、それから

コンクリートブロックであれば一応建てられるということでございますので、まず都市計

画道路の計画路線上でありましても、そういう建物は建てられるということでございます。

それから、一つ、これは建築基準法上の問題でございますけれども、建てられない場所が

ございます。それは建築基準法第四十二条の二項というところがございますが、これは道

路が二メートル幅が現状でないと、建築物は建てられない。実は四メーターないといけな

いのですけれども、みなし道路ということで、二メーターあっても一メーターずつセット

バックすれば建てられるということでございまして、別府の場合は戦災に遭って……、

「戦災」と言うとあれになりますけれども、一応戦災とかそういう不幸がありませんでし

たもので、昔の道路でリヤカー道がそのまま残っていますので、そういう意味で建てられ

ない場所があるというふうに、私どもは、その西法寺地区は認識もしております。

それから、そういうことが前段でございますが、おっしゃいますように、私どもがその

都市計画決定後三十八年から四十年経過しておりますけれども、土地利用とか生活設計に

一定の制限を加えております。これは都市整備上仕方のないことでありますが、確かにお

っしゃるように非常に年限がたっておりますし、私どももこれは一生懸命になって整備を

していかなければならないことでございます。現在が二十六路線のうちに三九％がようや

く整備できたところでございまして、昨今の財政難、その他につきまして、非常にやっぱ

り整備等乖離をしているところは認めなければいけないと思います。

それで、見直しのことでございますけれども、今、やっぱり人口減少、それから社会情

勢の変わり方、都市の形態が変わっておりますので、都市計画道路の見直しの必要性につ

いてやっぱり全国的にも問題になっております。そして具体的には見直しとはどういうこ

とかということでございますけれども、都市計画を現在のまま整備するのかとか、幅員を

変えるのかとか、ルートをするのか、それから最大の見直しになりますと廃止するのかと

いうことでございますけれども、現在、大分県におきまして都市施設の整備・見直し方針

検討委員会というものを案として今設置をして行動中でございます。今年度中に都市計画

－９－



道路などの整備・見直しについての方針を検討するという方向で県の方が動いております。

それで、私どももこの委員会の方針とか内容につきまして十分察知をしながら、今後別府

市の都市計画道路の見直しが必要な場合には、どういうふうに行動するかということも視

野に入れて考えております。

ｏ四番（国実久夫君） ありがとうございました。これで私の質問を終わります。

ｏ七番（猿渡久子君） まず一番目に、保育・児童福祉の問題で通告をしております。こ

の（１）、（３）、（２）、（４）の順で質問をしてまいりたいと思います。

平成十五年七月に次世代育成支援対策推進法、これが制定をされまして、平成十六年度

中、今年度中にすべての地方公共団体と三百人を超える従業員を雇用する企業が行動計画

を策定する、こういうことが義務づけられておりますが、別府市のこの策定に関しまして

の取り組み状況と今後について、答弁をお願いいたします。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

急速に進む少子化の進行や家庭及び地域を取り巻く環境の変化に対応するため、次世代

育成支援対策推進法が制定されております。次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つ

よう、子育て支援や教育環境の整備など、行動計画策定指針に基づきまして行動計画に盛

り込む七項目の事項が国より示されております。目標達成のために講ずる措置の内容等を

決定し、五年を一期とした行動計画を十六年度中に策定をいたします。子育ての実態や要

望・意見を把握するために、市内在住の十一歳までの児童のいる世帯約三千五百人を対象

にニーズ調査を行っております。また、ニーズ調査の結果をもとに盛り込むべき施策の検

討をするために、十五課十八名から成ります庁内策定委員会を設置しておりまして、四回

の庁内策定検討委員会を各課ごとのヒアリングを行い素案を策定いたしております。

また、計画策定には市内の各種団体の代表や一般公募委員など、十八名の委員から成る

次世代育成支援行動計画策定審議会を設置しております。委員より広く意見を聞きながら

素案の審議を行っているところでございます。今後は、六回の審議会を開催するスケジュ

ールとなっており、計画策定に際しましては、別府市の総合計画との整合性を図りながら

委員や市民の意見を聞き、数値目標を掲げ、住民への素案の公開、意見聴取を行い、別府

市にふさわしい行動計画を策定いたしたいというふうに考えております。

ｏ七番（猿渡久子君） 先般、八月十九日にこの議場で子ども議会が開かれましたけれど

も、小学生、中学生の子どもさんが大変しっかりした立派な意見を皆さん述べられました。

このような子どもたちの意見もぜひこの計画に反映させてはどうかと思いますが、例えば

子ども議員さんを集めて意見を聞くとか、そういうふうな形で子どもたちの意見も聞いて

はどうかと思いますが、いかがですか。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

子どもさん方の要望を直接聞く機会を持つべきではないかとの御指摘でございますが、
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すでに現行のスケジュールの中に盛り込むことは大変難しい状況となっております。御指

摘の件に関しましては、次回の審議会の中に、このような要望が出されたということにつ

きまして、報告させていただきます。

ｏ七番（猿渡久子君） ニーズ調査を行ったということが、先ほど答弁の中にありました

けれども、私もこのニーズ調査の結果の資料をいただいて目を通させていただきました。

二〇〇三年、昨年に児童福祉法が大幅に改正をされた中で、児童福祉法は、市町村に子育

て支援に関して情報提供とか相談や助言、調整、あっせんなどを義務づけております。こ

の点を生かして子育て支援をさらに充実させるとともに、情報提供の改善・充実が必要か

と思います。この調査結果の中にも、情報提供をもっとしっかりやってほしい、知らない

情報が多くて、もっとしっかり知らせてもらいたいというふうな声が多いですね。自由記

述の部分でも六十件以上そういう声が上がっておりますので、その点改善すべきと思いま

す。いかがですか。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

さまざまな子育て支援サービスの情報化を一元化することによりまして利便性を図り、

子育てしやすい環境づくりを推進するために、現在あります子育て支援センターを充実す

ることはもちろんのこと、支援センターにおいて子育て支援に関する情報を管理し、出産

・子育てに関する情報通信誌を発行し提供できる体制づくりに努めていくことや、インタ

ーネットを利用して子育て情報を提供し、身近な情報が気楽に得られることができるよう、

公式のホームページを整備することが、計画の素案の中に盛り込まれております。

ｏ七番（猿渡久子君） 情報通信誌の発行や公式ホームページの整備を考えているという

ことで、ぜひ積極的に進めていただきたいと思います。

また、この法の改正の中で、市町村に対して子育て支援の体制の整備に努める義務があ

ると、こういうことが明確にされました。また市町村には、子育て支援コーディネート事

業というものが義務づけられたというふうに聞いております。この点を生かして、ぜひ子

育てのネットワークづくりをさらに進めるべきだと思います。私、児童館をつくってくだ

さいという運動をずっと議員になる前からしてきましたけれども、それはやはり子育ての

ネットワークの核に児童館がなるというふうに考えたのですね。今、いろんな子育ての支

援の機関というのがふえてきていますけれども、それが個々ばらばらではなくて、一人の

子どもでも学校にも行き児童館にも行き、いろんなところに通っていたり、病院でもかか

わりがあったり、地域の中でいろんなかかわりがあるわけですから、そこのネットワーク

が非常に大事だと考えております。その点をぜひ計画の中に盛り込んで進めていくべきと

考えます。いかがですか。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

子育て支援総合コーディネーター事業につきましては、子育て支援総合コーディネータ
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ーを配置し、地域における多様な子育てサービス情報を一元的に把握するとともに、子育

て家庭に対します総合的な情報提供、利用援助等の支援を行う事業でありますが、現在行

っております策定審議会の素案では、配置を検討することとなっております。また、子育

て支援ネットワークづくりに関しましては、行政、地域、医療機関、療養機関、保育所、

幼稚園などの関係機関とのネットワークを形成いたしまして、子育て家庭に対するきめ細

かな情報提供やサービスの質の向上が図られるよう検討していきたいというふうに考えて

おります。

ｏ七番（猿渡久子君） では二番目、（３）になります。児童館や子育て支援の充実の問

題に移りますけれども、この問題は、私は議員になってからもずっと繰り返し繰り返し取

り上げてきまして、この十月に北部の児童館がオープンをしますし、来年の四月には西部

児童館、児童福祉施設がオープンをするということで、大変喜ばしく思っております。し

かし、このニーズ調査の結果を見ましても、やはり子育て支援センターあるいは児童館が、

「歩いて行けるところに欲しい」、「各校区に一つずつあっていい」、「もっとたくさん

ふやしてください」という声が非常に多く上がっております。いろんなそういう声を総合

しますと、百三十件ぐらい声として上がってきているわけですけれども、今後さらにふや

していく必要があると思うのですね。そういう点で財政の問題もありますので、活用でき

るのが、「つどいの広場事業」ではないかと思っております。厚生労働省が打ち出した

「つどいの広場」、どのようなものか、まず説明をしてください。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

「つどいの広場事業」は、主に乳幼児を持つ子育て中の親子がつどい、相談や交流を行

うもので、実施場所は公共施設内のスペースや商店街の空き店舗、公民館などで行うとい

うことになっております。実施主体は市町村ですが、社会福祉法人やＮＰＯ法人への委託

も可能となっております。

事業の位置づけとしましては、地域子育て支援センターの延長線上にあるものと言えま

すが、より身近な場所としての地域性を持たせ、効率的に設置数をふやすことを目的に、

厚生労働省が平成十六年度から補助制度を三年限定から恒久的な制度に見直すなど、本格

的実施を目指しているものでございます。

ｏ七番（猿渡久子君） この事業、国と県から三分の一ずつ現在のところ予算がおりると

いうふうになっていると思うのですけれども、大分県下では大分市と豊後高田市ですでに

実施をされておりまして、私、豊後高田市の「つどいの広場事業」を視察に行ってきまし

た。今、商店街の空き店舗や公民館やいろいろなところでできるというふうなお話でした

けれども、豊後高田の場合は、「花いろ」という温泉と保健センターですね、健康保健セ

ンターに併設をされております。予想以上に好評で、予想を上回るたくさんの親子の方が

集って非常に好評だということで、本当に楽しそうに親子で遊んでいるところを見学させ
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ていただきましたけれども、デイサービスセンターがありますので、デイサービスのお年

寄りが、帰り頭に「バイバイ」というふうに子どもたちに手を振って帰ったり、何か行事

があると交流をするというふうなこともされているそうです。コーディネーターも、ここ

に配置をされておりました。

このニーズ調査を見ましても、別府市を子育てしやすいと感じているのは二割弱という

ことで、子育てしにくい理由として、「親子で気軽に出かけられる場所がない」、「子ど

もが安心して遊べる場所が少ない」などの声が非常に多く上がっているわけで、今後、こ

の 「つどいの広場事業」などを活用してさらに子育て支援、児童館あるいはそれにかわ

る子どもたちが集える、親子が集える場所をふやしていくように、新しい支援行動計画に

も盛り込むべきと思いますので、ぜひ今後積極的にお願いいたします。

次に、「にこにこ保育支援事業」の実施。これを私この三月の議会、六月の議会、続け

て質問をしてきましたけれども、第二子の三歳未満児の子どもさんの保育料が、認可園、

無認可園とも半額でいいですよ、第三子については、やはり三歳未満児について認可園、

無認可園とも無料になりますよという、大変親御さんにとってはありがたい制度ですので、

県が三億六千万という予算を組んでおります。ぜひ実施すべきと思いますが、いかがです

か。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

「大分にこにこ保育支援事業」は、県が新規事業として制度拡大を打ち出した時期が遅

かったこともありまして、ほとんどの市町村が未実施というのが現状であります。本市に

おきましても、従来から認可保育園におきましては、第三子以降三歳未満児の保育料の全

額免除を実施しているところですが、第二子以降三歳未満児への対象児童拡大や認可外保

育施設への適用につきましては、本年度の遡及実施は大変難しいというふうに考えており

ます。来年度以降につきましては、今、次世代育成支援行動計画を策定中であり、国の策

定指針にもありますように、子育ての喜びが実感される社会の実現に向けてどのような取

り組みが必要か、目指すべき姿を現在検討しております。保護者の経済的負担の軽減は、

子育て支援の方策の一つでありますが、地域が一体となって子育てしやすい環境をつくる

ことが何よりも大切です。また厳しい財政状況の中、予算の制約があることも事実でござ

います。また新規事業を考えるだけではなく、既存事業の見直し等を行い優先順位をつけ

る中で事業の展開を図っていきたいというふうに考えております。

ｏ七番（猿渡久子君） この「にこにこ保育支援事業」、県下では十八の自治体で実施を

しているというふうに伺っております。日田市などいろいろなところで実施されています

が、せっかくこれ県が三億六千万予算を組んでいるわけですから、できるたけ今年度、四

月にさかのぼって実施すべきだと思いますし、少なくとも来年度は必ず実施をしていただ

きたい。この制度ができたときに無認可の保育園の関係の皆さんも大変喜んだわけですけ
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れども、別府が実施をしないと何もならないわけですから、ぜひよろしくお願いいたしま

す。

では、（４）の山の手保育園の問題と保育所民営化の問題、この件に移ります。

山の手保育園のトラブルに関しましては、昨日も議論をされてきましたが、関係改善に向

けて市としてどのような対応を行ってきたのかをまず聞きたいと思います。この民間に移

管をするときに保護者の方から私、保育所の説明会にも参加をさせていただきましたけれ

ども、不安の声が出ていました。公立の先生はすごくよくしてくれる。給食もいい。だか

ら民間移管に関しては不安があるというふうな声が率直に出されました。しかし、「大丈

夫ですよ」ということで移管をしたのですよね。ところが、こういうふうなことに至った

わけですね。私は、民間移管自体が問題だ、もう今後の計画を取りやめるべきだと考えて

おります。

まず、どのような対応を行ってきたのか、答弁をお願いいたします。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） では、お答えいたします。

まず、問題解決に別府市としてどのように対応してきたかについて御説明させていただ

きます。

山の手保育園の問題に関しましては、別府市、法人、保護者が十分に協議する中で、八

月二日、別府市と法人との間で今後の保育園の運営の円滑化を図るため、山の手保育園運

営委員会及びワーキンググループを設置すること等で基本合意書の調印式を行っておりま

す。この運営委員会のメンバーにつきましては、学識経験者、保護者の代表、地域住民の

代表、別府市職員、社会福祉法人等で構成され、すでにメンバーも決定をしております。

法人は、第一回の運営委員会を早急に開催する方向で現在検討中であると聞いております。

また、別府市は、この運営委員会の学識経験者の就任につきましては、大分大学教育福祉

科学部の山岸治男教授に就任の要請を行ってまいりました。今後は、この運営委員会等で

今後の苦情や日常的に起こる諸問題等の処理に十分活用できるというふうに考えておりま

す。

今回の基本合意の調印式には、保護者の代表者数名も立ち会っております。今回設置さ

れました基本合意の内容を、十分に理解してくれているものというふうに考えております。

また、問題が起こった当初は、転園の希望もありましたが、基本合意書調印以降、転園の

希望は現在まで出されておりません。さらに八月七日、園の主催で実施されました夏祭り

には市長みずから参加し、保護者等との懇親を深めるなど、今後の園の円滑な運営に向け

努力してまいりました。別府市といたしましては、現時点におきましては、山の手保育園

の運営に関しましては、正常化できているという認識を現在持っておるところでございま

す。

今後は、今回の問題を教訓といたしまして、保護者の方々の十分な御理解を得る中で再
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編計画を進めてまいりたいというふうに考えております。

ｏ福祉保健部長（岡部光瑞君） 少し補足説明をさせていただきます。

山の手保育園の問題が起こりまして、市長に報告をしたところ、市長の方から、園児の

ために早急に解決をするようにという強い指示を受けましたので、再三にわたり法人それ

から保護者代表との協議を重ねてまいりました。それと同時に県の子育て支援課とも連携

を図りながら、早期に解決する方法を探ってきたところでございます。五月二十一日の説

明会それから七月九日の保護者主催の説明会、七月十四日の法人主催の説明会、これらの

説明会にも市は出席しております。これらの説明会は、市が主導で開催したものでござい

ます。七月十四日の最初の説明会の席上、法人の方から、「すべての問題解決に全力を挙

げる」という言葉が出てきましたので、この説明会以後、また保護者それから法人との話

し合いを持ってきたわけでございます。その結果、八月二日に別府市と法人との間で問題

解決の基本合意書が作成され、調印されたということでございます。課長が答弁しました

ように、私どもは現在、山の手保育所は正常に運営されているというふうに認識いたして

おります。

今後の保育所の再編計画は、この問題を教訓としまして再編計画を進めていきたいとい

うふうに考えております。

ｏ七番（猿渡久子君） 市がいろんな対応をとってきたということを今答弁したわけです

けれども、そういう対応をとるのは当たり前のことであって、むしろ後追い的な感がして

ならないわけですね。保護者の方は納得をしているというふうに答弁がありましたけれど

も、小さな子どもを抱えて共働きをしながら子育てをするだけでも一番大変な時期なので

すね。そのお母さんたちがこういう問題に振り回されて、子どもたちも不安に陥って情緒

が不安定になる。そういう中で、とにかく子どもたちのためには何とか早く収拾をつける

ことが大事だということで親御さんは妥協されたという、そういう思いの方が多いという

ふうに私は受け取っております。

この問題で厚生委員会の調査会がありましたときに、まず最初に課長の方から、保護者

や関係者の皆さんにおわびというふうな言葉がありましたけれども、私は、「一番謝らな

いといけないのは子どもたちではないですか」というふうに言いました。一番やっぱり物

を言えない小さな子どもたちが、大人に振り回されて不安にさらされて大変な思いをした

わけです。それを子どもたちは言葉で訴えることもできないわけですね。そういう中で、

私は、やはりこの場で市長がきちんと子どもを初め親御さん、そして関係者の皆さんに謝

罪をするべきだと思います。

そして、この理事長の交代の問題どうするのか。理事長が交代しないままなぜ調印式を

したのか、そういうふうな問題を残しながら、今後の民営化の問題を進めていくというふ

うなことでは、保護者の皆さんの理解は得られないと思いますよ。ほかの保育所の親御さ
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んの皆さんだって、この問題で大変不安を持っている、それが実情ですからね。皆さん不

安を持っているところを市が説得をして「大丈夫ですよ、二年間同じやり方でやりますよ。

市もちゃんと見ていきますから」というふうなことで移管をしたのに、こういう問題が起

こってきて、今後また同じような問題が起こってきたら、どうするのですか。責任がちゃ

んと持てるのですか。まず市長、これは謝罪すべきだと思います。

ｏ福祉保健部長（岡部光瑞君） 理事長の件でございますが、運営委員会を立ち上げてお

りますので、その委員会がぴしゃっといくということを見届けて、それで解決したという

ことの確認ができた時点で理事会を開いて進退の責任をとるということを聞いております。

（「市長、答弁してください」と呼ぶ者あり）

ｏ市長（浜田 博君） お答えいたします。

山の手保育園の問題につきましては、昨日も本当に厳しい御指摘なり、いろんな事実関

係も教えていただきました。今、理事長の交代問題等につきましても、きちっと整理をし

なくてはいけないという思いでいっぱいでございます。多くの方々に対し御心配をおかけ

いたしました。しかし、別府市といたしましては、私は、この問題は発覚した時点で本当

に驚きを覚えたわけでございます。三つの民間委託、二つは何ら問題もなく、私は、あえ

て園児のためには本当に民間委託をしてよかったなという思いを持てるようにしていただ

きたいという思いがいっぱいでございましたから、本当に驚きが正直な気持ちです。しか

し、起こった以上は、園児の最善の利益、本当に、園児に謝れと言われましたが、園児こ

そ振り回されたわけでございまして、その園児の最善の利益を考慮して、やはり安全で安

心な保育環境づくりをしなくてはいけないという思いでございまして、部長、課長に、と

にかく早急にこれは積極的な対応をし、精力的に保護者の皆さん、そして法人の皆さんと

協議を行って、やはり別府市の責任において問題解決に向けて最善の努力をするように強

く指示をしたことでございまして、精いっぱい努力をしていただいたというふうに思って

おります。

八月七日に、私は夏祭りに参加をあえてしました。そこで保護者の皆さん、そして保育

士の皆さん、本当に一体となった姿を見ることができましたし、何よりも私は園児の顔、

園児の一人一人と触れ合ってみました。もう笑顔いっぱいで楽しそうに過ごしている姿を

見たときに感動しました。これこそ本当に保育園のあり方だなというふうに感じましたし、

ぜひそういう意味では今後この保育園の運営につきましては、そういう面で安心したとこ

ろがあるわけですが、二度とこのような問題が起こらないように、園児優先の中で公立も

すばらしかった、しかし、民間委託しても市民サービス、園児に対しては何ら支障はない

よという部分をつくるように最善の努力をしていきたい、このように思っております。あ

りがとうございました。

ｏ七番（猿渡久子君） 「安心してもらうように最善の努力」と言うなら、すぐに理事長
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を交代すべきと思います。それがなくてこの運営委員会云々というふうなことを言っても、

では、新しくかわる理事長がどんな人なのか、本当に責任が持てる人なのか、わかってい

るのですかね。やはりその辺をきちんとすべきだと思いますし、私は保育現場に長くいま

したけれども、子どもたちはどんな状況に置かれていても笑顔が出ます。にこにこ楽しそ

うにする、笑顔が見られるのですね。だけれども、それで本当に子どもたちがいい環境の

中に置かれているかというのは判断できないのですよ。やはり、たまたまうまくいったと

ころはうまくいった、そうでないところはそうでないというふうなことでは困るのですね。

ですから、やはり今後の民営化の計画は、私は見直すべきということを強く申し上げてお

きます。これは、長い間、これまでの間に早い時期から計画的に保育所の施設整備、改善

を行ってこなかった市に責任があるわけです。そこは市が怠慢だったわけですよ。責任放

棄をしてきた。それを今になって一遍に施設の改善ができない、だから民間にもうやって

しまうというふうなことは、私は、市の責任放棄だというふうに考えます。

私、東京都の狛江市の方に先日視察に行ってきましたけれども、ここは、前の市長が大

変な借金をつくって、その後、共産党員の市長に交代をしたところなのですけれども、共

産党員市長になってから、借金を減らしながら財政再建を行いながら福祉の面は充実をし

ていっているわけです。それをどういうふうな形でやっているかというと、まず市長の給

与一八％みずから削減をして、収入役や教育長も一一％削減というふうなこともやってお

りますし、公共事業を半減させて、なおかつ市内業者への工事の発注はふやしていくとい

うふうなことを身近な公共事業に切りかえながら、大型公共事業をもう見直していくとい

うこともしながら、子どもさんの医療費の無料化を対象年齢を引き上げたり、すべての公

立保育園にクーラーを設置したり、学校にも扇風機をつけるとかいうふうなことで、福祉

の面は前進をさせてきております。やはりそういう姿勢が必要かと思っております。

では、次の医療費の関係、保健医療の分野の質問に移りたいと思います。

私、議員になってすぐの議会、九九年の六月の議会でこの問題を取り上げまして、乳幼

児医療費の無料化の問題を取り上げて、その後も何度も質問をしてきました。最初に取り

上げたその翌年二〇〇〇年、平成十二年の二月から医療費の立てかえ払いが必要でなくな

って現物給付ということで、大変利用しやすく改善をされましたが、この対象年齢ですね。

今は、入院の場合は就学前まで無料、通院の場合は三歳未満が無料ということになってお

りますが、通院に関しても就学前まで無料にすべきと考えます。これは先ほどの次世代育

成のニーズ調査の中でも大変多くの声が－－要求が－－上がっていて、自由意見の欄で四

十件ほどこういう意見が上がっております。ぜひ実現すべきと思いますが、いかがですか。

ｏ保健医療課長（伊藤征一郎君） お答えをいたします。

現在、別府市の乳幼児医療費の助成制度につきましては、ゼロ歳から三歳未満の通院、

入院、調剤の医療費及び食事料並びに三歳以上の未就学児の入院医療費及び食事料が助成
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の対象となっておりまして、現物給付をいたしております。

御質問のありました三歳から就学前までの通院費の助成につきましては、現状では県の

補助制度がなく、実施した場合、市の単独事業になります。このため多額の予算措置、課

の方で試算をいたしますと、一億二千万程度が必要になるのではないかと考えております。

このようなことから、三歳から就学前までの通院費の助成につきましても、県の補助対象

事業になるよう、県の方に今後とも強く要望してまいりたいと考えております。

ｏ七番（猿渡久子君） 県の方に今この制度がないわけですけれども、そういう中で県下

で十四の自治体で市町村単独で実施をしております。これ、なかなか県の方がらちが明き

ませんので、それであれば市で単独ででも実施をすべきというふうに思います。

次の健康保健センターの問題です。

これもこれまでも取り上げてきましたけれども、別府市は保健センターの建設にどのよ

うな取り組みを行うのか。やはりこれも今、医療費がかさんで介護保険の給付もどんどん

ふえ続ける。そういう中で健康づくりということ、介護予防と結びつけて健康づくりとい

うのは早い時期から非常に大事な問題になってきて、地方自治体のウイークポイントとい

いますか、非常に大事なネックになる問題だというふうに思うわけです。ですから、例え

ばニューライフプラザとか勤労青少年ホームとか、こういうものを転用するとか、ヘルシ

ーパルも廃止をするというふうな予定だというふうに聞いておりますので、こういう施設

を転用して活用するというふうなことも考えて、ぜひ早い時期に実現すべきと思いますが、

いかがでしょうか。

ｏ保健医療課長（伊藤征一郎君） お答えをいたします。

保健センターにつきましては、市民の健康保持・増進や乳幼児の健康診査、健康相談、

健康指導など、地域保健を行うために必要な施設であると考えております。しかしながら、

現状におきましては、社会福祉会館や市役所の会議室を利用して実施をいたしておりまし

て、大変会場が狭かったり、駐車場が少なく車をとめにくいというような苦情等も現在寄

せられております。このようなことから、乳幼児から高齢者まで、すべての住民の健康づ

くりを増進する多機能な保健サービスを提供する拠点施設が必要であると考えております。

しかしながら、新築に当たりましては、厳しい経済環境の中で多額の建設費用を必要とい

たしますので、現在、今言われたましたように、既存施設の活用などを含めまして検討を

行っているところでありまして、また、他市の保健センターの施設内容や利用の状況等に

つきましても、調査・研究を行っております。

ｏ七番（猿渡久子君） こういう施設を活用してということは、私は以前にも議案質疑の

中で質問したのですけれども、やはりそういう協議を早急に進めていただいて早く実現し

ないと、非常にこの問題は緊急の課題だと思います。社会福祉会館が改修の間、この市役

所のレセプションホールで乳児健診をやっていたのですけれども、非常に利用者の方も駐

－１８－



車場の問題やいろんな点で不便をされたと思いますし、それは改修されたわけですけれど

も、やはりセンターがないということが、別府市の規模で本当に恥ずかしい話だと思いま

す。保健師さんも十二人しかいない。これも大変恥ずかしい話です。保健師の増員も行っ

て、ぜひ市民の健康づくり、もっともっと力を入れるべきだと思います。

では、次の問題に移ります。三番の通告で、だれもが安心して暮らせるまちづくりをと

いうことで通告をしておりますが、すみません、この問題、一番に、まず最初に（４）の

生活道路・通学路・公園の改善、この問題から入りたいと思います。（４）、（１）、

（２）、（３）の順で質問をしてまいります。

まず、生活道路の問題から入りますけれども、扇山十九組、十七組にかかわる生活道路

ですね。道幅の半分が私道で、残り半分が市道という、近所の方が、「もう日本一悪い道

路だ」というふうに常々言っていらっしゃるこの道路の問題ですね。これは、三十年以上

前からの懸案事項です。私もこれまで、一昨年の六月と昨年の三月、二回一般質問で質問

をしてまいりました。地域の皆さんと一緒にことしの三月に要望書を提出し改善を求めて

きた、こういう経過もあります。この道路は通学路としても使われておりますし、これは

浜田市長が先生をされていたときに鶴見小学校にいらしたので、市長もよく御存じのはず

だというふうに地域の皆さんも言っていらっしゃいますけれども、ここでお年寄りが転ん

でけがをするというふうなことも起こっておりますし、緊急の課題です。この問題の道路

の横の道路に関して、市が地元に、ことしの十月までに一部の区間の部分的な舗装・補修

を完了するというふうに約束をしていますね。すでに一部が施行されているわけですけれ

ども、これを約束どおり十月までに、約束をした箇所の補修を完了してもらいたいという

ふうに思うわけです。いかがでしょうか。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

議員さんが御質問の扇山十七組、十九組の道路につきましては、これまでも議会の中で

七番議員さんを初めまして多くの議員さんから御質問をいただいておるところでございま

す。経過につきましては、七番議員さんも御存じのことと思っております。扇山十九組の

横通りの舗装・補修につきましては、通学路であります。また住民の安全性を考慮してポ

ケットの補修箇所や路面状態の劣悪な箇所につきましては、一部補修を行っているところ

でございます。その後、扇山自治会の方におきまして、この道路の問題につきまして解決

をしていこうというような機運が高まりまして、現在取り組みをやっているというように

伺っております。そうした中、今の時点で別府市がポケット舗装等を施行することにつき

ましては、この問題解決につきまして混乱を招くことになるのではないかと懸念をしてい

るところでございます。行政といたしましては、自治会と協議を重ねながら、可能な範囲

内で今後対応していきたいと考えているところでございます。

ｏ七番（猿渡久子君） 混乱を招くというのは、約束をしたことをきちんとやらないとい
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うことの方が混乱を招くわけで、地域の皆さんみんなが、この道路の問題を解決してもら

いたい、何とか改善をしてもらいたいという思いはみんな同じなわけですからね。望んで

いることは一つなわけですから。この部分的な補修がされて大変喜ばれております。本当

に長年の非常に苦労してこられた皆さん方からとても喜ばれているわけで、それを約束の

部分、約束どおりにやるということは当たり前のことですからね、ぜひ行政への信頼を損

なうことのないようにきちんとやっていただきたいと思います。

議会答弁でも、「市道と私道半々になっておりますが、その部分が段差がかなりできて

おります。その部分は、早急に市道の部分の舗装の据えつけ等はできるのかなと考えてお

りますので、その点はできる範囲でやりたいと考えております」、こういうふうな答弁も

きちんとしているわけですからね、ぜひよろしくお願いいたします。これはもう長年いろ

んな先輩の議員さんも、この議場で取り上げてこられたというふうに聞いておりますし、

いろんな形でいろんな動きがあっているのですけれども、やはりこれがきちんと通りやす

く改善されなければ、幾ら動いても何にもならないではないかということで声が上がって

います。地域の皆さんと一緒に要望に伺ったときにも、今、この地域の皆さんも高齢化が

進んでいまして、だんだん年配になりますと足も弱くなります。あんな本当にひどいでこ

ぼこの道路ですから、外出も思うにならない。電動カー、シニアカーといいますか、そう

いうものも利用したいけれども、今の状態では利用できるような状況ではないということ

で、切実な声が上がっていますので、これはもう待ったなしなのですよ、もうこれ以上は

待てない。もう本当にせっぱ詰まった状況になっていますので、実際にけがをしたという

ふうなことも現にあっているわけで、この機会にぜひ早急に解決をするように、市が積極

的に動いて対応していただきたいと思います。市民の安全を守るということは、市の大事

な仕事ですから、この責任をきちんと果たしていただきたいと思いますが、市長、いかが

ですか。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

先ほども議員さんが申されましたように、この道路につきましては、三十年来の懸案事

項でございます。半分が市道、市の所有地になっておりまして、半分が民有地となってお

ります。この問題につきましては、やはり行政と地域ぐるみで共同して解決していかなけ

ればならない事項だと思っております。現時点、地域の自治会の皆様が、そういう形で何

とかやっていきたいというような形の機運が盛り上がっているというような形を聞いてお

ります。その推移を見ながら、どうしてもその地域の方で解決できないということなれば、

行政ができる範囲で対応させていただきたいなと考えているところでございます。

ｏ七番（猿渡久子君） いや、今の、どうしても地域の方で解決できなければと、地域で

できないからこんな大きな問題になっているのであって、やはりそれは市が市民の安全を

守る、生活を守るというふうな責任がきちんとあるわけですから、そこは市がきちんと動
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いて解決のために働いていただかないと困ると思います。よろしくお願いいたします。

（発言する者あり）

それで次の問題は、子ども議会が八月十九日にありまして、そのときに取り上げられま

した問題で、通学路の問題が上がりました。大平山小学校の中原豊梧君が、溝にさくがな

いとか、横断歩道や白線が消えているところが多いとかいうふうな問題で質問をしたので

すけれども、昨年の子ども議会の中でも、大平山小学校の子どもさんの吉野内裕君が通学

路の改善の問題で質問をして、「できるところは早急に取り組みたい」というふうな答弁

をきちんとしているわけですが、また同じ通学路の問題が出てきたわけです。この点、や

はり大平山小学校に限らずどこの校区でも多々あるのではないかというふうに考えますし、

聞いておりますが、通学路に関してはやはり子どもたち、今、子どもの数が少なくなって

いる中で大事に育てていきたい子どもたちですから、早急に解決をすべきと思います。い

かがですか。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

先ほど、八月十九日に開催されました子ども市議会で、大平山小学校の六年生より提言

をいただいております。大平山校区につきましては新興住宅地でありまして、近年開発が

進みまして、交通量が大変増加しておるところでございます。道路の抜本的な歩道整備や

拡幅改良は進んでいないのが現状でございます。こうした中で大平山小学校の主要通学路

となっております市道竹の内蓮台寺線、竹の内団地から大平山小学校を経て九州横断道路

に至る道路でございますが、これが延長は千百十一メーターございます。これの舗装の打

ちかえを平成十三年度から今年度にかけまして、四年間で施行をやっていきたいというふ

うに思っておるところでございます。

あわせまして、道路の路側帯、白線ですね、車道と歩道を区切る路側帯なのですが、路

側帯の白線も新しく引きかえております。

また、昨年度に通学路でありました市道蓮台寺線というのがあります。これは玄海荘が

ありますが、玄海荘からちょっと南の方に入って行く道でございます。これは延長九十メ

ーターありますが、これの舗装の打ちかえも行っております。

さらに、子ども市議会で指摘を受けました側溝ぶたの破損箇所及びポケット舗装につき

ましては、住民の方から通報及び市職員による道路パトロールなどで発見した都度対処し

ているところでございます。

また、市内の各小・中学校の通学路の整備につきましては、毎年、各学校の先生方が実

際に校区を歩かれまして点検を実施し、教育委員会の方へ改善依頼を出しておりますのが

あります。その教育委員会が、土木課の方に要望書として提出していただいておりますの

で、この要望書をもとに危険箇所や事故防止等に効果のある施設は優先的に整備を行って

いっているところでございます。
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今後とも通学路につきましては、路面整備や事故防止の施設整備、道路パトロール等を

優先的に行いながら、児童・生徒の安全確保を図っていきたいと考えているところでござ

います。

ｏ七番（猿渡久子君） 要望にこたえてやっているというふうな答弁だったと思うのです

けれども、関係者の方にお聞きをしますと、なかなか改善されなくて、もう困っていると

いう声をお聞きします。私も回ってみましたけれども、大平山小学校の目の前の横断歩道

も、本当に薄く消えかかっているのですね。これは横断歩道かと、見てわからないような

横断歩道さえあるわけです。だから、そういう箇所を本当に早急にきちんとしていただか

ないと困りますので、よろしくお願いいたします。

では、福祉バスなどお年寄りの交通手段の確保をという問題に移ります。

これも、子ども議会の中で西小学校の加藤優志君から質問があったのですけれども、乙原

の地区の高齢者の方、ワンダーラクテンチに変わって日常の交通手段が、ケーブルカーが

使えなくなった、高齢者の交通手段の確保をすべきではないか、福祉バスなど導入できな

いのですかというふうな質問がありまして、子ども議会の中で「検討します」というふう

な答弁がありました。この乙原地区に限らず、バスの便利な地域であっても、お年寄りに

とってはバスのステップが高くて、ちょっと足が悪かったりするとステップが上れない。

大変危ないし苦労する。なかなかバスに思うように乗れずに、通院のときなどにタクシー

を利用せざるを得ない。タクシー代がかさんで、もう通院の回数を減らさないとやってい

けないとか、低所得者の方にとっては生活が圧迫されて食べるものも我慢している、そう

いう声を私も実際に伺っております。たくさんの方から、そういう声を伺ってきたわけで

す。やはり何らかの形で高齢者の方の交通手段を確保をすべきというふうに考えます。福

祉バスという方法もありますし、ただ地域が点在していたり利便性を考えると、タクシー

代の補助というふうなことができないのかというふうに思いますが、いかがでしょうか。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

七番議員さんが言われます高齢者の交通手段としてのタクシーの補助はできないのかと

いうことでございますが、市内の交通体系として総合的にかつ慎重に考えていかなければ

ならないというふうに考えております。

福祉におきましては、平成十七年度において介護保険事業計画及び老人福祉計画におい

て、七番議員さんの質問に対して参考にさせていただきたいというふうに考えております。

ｏ七番（猿渡久子君） 今後ぜひ積極的に検討していただいて、この声にこたえるべく、

よろしくお願いいたします。もう本当にお年寄りの方にとっては切実な問題ですので、い

ろんな方法が考えられるかと思いますので、どういう方法が一番いいのか、ぜひプロジェ

クトチーム的なものをつくって考えていかないと進まないのではないかなというふうに思

います。よろしくお願いいたします。
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次、リフトバスの問題に行きます。

これも、子ども議会で青山中学校の大塚健一朗君が取り上げたのですけれども、リフト

バスが、現在市内で二路線走っていると思うのですけれども、そういう中で利用者の方、

障害をお持ちの方から、前日に電話で予約をしないといけないのだけれども、それが非常

に不便で使いづらい。障害者の方はいろんな重複の障害をお持ちの方もたくさんいらっし

ゃるので、言葉がきちんとなかなかしゃべりづらいという方もたくさんいらっしゃるし、

耳、聴覚障害がある方、そういう方とかでなかなか電話をかけるのにもかけられない、そ

れが大変だという方も多いわけですね。また、何時の便で予約ということになりますと、

どこかに出かけた帰りなんかは、時間がずれたりすることも大いにあり得るわけで、そう

いうときに大変利用しづらいので敬遠しがちだという声もお聞きをしております。また、

車いす用の座席をふやすとか便をふやす、本数をふやすとか路線をふやすとかいうふうな

こともぜひしていただきたい。今ぐるっと巡回しているわけですけれども、十号線から流

川を上がって鉄輪線を通ってというふうに巡回していますが、その真ん中を通るとか、十

字に通るとかいうふうなことも要望としてありますし、その巡回している路線から遠いと

ころに私は住んでいるので、なかなか利用しづらいという声もあります。その点改善すべ

くバス会社と協議をしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

ｏ障害福祉課長（安部 強君） お答えいたします。

まず、事前予約ということでございますが、確かに前日までに予約をしてからというこ

とになっております。ただし、会社側に確認したところ、一般の乗客の利用状況、少ない

とき、これについては乗務員の判断で対応しているということであります。

それから、一台当たり二台の車いすを乗せることができるようになっております。これ

につきましても、一般の乗客の利用状況が少ないとき、それから障害者の障害の程度です

ね、車いすのスペースとしては二台分確保されているわけですが、これについては車どめ

と、それからシートベルトを装着するようになっております。三台目につきましては、車

どめについては運転手さんの方で用意しているそうですが、シートベルトについてはあり

ませんので、急停車等に対しての安全確保、これが可能であるかどうかとかいうようなこ

とを乗務員の方が判断して臨機応変に対応しているということであります。

それから、増便ということであります。現在三台の保有ということで、うち二台が運行

されておりますが、増便ということになれば、現在の三台では対応できないということを

聞いております。新規にリフトバスを導入する場合につきましては、改造費として一台当

たり約九百万円を超えるお金が必要となっております。経営等の問題もありますので、い

ろいろ難しい問題があろうかと思いますが、これについても会社の方とこういうような要

望がありましたということで話をしていきたい、そういうふうに思っております。

ｏ七番（猿渡久子君） 今、会社の方が三台持っているわけで、その三台目を何とかうま
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く活用ができないのかなという点と、やはり予約をしてないとなかなか快く乗せてもらえ

ないのだというふうな声も聞きますので、その点は、障害者の方によっては座席に移れる

方もあるでしょうし、シートベルトがなくても自分で支えられる方もいらっしゃるでしょ

うし、その辺は融通をきかせるということもぜひしていただきたいなというふうに思いま

す。

あと二分しかありませんが、若干学校給食の問題に行きたいと思います。

学校給食は、子どもの安全・健康を考えたときに、行政が責任を持って直営でやるべき

と考えますが、いかがでしょうか、答弁をお願いいたします。

ｏ教育参事（木村善行君） お答えいたします。

学校給食のあり方につきましては、学校給食運営検討委員会で御審議をいただき、建議

をいただいたところでございます。その中で、調理方式については、やはり食教育の充実

を大切にするために、小学校は単独で、中学校では共同調理場方式で実施をする、かつ直

営で行うというような御建議をいただいております。私どもも、その点につきましては、

そういう基本方針で進めたいというふうに考えておるところでございます。

しかしながら、運営面におきましては、効率的な運営あるいは経費の適正化等も御提言

をいただいておるところでございますので、私どもも昨今の経済状況あるいは財政事情等

を勘案した場合には、経費節減に努めていく必要があろうというふうに考えておるところ

でございます。

ｏ七番（猿渡久子君） 今、直営で運営するというふうな答弁がありました。ただし、効

率的な運営をというふうなことなのですけれども、この建議の中に、「学校給食に従事す

る栄養士や調理員は、食教育の充実には欠かせない重要な役割を担っていると考えてい

る」というふうにきちんと書かれてあります。調理員が、食教育の充実に欠かせない役割

なのだというならば、調理員さんが全部臨時とかいうふうなことにはならないと思います。

（発言する者あり）

ｏ議長（清成宣明君） 休憩いたします。

午前十一時五十五分 休憩

午後 一時 零分 再開

ｏ副議長（松川峰生君） 再開いたします。

ｏ五番（麻生 健君） では、すべての議員の厳しい時間に対する指摘の中で、（笑声）

一般質問をさせていただきたいと思います。

今議会に養護老人ホーム扇山の民設民営化に伴う養護老人ホーム選定委員会の報酬等の

補正予算二十八万一千円が提案されましたが、しかし、マスコミ報道等の中で、少子・高

齢化という問題が、我々の予想をはるかに越えるスピードで進んでおります。このような

現状の中で、別府市営であります養護老人ホーム扇山が廃止されて、新たに民設民営に移
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行されてしまうわけでありますが、高齢者の数がふえていく、こういった中で唯一の公営

の老人ホームが消えていってしまうわけであります。

そこで、こういう矛盾を感じながら、質問をさせていただきたいと思います。

まず初めに、市内には数多くの老人ホーム、これに類する施設があると思いますが、ど

のような老人ホームがあり、また施設の内容について、まずお伺いをしたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

別府市内には養護老人ホーム、扇山もございますが、市営一施設、社会福祉法人二施設

の三施設があります。養護老人ホームは、老人六十五歳以上の者でありまして、身体上も

しくは精神上または環境上の理由及び経済的な理由により、居宅での生活が困難な者を入

所させる施設であります。この施設の入所受け付けにつきましては高齢者福祉課で行い、

入所判定委員会で書類審査等を行った後、名簿登載順に入所者の希望施設に入所となりま

す。ほかに特別養護老人ホームがございます。社会福祉法人六施設でございます。特別養

護老人ホームは、六十五歳以上の高齢者で要介護認定の結果、要介護に該当する高齢者－

－中には特定疾病により要介護の状態になった四十歳以上の者も含みますが－－を入所さ

せ、居宅への復帰を念頭に置いて、日常生活が可能となるよう必要な便宜を提供する施設

であります。もう一つは軽費老人ホームというのがございます。社会福祉法人四施設でご

ざいます。軽費老人ホームは、低額な料金で家庭環境、住宅事情等の理由により居宅にお

いて生活することが困難な者を入所させます。日常生活上必要な便宜を供与する施設でご

ざいます。ケアハウスは、社会福祉法人二施設があります。ケアハウスは六十歳以上、夫

婦の場合どちらか一方が六十歳以上ということでございますが、かつ身体機能の低下が認

められ、または高齢等のため独立して生活するには不安が認められる者で、家族による援

助を受けることが困難な者を低額な料金で利用させる施設であります。有料老人ホームが

ございます。株式会社等を含む五施設のほかに数カ所建設されておりますが、有料老人ホ

ームは、常時十人以上の老人を入所させ、食事の提供、その他日常生活上必要な便宜を供

与することを目的とする施設であります。

以上が、別府市内の老人ホーム等の福祉施設でございます。

ｏ五番（麻生 健君） わかりました。ここに「別府市内老人ホーム一覧表」というのが

ありますが、これを見ますと、老人ホームに関しましては二十施設、それから入所の定員

が千百八十四人ということで、六十五歳以上の方々が別府市においてはもう三万人を超え

ておるという状況の中でこれだけしか、千百八十四人しか入所できないという状況の中で、

入所しなくてもよい状況の方もいらっしゃろうかと思いますけれども、施設入所人員につ

きましても、決して多くはないと私は個人的には考えております。

その中で、先ほど、八月二十四日に開催されました厚生委員会の資料を見せていただき

ますと、例えば高齢者と別府市の総人口の比較ということで、昭和五十五年と平成十六年
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四月一日現在の人口を比較してみますと、総人口において昭和五十五年については十三万

六千人を超えておった、それが十六年には十二万三千人まで落ち込んでいる。そういった

総人口が減少する中で六十五歳以上の人口が、極端に言えば倍以上になっている。六十五

歳以上の人口に限って言いますと、昭和五十五年が一万五千二十七人、平成十六年四月一

日で三万四百五十一人。もう高齢化率に至っては、一一％に対して二四・六五％である。

こういう異常な状況の中で、この二十五年間で総人口が一万五千四百二十四人減って、六

十五歳以上の高齢者人口が一万五千四百二十四人の増加という異常な逆転現象が起きてお

ります。

このような状況の中で、冒頭申し上げましたように、別府市営であります養護老人ホー

ム扇山が民設民営化に至った理由と、方針決定までの経過についてお尋ねをしたいと思い

ます。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

民設民営化の理由と方針の経過でございますが、この養護老人ホーム扇山は、昭和四十

六年四月に開設いたしております。ことしで三十三年を迎えております。この間、施設の

老朽化が進み、居住の部屋が狭い、冷房設備がない、プライバシーの保護がない、また現

行の基準を満たしていないなど、これまで数多くの指摘を受けたところでございます。

これまでの経緯でございますが、平成十二年四月から介護保険制度が施行されることに伴

いまして、これに先立ち同年一月、別府市養護老人ホーム扇山管理運営検討委員会を設置

いたしました。その中で今後の施設の改善指導・指摘をどうするのか、入所者の環境やプ

ライバシーの保護をどうするのか、また管理運営等をどうすべきか、職員等の処遇をどう

するのかなど、総合的に検討してきた次第でございます。養護老人ホーム扇山は、もう老

朽化が進んできているために建てかえを考えた場合、現在の用地では狭い状況でございま

す。平成十五年の別府市行政改革大綱に関する見直し答申では、さらに民間活力の中に具

体的な事項として養護老人ホーム扇山が上がっております。また、同年の緊急財政再生宣

言が発表されたとおり、市が建てかえを行うためには、建設費の捻出が困難な状況になっ

ておる。

このような経緯によりまして、公設を断念しまして、民設による方針となったわけでご

ざいます。民設民営後の管理運営についても、公営とのメリット、デメリットを総合的に

勘案した上で、あくまでも入所者の立場に立って、よりよい方向性として民設民営が望ま

しいと判断したものでございます。

ｏ五番（麻生 健君） 経緯についてはわかりましたが、今の答弁の中にもありましたよ

うに、私も三十年間市役所に勤務したわけですが、行政の建設する箱物について、余りに

も定期的な改修が行われない。改修することによって長持ちする。私も建設業者の方たち

とも話をする中で、例えば十年経過、二十年経過したときに、そういう時期にきちんと改
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修を行っておれば、良好な状態で施設が使えていく、長持ちすると、そういった話はよく

聞きます。これまでそういうことでちゃんと改修をしていただいておれば、老人ホームに

ついても、老朽化による民間委託というのも防げたのではないかと一面考えられると思い

ます。とは言いましても、もう方針が民設民営化ということでございますので、しかし、

新しい施設が完成するまで現入居者を、今言われましたように、基準を満たしてないよう

な環境の中で放置してよいということにはならないと思います。施設の改修について申し

上げれば、あれもしてほしい、あれもやったらいいということはあろうかと思いますが、

老人ホームの現の職員の話を聞く中で、昨年、ことしと不順な天候の中でよく大きな病人

も出さなくてこれたなという話を聞きました。

そこで、今申し上げましたように現施設・設備の改修についてどのようにお考えか、お

聞きをしたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

扇山老人ホームにつきましては老朽化が進んでいる、これは認識いたしております。設

備につきましては、どういうものが改修できるか、またどういう程度のものができるかな

ど、課内で十分検討していきたいというふうに考えております。

ｏ五番（麻生 健君） 一般的に考えれば、近く廃止するという施設の改修、これを今ご

ろするのはむだではないかという考え方も確かにあろうかと思います。しかし、先ほど申

し上げましたように、逆に言えばもっと早く改修を施しておれば、このような状況も、こ

のような議論もしなくて済んだのではないかと思います。仮に改修をしていただけるので

あれば、今後二年間という限られた時間の中ではありますけれども、入所者のことを思え

ば、できるだけ早い対応をしていただきたいと思います。

それでは、入所者のことについて触れましたので、現入居者に対する措置やサービスの

維持について、お聞きしたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

入所者に対するサービス、維持という形でございますが、民間に移管された場合、現在

の入所者については、そのまま新設の養護老人ホームに移管されます。また、移管等に当

たっては、事前に家族等に対しまして通知を行いまして、説明会を開催することを予定し

ております。また、民営化により入所基準が厳しくなるのではないかというふうに思われ

ますが、従来どおり入所判定委員会の判定を得た上で、待機者名簿登載順の入所となりま

す。措置費等の費用につきましては、老人福祉法第十一条等によりまして、民営であろう

と公営であろうと、公費で支弁しますので、何ら変わりはないと考えております。運営方

針等につきましては、移管する新設法人に今まで実施してきた行事なども伝えていき、入

所者がこれまでと変わりない環境づくりをお願いしたいと考えております。

さらに、新たな施設で働く者の労働条件等及び入所者のサービスの低下につながること
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のないように配慮していただくようお願いしていきたいというふうに考えております。

ｏ五番（麻生 健君） 今言われたように、民営化されても法律により措置やサービスに

ついて何ら変更はないということでありますので、くれぐれも新しく受託される法人につ

きまして、こういったことを遵守していただくように重ねてお願いを申し上げまして、次

の質問をしたいと思います。

それでは新設法人、新しい民間経営者に委託していくわけでございますけれども、その

選定についてどのような方法で、どのような方たちが選定をしていくのか、お聞きをした

いと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

民設民営での方針ということから、新設法人の選定につきましては、市報による公募制

とし、参加資格については、社会福祉事業法の定めるところにより設立された法人であり

ます。その応募された法人の選定につきましては、学識経験者等の十名以内で構成する、

仮称でございますが、養護老人ホーム選定委員会を設置し、中立の立場から選定してもら

うようお願いしたいというふうに考えております。

ｏ五番（麻生 健君） 今のお答えの中にありましたけれども、社会福祉事業法に定めら

れた法人に限定するということでありましたが、その法律に定められた社会福祉法人とい

うのはどういったものか、教えていただきたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

社会福祉法第一条に、「この法律は、社会福祉を目的とする事業の全分野における共通

的基本事項を定め、社会福祉を目的とする他の法律と相まって福祉サービスの利用者の利

益の保護及び地域における社会福祉の推進を図るとともに、社会福祉事業の公明かつ適正

な実施の確保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図り、もって社会福祉の増進

に資することを目的とする」と。これは第一条で目的でございますが、第二条に定義があ

りまして、この法律において社会福祉事業とは、第一種社会福祉事業及び第二種社会福祉

事業が述べられております。第一種社会福祉事業といいますのが、「公共性の特に高い事

業であり、その社会福祉事業の対象となるものは、おおむね社会的弱者というべきもので

あって、その人格の尊重に重大な関係を持つ事業である。すなわち人を収容して生活の大

部分をその中で営ませる施設を経営する事業を主としている」ということになっておりま

す。第二種は、今第一種で述べましたように、「その事業が行われることが社会福祉の増

進に貢献するものであって、これに伴う弊害のおそれのない、比較的少ないものである」

というふうにうたわれております。

ｏ五番（麻生 健君） 委託に当たって、今のお答えにありましたように、社会福祉法人

という第一種、第二種ということでありますけれども、非常に社会的に重い責任を追わさ

れた、社会福祉法人に限定して管理運営をお任せするわけでありますから、受託者が決ま

－２８－



った場合、十二分に協議をしていただいて、今後の老人ホーム運営をしていただくように

お願いをしておきたいと思います。

次に、現在入所を待っておられる方、初日の議案質疑の中で十四番議員が質問した中で、

八月末現在で七十一人という待機者がおられるということでありましたけれども、そうい

った方々に対しての高齢者福祉課の今後の対応について、お聞きをしたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

養護老人ホームの入所申請時に、本人もしくは御家族が高齢者福祉課へ来られたときに、

精神状態とか身体状況等の聞き取りを行っております。在宅介護支援センターを通じての

申し込みにつきましては、同様に聞き取りを行っているところでございます。養護老人ホ

ームは、ある程度自分で自分のことができる方が対象となりますので、介護保険の要介護

度も参考にさせていただいておる次第でございます。現在、養護三施設については、定員

どおりの入所人員となっておりますが、入所までの待機期間においては、議員さんもおっ

しゃるとおり七十一名でございますが、民生委員と連携を図りながら実施いたしておりま

す。年一回のひとり暮らしの訪問調査を通じて、また老人クラブによる友愛訪問を通じて

現状を把握している状況でございます。また、本人、家族、医療機関、在宅介護支援セン

ターと連絡をとりながら現状把握に努めておるところでございます。

今後につきましても、議員さんの御質問にありますように、さらに各方面と連絡を密に

とりながら入所待機者の現状把握に努めてまいりたいという所存でございます。

ｏ五番（麻生 健君） ぜひ、そのようにお願いしたいと思います。といいますのも、待

機者が七十一人ということでありますけれども、やはり欠員が出ない限り入れないわけで

ありますから、待機者は自分の番がいつ来るのかいつ来るのかという状況で待っているわ

けです。ですから、できる限り安心して待機できるように、今言われましたように情報交

換とか、逆に高齢者福祉課の方から、今何番ですよとか、そういった情報提供を含めてや

はり安心して待っていただけるように、その点につきましても、ぜひよろしくお願いをし

ておきます。

次に、民設民営化ということでありますけれども、現在、老人ホーム扇山に働いておる

職員、正規職員、嘱託職員含めて十八名ですか、いらっしゃるわけでございますので、そ

ういったすべての職員の処遇と今後の配置についてどのようにお考えか、お聞きをしたい

と思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

正職員－－市の職員でございますが－－処遇等につきましては、今までの経験や資格を

生かせる職場が望ましいと考えておる次第でございます。このことにつきましては、今後、

職員労働組合、職員課を－－担当課でございますけれども、関係所管課でございますけれ

ども－－交えて協議をしていきたいと考えておる次第でございます。

－２９－



また、嘱託職員等につきましては、本人の希望を聞きながら、移管先の新設法人にお願

いしていきたいというふうに考えておる次第でございます。

ｏ五番（麻生 健君） 正規職員については、本人の希望を十分聞き、特に専門職の方に

ついては、老人ホームしか経験がないという方もいらっしゃるわけでございますので、や

はりその間の経験や資格を生かせる職場への配置転換を、ぜひしていただきたいというふ

うに考えるところであります。

嘱託職員の処遇についても触れましたが、特にお年寄りは、親しい人、よくしてくれる

人にはやはり心を開きます。しかし、一度その対応を誤ると、やっぱり自分自身の心を閉

ざしてしまうということがあるわけで、やはり今までずっと親しくして家族同様のつき合

いをしてきたという方たちばかりでありますので、そういうことでありますから、現在働

いておられる嘱託職員の方についても、新設の施設の受託法人について十分現況を説明し

ていただいて、入所者たちが、もう全く今までと変わってしまう状況の中で、建物はそれ

は確かに新しくなりますから、十分快適な環境の中で暮らせるとは思います。しかし、そ

ういった人の心が通い合う老人ホーム運営を心がけていただくように、ぜひとも配慮をお

願いしておきたいと思います。

きのうは保育行政、それからきょうは老人ホーム、高齢者の福祉の運営ということで質

問をさせていただいておりますけれども、それでは最後に、別府市としまして、きょう、

私は老人ホームに限って質問をさせていただいておりますので、老人福祉行政につきまし

てどのようにお考え、どのようにしていきたいというふうにお考えになっているのか、お

聞きをしたいと思います。

ｏ高齢者福祉課長（安部和男君） お答えいたします。

近年、少子・高齢化社会を迎えておるということは、もう周知のことでございます。別

府市も平成十六年四月現在で二四・六五％高齢化率でございます。二五％を超えますと

「超高齢社会」というふうにうたわれております。別府市も間近というふうな感じでおり

ますけれども、四人に一人が高齢者となっているのが現状であります。このように高齢者

が総体的にも絶対的にも増加する中で、行政需要はますます高まるばかりでございます。

これからの福祉行政を考えますと、別府市の財政問題等もございますので、民間でできる

ことは民間でお願いして、行政が行うべきことははっきりすみ分けをしなければならない

というふうには考えておる次第でございます。ハード面においては、ここ数年、最新の設

備や工夫がなされた福祉施設の建設が、民間の活力によって行われておるところでござい

ます。これら施設の運営も民間の専門知識を生かしていくべきだと考えておる次第でござ

います。

一方、行政においては、今後力を入れていく分野はソフト面として、高齢者がいつまで

も元気で生き生きと過ごしていただくために健康の維持、すなわち介護予防、現在も行わ

－３０－



れております高齢者の体力づくりというようなものがありますけれども、在宅での生活支

援の充実を図っていきたいというふうに考えておる次第でございます。平成十六年度より、

先ほども述べましたように新規事業といたしまして、高齢者の健康体力づくり事業を実施

することによりまして、介護予防の観点から、いつまでも元気な高齢者を目指した事業を

考えていきたいというふうに考えている次第でございます。

ｏ五番（麻生 健君） 今言われたわけなのですが、建物であるとか、特に財政的な面、

そういった無機質なものばかりに対する考え方でなくて、今、課長が言われたように、例

えば自分の親だったらどうする、あるいは、「墓に布団は着せられぬ」という言葉もあり

ますけれども、あのときこうしておけばよかったというようなことの話もよく聞きます。

ぜひ相手の立場に立って福祉行政運営をしていただきたいと思います。

最後に、きのうの一番議員の質問に厳しい指摘がありましたように、高齢者と子どもさ

んという違いはありますが、特に今後、管理運営をお任せする社会福祉法人の選定に当た

りまして、二度と同じような過ちを繰り返さない。契約を解除せよというような厳しい指

摘もありました。そういうことが決して起こらないように、お願いをしておきたいと思い

ます。そして、現在の老人ホーム扇山の中には、入所しておられる方の中に法律のはざま

の中で、やむなく扇山に入所しておられるという方もおられると思います。そこで、今後、

民間移管されていくということになるわけでありますけれども、そういう方たちに対しま

しても、やはり現在と変わらぬ扱いをしていただくように（「現在以上」と呼ぶ者あり）、

では、現在以上にしていただくようにお願いを申し上げまして、私の質問を終わりたいと

思います。丁寧な答弁をいただいたために多少時間をオーバーしたことをおわび申し上げ

まして、（笑声）終わらせていただきます。ありがとうございました。

ｏ二十五番（岩男三男君） 青少年健全育成ということで通告をいたしております。市長

を初め教育長、我が党の公明党の市原議員が強く要望しました防犯ブザーを配布していた

だきまして、二学期の初め、九月三日には南小学校の三年生をマスコミ、議員も見学して

いいですよということで、私ども四名も見学をさせていただきまして、先生方が子どもた

ちを守るために、本当に防犯ブザーだけではなくして通学、あるいは自宅での子どもたち

の健全育成に対して心を砕いている模様をつぶさに見させていただきました。防犯ブザー

の使用方法も懇切丁寧に教えていただきまして、こうしたブザーが使われることがないの

が一番だと先生もおっしゃっていましたけれども、我々議会としましても、私自身としま

しても、防犯ブザーが使われることのないように、健全で安心なまちづくり、これにさら

に取り組んでいただきたいし、特にまた、こうしたブザーを子どもたちに静かに手渡した

だけではだめだと、我が公明党の原団長が教育委員会に申し入れをしまして、マスコミに

も広く知らせたらどうかということで、防犯ブザーのそうした使用方法等も新聞紙上でも、

テレビを私は見ていませんけれども、報道していただきまして、多くの市民が、子どもた

－３１－



ちが防犯ブザーを持っているのだなということを認識してもらったと思いますが、さらに

これに対しても一回で終わることなく、そうした徹底というものをしていただきたい。

また、さきの議会で公用車に「防犯パトロール中」、こうしたものを張って常に変質者

や、あるいは不心得者から子どもたちを守るために張って走ってはどうかという提案をし

ましたところ、「防犯パトロール中」というステッカーをつくっていただきまして公用車

に張っていただいたということで、大変ありがたく思っていますけれども、まず、防犯ブ

ザーは何個配ったのか、また「パトロール中」のこうしたシールは、何枚つくって、どの

ように活用しているのか、簡潔に答弁をお願いいたします。

ｏ教育委員会次長（杉田 浩君） お答えいたします。

御質問の「防犯パトロール中」のステッカーは、百枚を公用車の左右に装備させていた

だきました。また、携帯用防犯ブザーは、この二学期の初めの一週間ですべての子どもた

ちへお渡しするよう校長にお願いしているところでございます。総数は一万五百個でござ

います。

ｏ二十五番（岩男三男君） 市長、教育長、大変ありがとうございました。

さて、そうした中で、これはある市民から私のもとに相談が来ました。別府市の市内の

認可保育園で花火を上げる、夏に。その花火が、周辺の家に花火を打ち上げた燃えかすが

落ちてきて困る。こういうことで保育園に中止を申し入れたけれども、何年たっても続け

て、子どもたちが喜ぶからということで、大変に困ってこの市民の方が保育園に強く要請

したけれども、全く聞き入れない。そのあげく、子どもが新車を買って自分の庭にとめて

いたところ、この花火の燃えかすが、この燃えかすがここにあるのですけれども、（提

示）これ、一軒の家です。その周辺にも燃えかすがいっぱい。この車の修理代が四万円か

かった。この保育園に厳重抗議しましたところ、「修理代出せばいいのだろうが」と、あ

るいは「来年からシートをかけてくれ」。全く非常識きわまりない。ここにその花火の残

骸の写真も私のもとに届いております。担当課長にはお見せしましたけれども、このよう

なことがあっていいのかということで、まず児童家庭課の担当課長に連絡しましたところ、

「厳重注意はします、しかし、法的な根拠がない」。

そこで消防長。消防に電話しましたところ、「消防の管轄するところは大型の花火、そ

ういうものは私どもの管轄ですけれども、やはりおもちゃについては私どもの管轄ではあ

りません」、「しからば、これが火事にならなければ、あなた方は動かないのか」、こう

言いましたけれども、「条例上、何らありません」。

そこで、環境安全課に御相談申し上げましたところ、ここでも「そうした条例がありま

せん」。何をもってここを注意するのかということで、担当者に厳しく言いましたけれど

も、同様にこれらに対する注意をする別府市の条例も法律もありません。何たることだと

いうことで、厳しく注意しましたところ、環境安全課の重量挙げというのですか、有名な
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渡辺課長補佐ですか、課長補佐でいいのですか、係長ですか。（「主査」と呼ぶ者あり）

主査。主査が、倉敷市の花火条例なるものを私に提示して、「議員さん、こうしたものを

つくっているところもありますよ」ということで示してくれました。

そこで別府市においては、倉敷市の場合はほとんどが海岸とか市道とか公園とか、公共

用地内ですけれども、そうしたきちっとした条例なりを制定することが一つ。それから、

条例があろうとなかろうと、環境保全課そして児童家庭課、そして消防。私のところは玩

具しか知りませんとか、そんなことを－－消防長－－言わずに、この保育園の隣には空き

家もあるのです。周辺の人たちがみんな音、そしてこの芝生に－－まだ消防長は見てない

でしょうけれども、差し上げますけれども－－この花火の燃えかすが落ちている。「ガレ

ージにはタキロンのビニール系統の屋根がある。いつ火事が起こるかわからんから、やめ

てくれませんか」と言ってもやめない。あえて保育園の名前は申しませんけれども、それ

ぞれにおいてきちっとした指導と、そしてもう一つ、条例もこの際制定してもらいたいと

思いますが、いかがでしょうか。簡潔に答弁をお願いします。

ｏ児童家庭課長（石井和昭君） お答えいたします。

御指摘の住宅地域での打ち上げ花火の是非につきましては、近隣住民の方や保育所での

事実関係を聞き取りを行いまして、適切な指導をしてまいりたいというふうに考えており

ます。

ｏ環境安全課長（宮津健一君） お答えをいたします。

議員がおっしゃいました倉敷市、明石市、また島根県の大社町などの花火規制条例でご

ざいますが、これは公共の場所、いわゆる浜辺や公園などの特定の場所で、しかも夜間、

この夜間というのは時間を設定しております。十時から夜明けまでということで、いわゆ

る真夜中といいますか、その時間帯に花火をする若者グループが起こすいわゆる花火公害

を規制するような条例でございます。そういうことでございますので、今の規制があるよ

うな住宅地での花火行為を規制する条例につきましては、関係機関等と協議しながら今後

の課題とさせていただきます。

ｏ消防長（加藤隆久君） お答えをさせていただきます。

現行の条例では、今、議員の御指摘がございましたように、玩具用花火を除く打ち上げ、

または仕掛け花火につきましては、消防長の許可を得なければならないというふうになっ

ております。そこで、私どもといたしましては、他市の消防本部とも十分連絡をとって協

議をしていきたい、このように思っております。

ｏ二十五番（岩男三男君） 消防長、他市ではないのです。すでに被害が、車に四万円も

修理代を払う。車がやけどしたのですよ。車がやけどしている。火がついたら、隣に空き

家がある。その他木造住宅が周囲にいっぱいあるところで、これらに対して「他市を調べ

る」とは何事ですか。消防本部も一緒にできましたら行って、この園に周辺に迷惑をかけ
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ないようにぜひ協力を呼びかけていただきたい。石井課長が代表して厳重注意をするとい

うことでしたけれども、それまで、ぜひそうした条例についても、市長、考えてほしい、

そのように思います。

次に行きます。この点については、どうぞよろしく、この住民の方々が音やそうした火

災の心配をしないように、今後こうしたことがないように注意をしておきます。協力をお

願いします。

さて、大平山校区に対する取り組みについては、後に回しまして、朝日出張所について。

この朝日出張所につきましては、私も今まで、カウンターを切って車いすが回れるように

ということで、いろんな形でこの朝日出張所あるいは亀川出張所のリニューアルについて

も何度か質問してまいりました。最近行きましたところ、今まで階段しかなかったところ

にスロープができまして、高齢者や障害者の方が、「いいことしてくれたな」。大変喜ん

でおります。これは聞くところによると、担当、後藤課長の発案によってスロープができ

ております。非常に利用する市民の方から感謝の声が上がっておりますけれども、どうし

たいきさつでこういうことになったのか。

そしてまた、市長、これはあなたも地元ですけれども、もうあんな古い亀川、朝日の出

張所みたいなぼろの出張所はありません。農協と何かをするのかもわかりませんけれども、

せめて南部の出張所と朝日の出張所を比べたら、天地の差ですよ。これらに対してぜひ改

善、リニューアルするのか、建てかえるのか。そこら辺も早期に取り組んでいただきたい。

担当課長、せっかくおいでですので、答弁をお願いします。

ｏ朝日出張所長（後藤 督君） これまで、カウンターの改良、車いす用のトイレ等を改

良をいたしましたが、今回、総務課の御協力により、玄関の車いす用のスロープの勾配改

良を行うことができました。今後とも、市民の目線に立って利用しやすい出張所になるよ

う、順次改良すべき点は改良してまいりたいと思っております。

ｏ二十五番（岩男三男君） もう一人ある。

ｏ生活環境部長（高橋 徹君） 出張所の施設でございますが、議員さんが御指摘のとお

り、朝日出張所の建物につきましては、かなりの年数を経過し老朽化しております。現在、

通常の維持管理につきましては、総務課の御協力をいただきながら改良を行っているとこ

ろでございますが、改修が必要な施設でもございますので、財産管理面と今後の利用計画

を十分検討しながら、担当課と整備計画に乗るように協議してまいりたいと考えておりま

す。

ｏ二十五番（岩男三男君） 前向きにとれる答弁なのか何かよくわからないのですけれど

も、ぜひ利用する市民、そうした方々も「本当にいいな」と言っております。市長が一番

……、もう隣保班みたいなものですから、一番よくわかっていることですから、ぜひよろ

しくお願いいたします。
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さて、そうした中で、今春、大観山に湯けむり展望台が完成し、アクセス道路の整備と

して交通安全施設等整備事業の進捗状況、これについては今までも何度か質問してまいり

ましたけれども、担当課長、いらっしゃいますか。

貴船城の下、それから九州横断道路から平田方面に抜けるこの道。これは非常に、特に

九州横断道路から平田方面に抜ける道、これは大変悪いのですけれども、これは改良する

ということで、安全対策事業ですか、そうしたものに乗せてやる。また、鉄輪の道路もそ

うした補助事業に乗せてやるということで進めておりましたけれども、まずはこの湯けむ

り展望台に至る二カ所の道路について、貴船城の下、鉄輪から亀川に至る道、そして九州

横断道路から平田方面に至る道、これの進捗状況、今後の見通しについて答弁してくださ

い。

ｏ土木課長（松本 正君） お答えいたします。

湯けむり展望台のアクセス道路でございますが、まず県道別府山香線からのアクセスと

して貴船城の下、市道妙診鉄輪線と、横断道路からはオートバックス横の市道天神鉄輪平

田線の二路線がございます。これらの路線に対する整備計画でございますが、今年度の当

初予定といたしましては、先ほど申し上げました二路線と鉄輪地区のメインストリートで

あります市道鉄輪湯の川線及び向原三号線、通称いでゆ坂、みゆき坂を含めた三路線を鉄

輪地区一括の補助事業である交通安全施設等整備事業で整備する予定でありました。しか

しながら、いでゆ坂、みゆき坂につきましては、鉄輪地区道路整備期成会を通じ地元説明

を沿線自治会で行い、さらには期成会によるアンケート調査を実施いたしましたが、交通

安全施設等整備事業の採択基準であります歩道の設置に伴い車道幅員が狭くなることから、

一方通行にならざるを得ず、この一方通行規制について地区全体の合意が得られず、取り

まとめは困難であるとの回答を期成会よりいただいたことから、いでゆ坂、みゆき坂につ

きましては、他の補助事業制度での整備手法を検討しているところでございます。

御質問の御趣旨であります湯けむり展望台のアクセス道路である市道妙診鉄輪線につきま

しては、平成十八年度完成を目指し、今年度用地買収を行い、来年度から工事着手をした

いと考えております。さらに、市道天神町鉄輪平田線につきましては、今年度測量設計を

行い、一部用地を買収し、来年度残りの用地買収及び工事完了を予定しているところでご

ざいます。

ｏ二十五番（岩男三男君） ありがとうございます。どちらとも工事の見通し、地権者と

の合意もできているようですので、市民の方々も、あの地域は非常に車を運転する、また

歩行者も「怖い」という声が聞こえてきておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。

さて、そうした中で、別府市にはまちづくり推進室というのがありますけれども、国の方

でまちづくり交付金、こういうことで各地が非常にユニークな取り組みをしております。

これは、私どもの公明新聞に掲載されたものですけれども、富山市では路面電車、また柳
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川市では掘割やひな祭り、、各地で非常にユニークなこの取り組みをしております。この

まちづくり交付金については、他の事業と違いまして、何らの規制もなく、今後の取り組

みにおいては、公共事業だけでなくても、民間で行う事業にも補助金を出そうかと、この

ような非常に利用価値が高いというか、利用しやすいまちづくり交付金、これをいち早く、

さすがに別府市の職員の皆さんは着目されまして、ここに鉄輪のまちづくりということで、

温泉そしてまた道路、こうしたものを改良しようということで取り組んでおられるようで

すけれども、さきの議会でも、鉄輪地域の非常に多くの温泉館や側溝等が入っている。あ

そこの道路を改良するといっても、石張りにしても、カラー舗装にしても、大変。しかし

ながら、あの路地の方々も「何とかしてほしい」という多くの声が、市長のもとにも届い

ていると思います。また、二十四番議員からは、「あの鉄輪の下の方の旧マルショクの跡

地を鉄輪地域の駐車場に」。確かにこれらの地域の方々は、バスで来られてもバスをとめ

る場所がない。非常に鉄輪地域の方は、乗用車もそうですけれども、これらも含めてまち

づくり事業として地元と合意を得ながら推進をしていただきたいと思いますけれども、こ

の事業の補助金、これらに対して地元と何らかの検討をすでに始めているのかどうか、こ

れからするのか。早くしないと、すでにこの事業は、まちづくり交付金の事業は今年度か

ら始まっているわけですけれども、もう一年。もう少し情報を早くキャッチしていたら、

ことしできたわけです。だから年内にすべての計画ができないと次の事業展開ができなく

なりますが、担当課としては、この鉄輪地域の蒸し湯でしたかね、蒸し湯、移転を含めて

用地ももうすでに先行取得しているようでありますので、この補助事業に乗っけるために

一日も早く地元との話し合いを進めながら進展をしていただきたいと思いますが、今のと

ころの取り組み状況をお願いします。

ｏ建設部長（金澤 晋君） お答えいたします。

鉄輪地区におきましてのまちづくり交付金用の活用方法という形でございますが、まず、

このまちづくり交付金につきましては、都市再生特別措置法を根拠法といたしました法律

でございまして、平成十六年に新たに併設された事業でございます。この法律によりまし

て、市町村が地域の特性を生かしたまちづくりの目標を設定いたしまして、その目標を実

現するために必要な幅広い施設等を対象に各種の事業を位置づけして都市の再生整備計画

を策定いたしまして、計画が終了いたしましたならば、達成状況を事後評価する制度でご

ざいます。別府市におきましては、先ほど申し上げましたように、鉄輪にありますみゆき

坂、いでゆ坂を交通安全施設等整備事業で実施するように計画しておりましたが、採択基

準であります一方通行の地元合意が得られなかったということで、このまちづくり交付金

制度を採用して整備をやっていこうと考えているところでございます。

まず、このまちづくり交付金におきまして目的でございますが、地域の歴史・文化・自

然環境等の特性を生かした個性あふれるまちづくりを実施し、都市の再生を効率的に推進
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することによりまして、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図ること

を目的といたしました制度でございまして、特に対象地区であります鉄輪地区におきまし

ては、当該地区は別府八湯の一つとして古くから湯治場として栄え、現在も湯けむりが立

ち上がる湯治場として最も雰囲気の残る地区でございます。これまでも修学旅行生や老人

の方々の団体の宿泊地として多くの観光客の方に親しまれ利用されてまいりました。近年、

交通事情の変化によりまして、住民の高齢化やまちの魅力の弱さなどから観光客が減少し、

将来に対する危機感が生じて、地元の方も一生懸命頑張っているところでございます。別

府市総合計画におきましても、温泉を核とした温泉施設の環境整備を図りながら、温泉情

緒あるまちづくりを図ることがうたわれておりますので、この目標を本地区に設定してい

きたいと考えているところでございます。

ｏ二十五番（岩男三男君） ちょっと急がないと、スローテンポでは、今言いましたよう

にできない部分がありますので、ぜひ早い機会に地元とのテーブルに着いて、そしてこれ

を推進していただきたい。道路の改善につきましては、さきの議会でも触れましたけれど

も、小学校の前にグリーンのカラー舗装をしています。これがグリーンの一色のみではな

くして、例えば市松模様とか非常にいろんな、何といいますか温泉管とか、あるいは側溝

とか非常に工事が難航するような場所ですので、またしゅっちゅう工事をする場所ですか

ら、後、復元しやすい薄表舗装、薄いカラー舗装で市松模様なり、こうしたことを地元に

説明しながらやっていったらいかがかな、このように思います。

さて、そうした中で、いろいろ質問通告をしているのですけれども、ちょっと飛ばしま

して、別府の観光戦略会議と楠港埋立地進出計画、この件について若干質問してまいりた

いと思います。

市長ぜひ、私はいろんな角度から質問しますけれども、市長の思いをきょうは述べてい

ただきたい。私も市民も市長も、この中心市街地、駅前通りから商店街が、浴衣にげた履

きでにぎわうまちづくり、そしてまた海岸線も今後整備されるであろうあの海岸線に砂湯

もでき、テトラポットが消えて自然の海岸線ができたときに、ここに若者やあるいは観光

客、多くの人たちがにぎわうまち、これは等しく市民も市長も願っていることです。しか

しながら、今のあの楠銀天街、やよい銀天街、流川からかつては向こうが見えない。観光

客で、あるいは地元の人でごった返していたところが、今では人通りが少なく、流川から

駅前が見渡せる。あるいは駅の高架線の下の北名店街にしても、非常に一時は栄えたのに、

どんどん少なくなっている。こうした寂しく静かなまち、これはもう見るにたえない。シ

ャッターの閉まったそうした商店街。ここに一石を投じなければならないという思いで、

市長が、埋立地跡に何らかの形でこの別府市の活性化のために取り組もう。こういうこと

で選定プロジェクトを立ち上げて、そして選定委員会を設置して五社のそれぞれの意見を

聞きながら、最終的に選定委員会が株式会社イズミを選定した。「ゆめタウン別府」とい
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う名称ということですので、株式会社イズミと隣の人が、「私の名前を呼び捨てするな」

とか時々言うので、「ゆめタウン別府」という名称で質問をさせていただきたいと思うの

ですが、この「ゆめタウン別府」、これは戦略会議とどのように整合性があるのか。この

戦略会議の方々のすばらしい発想、先般、市役所のレセプションホールで公開討論会が行

われまして、私も傍聴させてもらいましたけれども、この戦略会議の中では「ゆめタウン

別 府」楠港埋立地の部分は除外して討論をしてもらっているのか。ここも含めて別府市

の将来展望を議論してもらったのか。本来は、私はこの戦略の結論が出た後にというのが

妥当ではないかと思うのですけれども、そこのところはいかがでございましょうか。

ｏ観光課長（溝口広海君） お答えをいたします。

楠港跡地につきましては、答申がなされた場合は、可能なものに対しては検討していく

ことになるというふうに考えております。

ｏ二十五番（岩男三男君） あなた、木で鼻をくくったような答弁をすると、私も冷静に

質問したいと思っているのだけれども、ちょっと……ね。もう少し親切な答弁をされてく

れないのかと思う。

具体的に何点か事務担当に聞いた上で市長にお尋ねしますけれども、この「ゆめタウン

別府」の一年間の集客を八百万人と見込んでいる、こういうことですけれども、この八百

万人のまず根拠は何ですか。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

株式会社イズミの別府の楠港での進出計画によりますと、年間八百万人というような集

客を見込んでおります。この数字は、あくまでも株式会社イズミの予測でございますけれ

ども、近くの中津店の実績を見てみますと、十三年度が五百十九万人、十四年度が五百十

二万人、平成十五年度が五百八万人となっておりまして、中津と、そして別府市の周辺の

人口規模から想定しまして八百万人というふうに想定しているというふうに聞いておりま

す。

ｏ二十五番（岩男三男君） 続いて、この三年間の売り上げ、中津店の売り上げ状況はど

のようになっているのか。一人当たりの購買額はどれぐらいになっているのか、お示しく

ださい。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

イズミの中津店の売り上げでございますが、平成十三年度が百三億三千万円、平成十四

年度につきましては百一億六千万円、平成十五年度につきましては百億三千万円となって

おりまして、入場者数五百万人ということでこれを考えてみますと、一人当たりの入場者

が二千円を消費するという感じになっております。

ｏ二十五番（岩男三男君） これらの業者と選定委員のメンバー構成とか、それらについ

てはさきの議会で触れました。今議会でも何人かの方が触れましたけれども、職員の皆さ
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んが五名選定委員になっておりますけれども、観光経済部長、この埋立地はまさに観光戦

略会議の中では別府のへそである、あるいは港が文化の発祥地である、このように言われ

ておりますけれども、この「ゆめタウン別府」、これが実現したときに果たしてそうした

海の文化、港の文化を取り入れた観光客が来るような施設ができるのかどうか。この業者

との質疑応答もあったと思うのですけれども、あなたは、そうした市民や、あるいは観光

客に誇れる観光施設ができる、このように確信をされていますか。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） お答えいたします。

先ほど、戦略会議と選定会議の件を言われました。これは独立して全然別の委員会でご

ざいますが、御提言と御答申をいただきまして、取り入れられるものがあれば九月末に答

申と聞いておりますので、これからイズミと協議していく中で協議していきたいと考えて

おります。

ただいまの御質問でございます。楠港が港文化という別府の発祥の地であります。私も

あそこで－－個人的ですけれども－－生まれ育った者でございます。小っちゃいときから

見ていますので、そういう港文化である。それに「ゆめタウン」が合うかどうかというこ

とでございます。それで今、プレゼンもお聞きして、三度お聞きしております。いかにア

ミューズメントの広場が充実できるか、それを見まして、海を生かしたレストランや、そ

ういう空間が充実できれば観光の一つになるのではないかと思っております。また、物販

につきましても、他のスーパーにないようなインドアショップとかナイキとか、そういう

ほかにないようなブランド物が来れば、観光の一助になるのではないかと考えております。

ｏ二十五番（岩男三男君） 全く説得力がないね。別府駅におりて「ゆめタウン」に行っ

てみよう、「ゆめタウン別府」というのができた、行ってみよう。そうした夢、もう少し

語られていいのではないかと思うのです。

総務部長、総務部長でいいのですか、企画財政は、収入役でもいいですけれども、収入

役。この地域を賃貸にするか、あるいは売却にするか、このような議論はこれから詰める

ということですけれども、一番地元民を含めて恐れているのは、もしかしてあの地が失敗

したときにホテルなどに転業するのではないか、あるいは賃貸にしたときに建物だけ残っ

て処分に困るのではないか、このような心配もあるわけですけれども、こうしたものに対

して、売却にしろあるいは賃貸にしても、特約条項ということは考えているのですか。ど

のようにお考えですか。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） お答えいたします。

これから協議ですので、売却か賃貸か、まだ決定をしておりません。もちろん特約事項

は乗せる予定にはしております。

ｏ二十五番（岩男三男君） 今よくわからなかったのですけれどもね。すべてこれから、

質問することは、すべてこれから。きのうの交通体系のことについて、我が党の市原議員
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が質問したのに対しても「警察と相談します」。建設部長、あなたはそうした駐車場対策

とか、そういうものをあなたが、こうなりますよと議会に対して、我々に対して説得でき

るようなそうした質疑応答がなされて、我々を説得する材料がなければならないのではな

いですか。最も心配する交通問題。漏れ聞くところによると、この皆さん方からいただい

た資料の中にも陸橋がかけられております。どうなっているのかな。これは予測の範囲な

のですけれども、大分市の方から来たときは、左に曲がってあの商工会議所、あの建物も

この株式会社イズミが買い取って、さらに上に駐車場があるあそこも買い取って左側に駐

車場をつくって、そして陸橋で渡れるようにする。こうしたことも煮詰まっているのです

か。その点はいかがですか。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

私ども、この株式会社イズミとの今回の選定委員会の選定結果については、プレゼンテ

ーションを聞いただけでございまして、プレゼンテーションの中で判断いたしておるとこ

ろでございます。したがいまして、その詳しい内容については、まだイズミの方と協議を

いたしておりません。プレゼンテーションの中には、確かに横断歩道橋も交通対策の上か

ら考えていきたい、これは自前でやりたいというようなことで、図面の上の商工会議所の

前あたりに絵をかいておりましたが、商工会議所と一体となった図面でもございませんし、

詳しい内容については、まだ私ども、先日選定結果をいただきまして、それ以降のこの詰

めた話がまだできておりません。詳細については、イズミの方からもっと詳しい図面など

が上がってきて詰めていきたい、このように考えております。議会の皆様方に詳しい御説

明、また御回答が得られなくて大変申しわけなく思っておりますが、何分にも八月の末に

選定結果が出たというところで、それ以上の話はまだできておりませんので、御理解を賜

りたいと存じております。

ｏ二十五番（岩男三男君） 全く説得力がないですよね。そうした中で選考委員である商

工会議所の方が、将来商工会議所の建物として寄附するということで、用地の建物の買い

取りをなされて、覚書なるものが新聞紙上でも発表されましたけれども、この選考委員会

に任命されて選考委員である方々が、受け取りようによれば、ここで利益を得るような行

為をしているのではないかという、多くの市民が不審を抱くような行為。これに対して、

きのうの助役の答弁では、「個人のことだ」。選定委員ですよ、個人では片づけられない

と思うのですけれども、当局としては、これらの会頭、副会頭に真意のほどはただしたの

ですか。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

これは、前回の全員協議会の中でこのような御指摘がございましたので、私どもは全く

知らなかったので、当事者にお尋ねをいたしております。当事者からは、新聞報道等で報

道されたようなお答えをお聞きしたわけでございます。私は「個人的に」という御発言も
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いたしました。確かにお二人とも選定委員でございます。この今回の企業誘致に関しまし

ては、選定委員で知り得ること・情報というのも確かにあろうかと存じますが、今回の場

合、公募でございます。楠港に企業誘致を公募いたしておりますので、これは新聞報道で

されております。楠港の前、商工会議所とのかかわり、そういったことは私ども、どうい

ったお話になったか存じませんが、楠港には広く公募して皆さんに、昨年の十二月末に公

募をいたして、それから一般市民の方、関係者の方も、楠港前にそういった別府市が企業

誘致をしたという事実は皆さん十分知っていることと思っておりますので、このお二人が

特に、私ども、選定委員になったことによって情報を得たというような考えは持っており

ません。

ｏ二十五番（岩男三男君） 私も間島副会頭とは、観光経済委員会のときにファッション

タウンの関係で一年間行動をともにしたというか、いろいろおつき合いもありましたけれ

ども、非常にすばらしい方で、私利私欲を求めるような人ではないと思いますけれども、

（発言する者あり）ないとは思いますけれども、しかし、こうしたことに対して市として

きちっと対応する。商工会議所に寄附するというのですから、お二人の善意と思って、そ

のとおりあえて私は受け取りたいと思います。

さて、そうした中で、八百万人の根拠について、中津のゆめタウンが五百万人だから別

府市も。選考委員の方々一人一人に中津のゆめタウン中津を視察されたのか、中津のまち

づくりがどうなったのか。賢明なるあなた方ですから、全員たぶん調査に行かれていると

思いますけれども、時間の都合であえて私は問いませんけれども、市長、私も先日、ゆめ

タウン中津を視察させていただきました。土曜日、来客も多いです。そして中にはウイン

ズ、馬券売り場がありまして、そこを見ると四百名以上の方がいらっしゃいました。連日、

一年間無休ですという開催日を掲示、主催した大きなカレンダーもありました。

しかし、この中津ゆめタウンに行きましたら、高校生や若者、たくさんの方が見えてい

まして、このやっぱり商売にかける熱意というか、すばらしいな、そう思いました。ある

買い物客は、たぶん食料品でしょう、八袋、八袋ですよ。奥さんが見張りしながら、御主

人が車まで運んでいる。何か行事か法事か何かがあるのかわかりませんけれども。しかし

ながら、その足で中津の駅前の方に行きますと、まさにかつてのテナントは、大きなスー

パーは撤退して、私も二十四、五年前、中津の方に行く機会が多くて中津の駅の近くにい

つも車をとめて、あの近所でいろんな所用をしてきたわけですけれども、本当に活力ある

まちでした。今、それこそ冷え切った寂れたまちです。ゆめタウン中津があそこにできた

からといって、イオン三光があります。そこも行きました。イオン三光は、市内から安い

料金でバスを走らせています。したがって、市内が冷え込むということで、ゆめタウン中

津を市民挙げてあそこに、市有地に誘致したわけですけれども、では、それが地域の活性

化につながっているかどうか。もちろん市の形態も違います。
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それでは、ここに、市長、「ゆめタウン別府」ができたときに、どのように回遊をする

のか、駅前がどのように活性化するのか。市長の口からぜひ説明をしていただきたい。

ｏ市長（浜田 博君） お答えいたします。

楠港の開発を私が手がけたといいますか、十一年間この埋め立て、県が二十億そして別

府市が九億三百万、三十億近い投資、この有効な別府の貴重な財産ですね、これをこのま

ま放置してはいけない。楠港だけの開発であってはいけない、楠港を核として駅前通りや

南部や中心商店街の活性化に結びつくために、人々が集まる交流拠点施設にしたい、この

思いで市民の議論の場に付したわけでございます。その中で賛成、反対、大いに結構です。

議論をしていただくのも結構です。現段階で、今一社が選定をされました。これからは私

の出番といいますか、別府市がどれだけ市民の思いを受けてそこに人が集まってくれるか、

そしてその人々が魅力を感じて駅前にも行っていただけるか、商店街にも回ってもらえる

か。これは人の首に縄をつけるわけにいきません。それぞれの地域地域が努力をして集ま

った人たちをどうそこに引き寄せるか、努力をお互いが行政と一緒になってやるというこ

とが基本でなくてはいけない。行政がすべてその人たちを巡回させるという能力はないの

ではないか。その仕掛けは精いっぱい協力をしてやるという姿勢でございます。ただ、こ

のまま放置をせよ、と言う方もあります。この楠港を放置して、では、人をどこに集める

のか、交流拠点施設はどこに持っていくのか、別府のへそはどこなのか。このことを考え

たときに、別府のへそは楠港ではないと思います。楠港は、駅前と南部と中心商店街が中

心となるへそになるかもわかりませんが、その楠港によって別府全体がどうこうというと

ころまでは、これは考えられないかもわかりません。しかし、駅前は近い。駅前がすたれ

ては、別府のへそであると私は思っていますが、かつてのにぎわいが今度の－－余談にな

りますが－－夏まつりで駅前通り、ワイワイ市で復活しました。浴衣がけで家族連れであ

れだけの方がにぎわったのに涙が出ました、私は。子どものころ、浴衣を着せていただい

て、「別府に行く」。私は田舎子ですから、「別府に行く」ということが夢でした。「別

府に行く」というのは「おまちに行く」、「お祭りに行く」という言葉なのです。そうい

う思いで別府の駅前がにぎわうということは、本当に私は感動でございました。

だから、別府駅前を衰退させないためにも、まず楠港開発をして、そこに人の交流拠点

施設ができたら、駅前にも行ってみようという人々が、魅力あるまちづくりを駅前の皆さ

んと一緒にやっていきたいな。そのためにはその土地を売却か賃貸かは決めておりません

が、将来、あの土地を放してしまいたくないという思いもあります。今、お金があれば、

あえて民間活力で開発しなくて、別府のお金で開発すればいいわけですが、それができな

いわけでございます。そういう意味で、私は別府駅前についても人が行くとかいう約束は

できませんが、魅力ある駅前通りにするために、商店街にするために、行政一緒に協力を

して、「協働のまちづくり」を挙げているのはそこでございます、協力して働く。官民一
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体となって協働したまちづくりによって、別府に集まった交流する拠点の施設ができたら、

そこから皆さんをその地域に引っ張ろうではないか。こういう頑張りをお互いにやってい

きたいなという思いでございますので、御理解をいただきたいと思います。

ｏ二十五番（岩男三男君） これは市長の言われるとおり、商店街も駅前通りもトキハも

自助努力、自分たちがしっかり努力しなければいけない。しからば、ここに「ゆめタウン

別府」が出てきて、その客を引っ張り切らんのは、おまえたちの責任だと言わんばかりの

市長の今の発言ですが、確かに立派な会社です。集客力もあります。中津のゆめタウンに

行ってみました。しかし、そこから外に出る人はいませんでした。回遊、人々が歩くため

にということで、別府市はトキハを誘致して、そしてそれは果たしたか、できたか。でき

ない。

今、人々は多くの商店、これらの人たちは自分たちの生活を守るために必死です。最近、

規制緩和なる酒、米、これが自由になりました。スーパーにほとんどが行くようになりま

した。私のすぐ近くに住む人も一生懸命酒、米を中心に商売をしていましたけれども、あ

る日突然電話がありまして、「岩男さん、あそこの酒屋さんに電話しても出ない。どうな

っているか、調べてくれんか」。夫婦、子どもで、親子で、近所の人に聞くと夜逃げをし

た。

市長、これが成功すれば、あなたの……、道路側の埋立地にできても不思議ではない。し

かし、もし失敗したときは、市民がこの埋立地に特に食料品関係に集中したときは、市内

でどれだけ苦しむ人が出るかわかりません。こういう人を一人も出してはならん。まだ後、

質問者がありますので、私はあえて市長、観光課長の答弁のためではありませんけれども、

ここに九月二日の今日新聞があります。「イズミ会長が市長訪問。楠港埋立地選定企業お

礼のあいさつと事業説明」。あえて読ませていただきますけれども、「別府市楠港埋立地

誘致企業選定委員会から誘致企業に選ばれたイズミ本社」云々とありますけれども、

「山西義政会長が、一日、浜田博・別府市長を表敬訪問し、選定されたことに対するお礼

のあいさつと説明を行った。別府市側は、大塚利男助役ほか池部収入役、東観光経済部長、

中野商工課長が同席した。面談は、午後三時から約一時間に及んだ。終了後、大塚助役の

話によると、イズミ側から楠港埋立地におけるプロジェクトを何とか実現したいとの意思

表示と事業概要の説明があった。同社の長崎市、呉市、下関市などにおける店舗展開状況

について説明があった。今後、双方の担当者で話し合っていくことになったという。別府

市側の話によると、浜田市長が山西会長と面談したのは、昨年十月三十一日以来二回目と

いう。一回目の面談には、野口哲男別府市議（当時副議長、自民党清新会）が同席し、同

社役員を浜田市長に紹介していた。今日新聞は、六月二十二日付記事で、特定の企業を友

達の会社として市長や清成宣明市議会議長に売り込んだ野口氏の行為に批判の声があるこ

とを報道した。イズミが別府市に提出した会社概要によると、同社の代表者は山西泰明代
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表取締役社長。事業の内容は」云々と、このようにありますけれども、市長あなたは、当

時の副議長である議員と三人で市長室でどういうお話をされたかわかりませんけれども、

こうした議員に縁がない他の四社、この四社と比べたら差別ではないですか。こういうこ

とというのはあっていいのですか。

別府市議会議員の政治倫理に対する条例というのもあります。この中には、全部時間の

関係で読めませんけれども、「市が行う許可、認可または請負、その他の契約に関し、特

定の企業、団体等のため有利な取り計らいをしないこと」、「議員は、市民の代表者とし

て議会に与えられた権能と責務を深く自覚するとともに、その品位と名誉を害するような

一切の行為を慎み、地方自治の本旨にのっとり、その使命の達成に努めなければならな

い」、こうあります。この政治倫理から見ても、ボートピアにしても議員の名前がちらほ

ら出てくる。しかも市長、我々は議員ですから、あっせんすることはあります。しかし、

今回、あなたが一社のみに会う。これは市民の目から見たら、まさに最初に株式会社イズ

ミありという声が強くある。これらに対して、市民に対して納得できる答弁をしてくださ

い。

ｏ市長（浜田 博君） お答えいたします。

公募前の問題ですね。（発言する者あり）これは、明らかに公募も決まっていません。

私が就任して一カ月後から一社、二社、楠港を開発したいという企業が参りました。その

ときに私は飛びついて、もう随契でやりましょうと、やる方法があったと思います。しか

し、私は、市民の目線で、これでたくさん来るかもしれないなという思いで全国に公募し

た。そして十八社の皆さんが説明会に来たではありませんか。それ以降、公募前に会った

のは、もちろん先ほどお名前が出て本当に御迷惑だなと思いますが、野口議員さんは善意

で、お友達が野球部の後輩だったと思いますが、その人から頼まれて「会ってください」

ということでしたから、とにかく会うのは私一人ではありません、三役ちゃんと全部そろ

ってお会いしました。一社だけではありません。それぞれ議員さん方が一生懸命お世話し

ていただいていますから、紹介いただいた方とか会って、そこですぐ契約なり、そこに行

ったとすれば、野口さんに失礼にもなるし、私は、その問題は一紹介者という気持ちでお

会いしただけでございますから。しかし、そこに私は、これはたくさんの企業が来るぞ、

それから公募に踏み切る決断をしたわけです。公募以降は、どの会社ともどの人とも面談

もお断りしていますし、業者関係を含めて楠港に関連する業者とは一切お会いしていませ

ん。うわさではいろいろ、長崎で会ったとか、とんでもないお話が出たりビラが出たりし

ました。しかし、私は何ら業者、市役所でも市外でも県外でも会っておりませんし、公募

以降は選定委員の会長にも選定を急ぐ話をしたこともありませんし、どこに決めなさいと

いう「できレース」をつくった覚えも一切ありませんので、私は純粋に選定されるまでど

こが選ばれるかわからない。その中では何もイズミに対して言ってない。
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先日、先ほどお話がありましたイズミの会長さんが、選定が決まって報告を受けて一週

間後でした、九月一日に来ていただけるというから、それはお会いしましょう。ただ、私

も一人で会うというよりも、きちっとこれからしっかりお願いをしていかないといけない

立場ですから、三役と担当者と一緒にお会いしましょうということでお会いして、説明を

聞いた。全国のイズミの……

ｏ議長（清成宣明君） 市長、時間です。

ｏ市長（浜田 博君） いろんな状況を聞かせていただきました。その中でこれから私は、

いろんなイズミに対して、先ほど岩男議員は……

ｏ議長（清成宣明君） 簡潔にお願いします。

ｏ市長（浜田 博君） 「ゆめタウン別府」という名前をもう固定化したようにあります

が、私は、よそにあるような－－逆に言いますと、ここまで言っていいかどうかわかりま

せんが－－「ゆめタウン」をそのままぽんと持ってこられたのでは困るよという話は、こ

れからやっていきます。とにかくいろんな意味で私は市民の思いを……

ｏ議長（清成宣明君） 時間です。

ｏ市長（浜田 博君） しっかりこれからぶっつけていきたいという思いでございますか

ら、公明正大に正々堂々とこれから皆さんの声を聞いてやっていくということですので、

事前の話とか公募前の業者の紹介とか、そういった問題については、そういう意味で明ら

かにしておきたいと思います。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 最初に議長に、議会として対応していただく事項をお願いい

たしておきたいと思います。

二十七日に楠港の埋立地の企業誘致に対する全員協議会が開かれました。この中で松川

議員が、謄本をもとに選定委員の中に、近隣に土地取得をしている人があるということを、

謄本を示しながら全員協議会で説明しました。これに対して津末会頭が、ある新聞社の取

材にこのように談話を出しています。「こういうプライバシーのことを問題にしたのは全

く不本意であり、笑止千万」－－私が問題にしておりますのは、次の言葉でございます－

－「げすの勘ぐりだと反論」、このように報道されております。この「げすの勘ぐり」と

いう言葉ですが、私はこの新聞記事を見た段階から大変大きな問題だなと実は認識をいた

しております。「げす」というのは、「品性が下劣なこと、またそのような人のさま」。

いわゆる松川議員を指して品性の下劣なこと、またそのような人なのだと。二番目に「身

分の低い者、素性の卑しい者、下賤な者」、こういうことを「げす」というふうに国語辞

典では出ています。「勘ぐり」という言葉でございますが、これは、「品性の卑しい者は

ひがみっぽくて、物事を悪く考えがちである。また、その邪推」、こういうふうに辞典で

はなっています。

今、議場で笑われた方は、どういう意味で笑われたのか知りませんが、私は、この商工
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団体の代表を束ねる会頭が、卑しくも全員協議会の議場で、しかも副議長が謄本を示して

発言したことに対して「げすの勘ぐり」、このような発言をしたことを看過することはで

きません。これは議会としてこの言葉の撤回並びに謝罪、これを議長として取りまとめし

ていただくように最初にお願いをして、一般質問に入りたいと思います。

さて市長、楠港の跡地利用で大変混乱をしていることは、もう市長御存じのとおりです

ね。市長として、この混乱の原因、これをどのように把握しておられるのか。そして、市

長としての責任はどのように感じておられるのか、簡潔に御答弁をいただきたいと思いま

す。きょう、楠港問題だけで質問点を見ますと三十二回ぐらい質問させていただきますの

で、要点のみ回答願いたいと思います。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） 楠港につきまして、大変混乱していると承知をしており

ます。（発言する者あり）

ｏ議長（清成宣明君） 余り簡潔過ぎるのではないか。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） 企業誘致の公募につきましては、五社の企業の立地プラ

ン等の著作権等もありまして、企業側の了解等が得られませんでしたので、市民の皆様方

に十分お知らせすることができなかったのが、原因の一つでもあろうかと思っております。

今後は、市のホームページ等を通じまして、選定された企業の立地プランの詳細等につい

て、市民の皆様方に広報して、少しでも御理解いただきたいと考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 皆さん方の前にメモ紙があると思いますので、私が質問をし

たことをメモして答弁してください。私が今申し上げたのは、大変混乱をしているけれど

も、この混乱の原因は那辺にあるのか、それで、その責任はどう感じているのかというこ

とをお聞きしたわけです。今の御答弁を聞いていまして、どうもこの混乱の原因は行政側

にあるという認識は持っておられないのではないか、このように感じます。これは皆さん

がどういう答弁をされようと、皆さんの自由なのです。ただ、わかりやすい答弁をお願い

したい。

それから、ことわっておきますけれども、今回、株式会社イズミの楠港進出問題で「イ

ズミ、イズミ」というふうに皆さんは言われますけれども、実は市民の皆さんの中に、こ

の株式会社イズミと私・泉を結びつけて誤解されている方が随分いらっしゃるようなので

す。お電話も随分いただきましたし、私の方に直接確かめにお越しになった方もおられま

す。株式会社イズミという会社は、私も調査をさせていただきましたが、大変立派な会社

ですが、私とは一切かかわりがありませんので、議場で御答弁をいただくときは、私との

違いを明確にするために「株式会社イズミ」というふうに答弁をしていただくようにお願

いをしておきます。

さて、私は、言いかえると今回応募した五社の皆さんは、大変今迷惑をしているのでは

ないだろうか、こういう気がしてならない。なぜかといいますと、別府市が示しました楠
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港埋立地活性化プロジェクトの募集要項の中で「募集に関する基本的事項」というのがあ

ります。ここの不明確さが今日の混乱の原因になっているのではないか、こういう気がし

てならないのですね。この募集要項では五点にわたって基本的な考えを示している。しか

し、この基本的事項の中で示してないばかりに、今回混乱をしているという点が次の問題

であろうと思いますので、私が今から申し上げることについて、混乱の原因というふうに

認識されるのかどうか、後ほど見解を求めます。

市長は、物販比率が八〇、九〇になれば私は同意をしないというような趣旨の発言をさ

れたやに私も記憶いたしております。しかし、今回、物販比率約七〇％なのですね。この

募集要綱の中に年間売り上げに占める物販部門の比率の設定をしてない。したがって、こ

ういう七〇という数字が出てきているではないか。この設定のなさ。

それから、十号線から海を見渡すときの景観保全の問題。建築物の高さ設定をしていな

い。

それから、売却か賃貸かの明示がされていません。しかも、売却、賃貸のときの価格設

定方法が明示されていません。

さらには、優先交渉権の順序設定等がされていません。

さらには、選定委員会の規則ですね。この傍聴規則とか審査結果の報告書の公表とか議

事録の公表、ヒアリングの公開、委員会の公開、このような委員会の規則等について諮問

した行政側が設定をしていない。

さらには、流川また十号線から見る海の景観保全の問題を設定していない。

さらには、市民の意見の反映方法。要するにパブリックコメント、パブリックにコメン

トを求める。このやり方等が、応募要綱、募集要項等で明示されていない。

このことによって、ただ募集要項五点のみに従って企業がプロポーザルしてきた。このこ

とが今日の混乱の原因になっているのではないかというふうに、私・泉武弘は考えますけ

れども、行政の見解を求めます。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

物販面積等、また高さ、また賃貸か売却か、そういう細かいことにつきまして明示して

ないことが混乱の原因だというような御指摘でございます。事務局といたしましては、進

出する企業というものがホテルであるのかまた商業施設であるのか、またアミューズメン

ト施設であるのかということを幅広く募集いたしておりますので、この点につきまして、

それぞれの企業につきまして細かい設定というものはしておりません。それによりまして、

企業の自由裁量、そういうものの幅を広く持ちたい、そういう趣旨でございましたので、

御理解を賜りたいと考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） それは課長、理解するかしないかというのではない。現在混

乱をしている基本的なことは、別府市が基本事項を五項目だけ示して、細部にわたった募
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集に対する基本的指針がなかったために、現在混乱しているのではないですか。その表題

として、まちづくりを進めている皆さん方は、この建物が港文化の提唱から考えるとふさ

わしくないという指摘もされている。また昨日ですか、会長をされております林さんから

提出された資料の中にも、やはりそういうことが指摘されている。やはりこの基本的事項

のあいまいさが、今日の混乱を助長しているということは指摘しておきたいと思います。

さて次に、この業者を選ぶ選定委員会の構成と進め方について、説明を求めます。

別府市は、この選定委員会設置また選定委員会委員について、次のように何回となく答

弁をされています。「できるだけ多くの市民の方々の御意見を聞くために選定委員会を設

置し、各界各層から十九名の方々に委員に就任をしていただきました」と答弁しています。

しかしながら現実を見ますと、行政五名、議会三名、この立場の方々は、選定をお願いし

た行政側が五名、そして、この土地売却について審議し議決する側が三名、合わせると十

九名中八名を占めています。さらに、学識経験者二名、経済団体代表六名、住民代表三名、

このようになっていますが、この構成が、市の言うように各界各層からの選定委員会の構

成と思っているのか、見解を求めます。

さらに、あわせて答弁をしてください。行政側からなぜ五名も選ばなければいけなかっ

たのか。この理由を説明してください。

さらに、議員から三名の選定委員が出ていますけれども、この方々の立場は、議会の代表

という形で選定委員をお願いしたのかどうか。この三点について明快に答弁を求めます。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

今回の楠港の埋立地の誘致企業選定委員会につきましては、中心市街地の活性化、それ

が主眼でありますので、この中心市街地活性化基本計画を平成十二年度に策定いたしてお

ります。そのときの委員の構成をほぼ踏襲いたしまして、そのときは中心市街地活性化の

委員は二十名でございました。そのときに行政から五名という形の委員が選出されており

ましたので、今回も五名というふうに踏襲いたした理由がございます。

また、市の職員につきましては、先ほど言いましたが、市の総合的な立場というところ

から助役、収入役、また総合計画や財政的な立場から企画財政部長、さらに別府市中心市

街地活性化計画を策定した担当としまして観光経済部長、楠港埋立地を造成した立場から

建設部長を委員に任命したという経緯があります。委員会を進行していく中で、これらの

委員というものは必要であった、そういうふうに考えております。

また、議会にお願いしました三名につきましては、市としましては、議会代表というこ

とでお願いしたというふうに考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 議会の代表という位置づけは、どういう形で議長にお願いし

たのですか。議会の代表という形であれば、議員三名のうちに賛成、反対に分かれていま

すから、議会はもうそこで意思表示をしてしまった。議員という形であれば個々の資格で
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すから、それぞれの賛否をしても、それは議会が問われるものではありません。議会代表

ということになれば、これは形が変わってきますけれども、議会の代表という位置づけを

どういうふうな形で委員に委嘱したのか、明快に答えてください。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

あくまでも議会の代表ということですので、三名ということでこちらの方からだれとい

うことは指定いたしておりません。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 議長、今の商工課長の答弁は、これからの審議に大変大きな

影響を及ぼします。議会の代表ということであれば、私どもは、その代表者となるべき協

議をしていなければいけない。この前、全員協議会で私が申し上げましたように、議会か

らいわゆる審議委員が出ているということさえ知らなかったのです。この問題、時間をと

って、本当に議会の代表であったのかどうか、執行部と協議をしてください。これは、そ

の点が明確にならないと審議ができません。（発言する者あり）

ｏ議長（清成宣明君） これは、次の審議に関係があるわけですか。（発言する者あり）

はい。では、暫時休憩をいたします。

午後二時 五十分 休憩

午後三時二十八分 再開

ｏ議長（清成宣明君） 再開いたします。

ｏ商工課長（中野義幸君） 発言の訂正をお願いしたいと思います。

先ほど私が、選定委員会の委員につきまして、「議会の代表として三人の委員をお願い

しました」と申し上げましたけれども、正式には、「議会から三人の委員の選出をお願い

します」というふうに訂正していただければありがたいと思います。よろしくお願いしま

す。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 市長、前の議会で選定委員会の選定のあり方に、あなたの思

いを加えて次のように、実は十五番議員の質問にあなたは答弁しています。「選定を多数

決で決めて、一社これにしますという多数決で強行することは、私は望ましくないだろう

という思いを持っています。私としては、評価をしていただいて点数をつけて順位をつけ

ていただければ、一社か二社、一位、二位と順番に私は別府市の思いを伝えていきます」

というふうに実はあなたは御答弁された。結果は、違う結果になったのですね。一社選定

そして多数決という、あなたの思いとは全然違う形になりました。このことについてあな

たがどう考えるのか、御答弁をお願いしたいと同時に、この今回の報告書を見まして、報

告書のここが異常だという部分があるのですよ。この企業選定に対する報告ですね。選定

理由も何も書いてないのです。審議経過も何もない。五社選定のプロポーザルに付した五

社についても、何らも触れてない。このことは、一社選定を手を挙げてわざわざ主張した

選定委員で、今議場にいる観光経済部長、これについてあなたはどう考えるのか、御答弁
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ください。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） お答えいたします。

選定企業の数につきまして、私ども別府市としての説明で、当初より一社を選定してい

ただきたいとずっとお願いしておりました。その中で、十三回開かれる中に一位から五位

までという形の話もありましたけれども、市としては、当初から一社で選定していただき

たいということは、最初からお願いしておりました。

ｏ市長（浜田 博君） お答えいたします。

選定のあり方ですね。このことについて、さきの議会で私の答弁が、評価の点数をつけ

ていただいてどこがふさわしいのか、一位、二位、順序がつけばと、これは「仮に」とい

う形で恐らく言ったと思います。ということは、私は選定委員会に対して、こういう形で

選定をしなさいとか、強行して多数決で決めてしまう、何が何でもできレースだとか、そ

ういう思いの声が出ていましたから、そういうことがあってはならん。反対の人も賛成の

人も十分意見を聞いて、そして最終的に選定をしていただきたい。その段階では、これは

選定の基準に合わないということで、これは五社ともだめですよという選定も選択肢であ

りますというような思いもありましたから、私は選定のあり方について一切口を挟まない

という思いで、選定の結果が出るまでは選定の仕方について選定委員長にも選定の会長に

もお願いした覚えもありませんし、一切会ってもおりません。そういう意味ですから、そ

の順位をつけていただければいいな、強行すべきではないなという思いの中からそういう

発言をしたというふうに御理解をいただきたいと思います。

ｏ議長（清成宣明君） やがて正規の時間がまいりますので、あらかじめ会議時間の延長

をいたします。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 別府市のここがおかしいぞ、別府市のここが理解できないと

いうことを、実例をもって話をさせていただきます。

ここに各市・県、プロポーザルで選定作業、審議作業をやった実例を実は持ってきてい

ます。この中から岡山市の例を出してみますと、これはＤ小学校跡地整備事業というもの

をプロポーザルでやっています。これは私は、全国の範となるものではないかなという気

がしている。これと比較して別府市がいかにおかしいかということをお考えいただければ

ありがたい。

まず、プロポーザルというものに対する考え方ですね。これは計画、提案、申し込みで

あるというようなことから、事詳しくプロポーザルに対する考え方を岡山市は述べていま

す。二点目に、手続き上の考慮すべき事項として、透明性、公正性、客観性、競争性とい

うことを重要視しなければいけない、こうなっています。さらに、ここが別府市ともう基

本的に違うのですよ。プロポーザルに必要な期間という定めがありまして、実施方針の公

表から意見聴取の締め切り、募集要綱の公表、応募書類提出、最優秀案の提出、優先交渉
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権の決定公表、本協定契約の締結まで、岡山市は何と四百二十日間かかった。もう基本的

に違います。当市は、一月十九日でしたか、公募を開始して二月の二十何日、約一カ月間

しかないのですね。

そして、あなた方は、くしくも先ほど、行政が入ったことは妥当性があるというふうに

言われましたけれども、ここに岡山市がこのように触れています。これは岡山市の場合は、

「審査委員」という表現を使っています。これは業者選定ですけれども、向こうの場合は

「審査委員」。人数については、密度の濃い議論が可能な人数で、日程調整の容易さを考

慮し七から十五名程度とし、事業ごとに検討する。原則として、このうち二〇％程度、公

募委員として最低でも二名は確保すると、こうある。

その次なのです。「原則として審査委員は、岡山市の職員以外とするが、必要のある場

合は、公募委員として同数以下の人数」。これだったらだれもが理解できると思うのです

よ。そして、岡山市が審査委員として選んでいますのが計十名。このうちに女性が四名、

岡山市。一名もいません。

それから、この中で、なるほどな、こういうふうに行政というのは対応しなければいけ

ないのだなということが、事細やかに書いてある。傍聴人の取り扱いですね。審査委員会

の公開及び傍聴の許可。「審査委員会は、原則公開とする」。それで、さらにこの中で審

議経過、ヒアリング、こういうものまで全部公開です。別府市がお願いした選定委員会は、

全部秘密会、最初のうちは。資料提出もありません。いかにいびつな形で別府市の今回の

楠港跡地の活用に対する選定委員会の審査が行われたか、このことを裏づける一つの論拠

になろうと思います。

ではもう少し、口の重い私ですけれども、触れてみたいと思います。このＤ小学校跡地

小学校整備事業に対して審査結果、私どものこの報告書とは全く異なります。まず、優先

交渉権及び順位。この中に出ていますのは、優先交渉権者がＡグループ、それで次が上位

バス会社、大林組、ベネセスタイタイルケア、こなみスポーツ株式会社、こういうふうに

なっています。このように審議経過が明確に出ています。そして、この中で当市と違うの

は、優先交渉権の順位が示されています。このようにして私が調べました－－時間の関係

ですべては申し上げませんが－－六件調べさせていただきました。すべてのところで報告

書の中にはなぜその業者を選んだのか、そして、その業者と何を交渉してほしいのか、何

が問題点なのか、こういうことを審査公表の中で触れています。そして、次に交渉すべき

業者の名前を列記して、その業者と何を交渉すべきかを審査委員会は述べています。

それで、私が一番なぞだなと思ったのは、ある市で十社でプロポーザルをしている。第

一次審査で全部得点をつけられています。五百分の三百六十五、五百分の三百二十、五百

分の三百、その理由を全部、個人、プロポーザルをした会社の審査表に全部書き込みをし

ています。そして、補足資料を求めて第二次審査、いわゆる最終審査ですね、そこで五百
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分の何点ということをだれでもわかるように、審査結果がわかるように公表しています。

今回のこの別府市の選定委員会が答申しました選定について、多数決で決めることができ

るのかどうか。これについてどうお考えですか。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

審査につきましては、この中でいろんな応募要綱にある四項目と、さらに各項目を加え

まして六項目を審査項目といたしております。そして、これをもとに企業のプレゼンテー

ションを受けるという形になっております。そしてプレゼンテーションを三回受けました

けれども、その採点表につきましては、十点満点にするとか五点満点にするということは

決めておりません。その中で皆さんがおのおの採点した中で、最終的にどれがいいのか。

一社に決めた方がいいのではないかということで委員会で決まり、一人の委員が一社を選

ぶという形を多数決で決めたという状況でございます。

ｏ二十四番（泉 武弘君） それだったら、五社がどの部分で－－五項目ありますね、基

本的事項－－どの部分で評価を受けたのか、だれが判断するのですか。審査項目があるの

でしょう。審査項目プラス応募要綱の中で、募集要綱の中で一番大事なのは、質疑書です

ね、これがプロジェクト募集要綱に対する質疑書ですけれども、質疑書の中でこういう部

分があるのでしょう、「事業の基本方針など各種方針等の関連性や対象者の立地特性、ま

たは社会基盤整備による今後の可能性等を踏まえながら、集客の対象者、エリア、目標数、

アクセス等々について記入してください」、この質疑にあなた方は答弁している。

そしてもう一つ。僕はこれをどうしても見たい。集客見込み、雇用計画表、全面開業後

の新規雇用者。こういうものが全部この中にあるわけでしょう。それを参酌しながらあな

た方は、五社に対して五項目から得点を与えていくわけでしょう。その最高得点社がいわ

ゆる一位になるのではないのですか。それを多数決で決めた場合に、ここにいる三十一名

の議員は、なぜ一位なのか、市民は、何をもって一位というふうに判断するのですか。二

番もなければ三番もない、四番もなければ五番もない。ただ一社だけ。その一社について

もあなた方は選定理由さえ述べてないではないですか。他の四社との比較検討の理由書も

ないではないですか。どこをもって一社が正しいと言えるのですか。具体的に答えてくだ

さい。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） お答えいたします。

評価項目につきましては、募集要綱には四項目でございましたけれども、途中の委員会

の中で二項目ふえまして、評価項目は六項目という形で決まりました。その中で、採点表

も渡しまして、個々に採点をつけていただいて、そのうちに点をつけて出すか出さないか、

いろいろ議論がありました。そういう中で、最近お渡ししてきたのですけれども、最終的

には一社を名前を書いて出すということで委員会で決まりましたので、議員さんがおっし

ゃるように点数とかそういう内容は持っておりません。
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ｏ二十四番（泉 武弘君） その発議したのが、行政側から選ばれたあなたなのでしょう。

一社に絞ってほしいと言ったのは、あなたでしょう。そこには客観性が生まれてこないで

しょうが。先ほどから言っているように、一社だけを選んで、選定理由も何もない。他社

との比較表もない。今あなたが言われたように二項目追加して六項目と言われましたね。

六項目で、一番目、二番目、三番目、四番目、五番目がどういう得点を各項目別に取った

のか。どこを見て我々は判断をするのですか。市民は、なるほどな、一社に選ばれた人は

六項目すべてで得点が高かった、だからこれは選ばれて当然だという客観的な資料という

のはどこにあるのですか。私が一番心配しているのは、このような答申が、本当に答申と

して意味があるのかという点を一番考えています。その点どうですか。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

この企業選定の際の得点のつけ方並びに順位等、いろいろ選定委員会の中で審議した経

緯がございます。先ほど部長が申しましたように、選定の審査項目として六項目が決まっ

て、それぞれがプレゼンテーションを聞きながら、また質疑応答を聞きながら、個人で得

点をつけていただいたところでございます。その中で業者を何社選ぶかというようなこと

から入っていったわけでございますが、この中で市の方としては一社ということを確かに

お答えいたしました。二社を希望する方もおられまして、最終的に一社か二社かというよ

うな決を取ったこともございました。また、順位につきましても、いろいろな観点がござ

いまして、最終的に私どもが一社ということをお願いしておった関係もございます。業者

といたしましても、一位から五位、これで五位になったところ、一位になったところ、二

位、三位、四位、これを表に公表することはいかがなものか、業者の名誉にもかかわるの

ではないか、一社選ばれた以外のところには非常にそういった問題もあるのではないかと

いうようなことから、選定企業以外の分についての公表は、この中に述べておりません。

これはつける前にそのようになったわけでございますが、そういった方向性を当時選定委

員会の中で議論いたしまして、最終的に一社ということで決をとって一社ということにな

りましたので、それぞれの委員が採点をいたしておりましたので、その採点表の一位のと

ころをそれぞれが企業に示して投票をされて、その結果、株式会社イズミが一位というこ

とで、投票の数の結果でございますので、御理解のほどをお願いいたします。

ｏ二十四番（泉 武弘君） その採点表は、開示できるのですか。あなたは、企業に迷惑

がかかると言いましたが、ここに豊明市。これはこういうふうに得点の一覧表があって、

次にその企業ごとの得点表が項目別にこのように出ています。全部の企業が出ています。

これだけではありません。山田村の中学校ですね。ここでもここに選定理由が明確になっ

ている。最優秀社と次の企画書一、二位が決められておる。三沢漁港についても同じです。

推薦で全部出る、得点も。さらには高知医療センター、これについても同じです。さらに

は広重美術館、これについても同じようです。何をあなた方はおもんぱかっているのです

－５３－



か。別府市の六千坪の用地の中で商業活性化をやりたい。こういう方々が自信を持ってプ

ロポーザルした企業の名前をなぜ出してはいけないのですか。情報公開、情報公開といっ

て、市民はどういう会社が応募したのかわからないままに、しかも議会に資料を出さない

とあなたは言明したのでしょう。では、市民はどこでこの判断をするのですか。どういう

会社がどういう企画書を出して、なぜイズミがいいのか－－泉は私、株式会社イズミがい

いのか（笑声）－－その企画検討すべき客観的な資料というのは、いつ、どういう形で出

すのですか、出すのか出さないのか、答弁してください。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

この件については、確かに選定委員会の中で議論をさせていただきました。当初、プロ

ポーザルの応募があった企業と話した結果、当初は企業の方が、企業秘密に属するので、

プレゼンテーションについては非公開にしていただきたいという要望もございました。そ

ういった中で、やはりこれは公開すべきではないか、そういった意見もございまして、で

きるものから公開をさせていただいたところでございます。鳥瞰図や企業の各項目ごとの

ものについては、ある程度の企業の了承を得ましたので、仕様等、またホームページにも

掲載して、できる範囲の分についてプロジェクトの概要としてお知らせしたところでござ

います。それから、なおかつまだ委員さんの中で次々に議論が高まってまいりまして、企

業の名前を公開すべきではないか。そういったことから企業の公開もいたしました。企業

名も出しております。また、それから、もう一度これは公開の上、マスコミが入った上で

公開のプレゼンテーション、質疑応答もさせていただいて、報道関係からもこういった内

容についても報道をいただいております。当初のあり方からは、公開の方にできるだけ切

りかえていって、公開できる分については公開をしたいという選定委員会の方針に沿って

行われたものと私どもは思っております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） あなた方と僕とは、基本的に立場が違いますけれども、百歩

譲ってこの選定結果報告書を読ませていただいても、選定の作業が私は正常であったとは、

私の考える範囲では思えません。したがって、この報告書そのものが私は意味を持たない

というふうに考えていることをこの機会に申し上げておきたいと思います。

さて、時間が下がりましたので、基本的な部分に入ります。

今回、株式会社イズミを誘致することで、市内の小売業者の経営がどう数字的に動くと

いうふうにお考えなのか、御答弁ください。

ｏ商工課長（中野義幸君） 現在、ＪＲ別府駅にはヤマダ電機の出店も計画されておりま

して、また今回、楠港に出たらどうなるかという御質問と思いますが、現在、その具体的

な調査というものにつきましては今はまだいたしておりませんが、影響がないということ

にはならないかと思います。しかし、現在、消費額がずっと下がっておりますが、この分

につきましては、やっぱり郊外の大型店舗への吸引力というものがあるのではないかと思
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います。やはり今後は中心市街地とデパート、またスーパー等が結束していく中で郊外の

大型店舗に対抗していくという考えも必要ではないかと考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） トキハを誘致する際に、同じことを何度も何度も、耳にたこ

ができるほど聞きました。結果は、近鉄の撤退ということになりました。長崎のゆめサイ

ト、これは同じ株式会社イズミがやっているのですね。あなたが今言われたことが実際に

長崎で出ているかどうかというのを述べてみたいと思います。

「県都の流通戦争激化、大型施設相次ぎ開業。年末回顧長崎二〇〇〇年。ゆめサイトに

よると、四月から十一月期の八カ月間に来客者六百二十四万人、売上高は百三十六億円。

業績はおおむね順調と支配人は言う。この中で、ゆめサイトが出てきたことによって長崎

商工会議所が実施している調査では、商店街のお客通行量は、平日、日曜とも前年比で一

割以上も減少した。そして、長崎市内十三商店街の二百五十四店のうち六五％が来店客数、

売り上げともに減少した。倒産件数については、前年期に比べて五件ふえた。それから、

この大型店誘致のときに福岡に買い物が流出するではないか、それを阻止できるというこ

とであったけれども、一向に福岡への消費の流出は終わらない」、こういうふうに統計で

出ています。

大型店を楠港に誘致する、楠港の埋立地。そして、それが回遊する。僕はそんな空理空

論みたいなことを言ってほしくない。お互いに販売のしのぎを削る中で、自分のところは

生き残りをかけていくのです。そういう中で、株式会社イズミが来たことによって楠銀天

街、やよい銀座、駅前、これに回遊性ができるというふうなことは、根拠としてあり得ま

せん。

それでは、もうちょっと実数で見てみます。別府市の統計書。統計書によるところの事

業所の増減ですね、事業所の増減を見ますと、これは小売業の事業所ですが、三年から八

年で……、数字を申し上げますと、平成三年に九千四十二事業所がありました。八年には

八千五百四十九、十三年には七千六百六十五。事業所の従業員は、三年五万八千九十二人、

八年五万八千四百六十二人、十三年五万五千七百八人。これを数字で増減で見ますと、事

業所では三年から八年にかけて四百九十三事業所減少しています。八年から十三年では八

百八十四の事業所が減少しています。三年から十三年を見ますと一千三百七十七の事業所

が減少しておりますと同時に、従業員の数では、三年から十三年にかけて二千三百八十四

人が減少しています。

問題の売上高を見てみます。売上高の中で、今回株式会社イズミが扱うであろうという

もの中で、この統計書の中で自動車、自転車が小売商の中に入っておりますから、これを

除いた金額でいきますと、平成六年一千三百八十二億六千九百三十六万円、九年が一千三

百二十四億五千三百三十三万円、十一年が一千二百十三億六千五百万円、十四年一千百三

十一億二千三百九万円。平成六年から十四年にかけて二百五十一億四千六百二十万円の小
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売業の販売額が減少しています。ここに新たにヤマダ電機、年間売り上げ予測三十億、そ

して株式会社イズミ百二十億、これが新たに加わったときに小売業はどうなるというふう

に数字的に予測しているのか、具体的に答弁してください。

ｏ商工課長（中野義幸君） 具体的に先ほど申しましたが、八月二十四日に答申を受けた

状況でございますので、具体的にそういう調査というものはいたしておりません。しかし

ながら、市の考え方としましては、パイがそのままであるというふうには考えておりませ

ん。やはりここに新たに魅力のある施設を誘致することによって消費額というパイはふえ

るというふうに考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） それは、実数に基づいた説明ではないんです。では私が、あ

なたが言っていることがいかにおかしいか、この場で明確にしておきます。

ここにゆめタウン中津ですか、平成八年に株式会社イズミが地元説明会を行ったのがあ

ります。このときの売り上げが百五十八億円なのです。中津で販売売り上げが百五十八億

円。この中で私が特に着目したのは、商圏として国東まで組んでいる。ここに商圏の圏域

の分布図がある。それが、先ほど言われましたように、今は百億を辛うじて超していると

いうことでしょう。先ほどあなたの口から答弁がありましたね。この流通業界の戦争、さ

らに厳しさを増してきます。宇佐にイオンが進出というのが、ここに新聞報道であります。

これも大型量販店。杵築にも同じように現在、人口は急勾配しています、これは。杵築で

同じように用地交渉しています。今回のイズミが国東沿線まで、消費人口圏域外二十八万

というふうに想定しています。もう商圏がダブってしまっておるではないですか。あなた

が言われるように地区外流入の消費力ということは、論拠がないということがおわかりに

なるでしょう。すでに商圏がダブってしまっている。

今私が実数として申し上げたのは、市内の小売商の販売額がいかに厳しくなっているか。

この中で大型量販店を誘致し過当の競争を強いる。これは市内の小売業者はたまったもの

ではありません。それでもなおかつ市有地を売却してここに百二十億円もの量販店を誘致

することが、本当に市民のために必要だというふうにあなたはお考えですか。

ｏ観光経済部長（東 昇司君） お答えいたします。

ただいま、大型商業施設が全国的に郊外に展開されているのは、もうごらんのとおりで

あります。今、議員さんが言われましたように、宇佐、杵築、日出、また大分にもまだ大

きいのができるのではないかという話も聞いております。郊外にできるのは地価が安いの

で土地が広く取れまして、駐車場、売り場面積も広いでしょう。今度別府の場合は、中心

市街地です。駅から歩いてでも行けます。そういう形でよその市を聞いてみますと、核店

舗になります大きな施設と商店街、そういう方たちが一緒になって郊外の大型商業施設と

競い合っているというのが現状で、今はもう日出にもできるという話の中で、ここに核店

舗をつくって、商店街一緒になって、トキハ、マルショク含んで一緒になって進めていき
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たいと考えております。

ｏ二十四番（泉 武弘君） 平成十年にトキハにお願いして専門店棟を二十六億で買い取

ってもらいました。これは商業観光開発公社も倒産状態になった。それで、トキハさんに

無理にお願いをして買い取ってもらった。そして、時移って六年。わずか数百メーター先

に市有地を売って競争相手を誘致する、こういうことが私は許されるのだろうかな。今、

大型の量販店というのは満杯状態なのですね。恐らくトキハが八十億前後でしょう、マル

ショクが八十億前後、トキハインダストリーが五十億前後。この中に大型店を持ってきて

別府市の駅前の中心街ということでトキハを誘致して、今度は競争相手を市有地を売って

つくる。しかも小売業界に多大な影響を与える、こういうことを行政がしていいというふ

うにあなた方はお考えですか。今、消費を喚起する施設、消費を呼び込めるような、消費

を醸成できるような施設、これが楠港の跡地利用としては一番求められている。

市長、時間がなくなりました。これはあなたですね、あなたのですね、あなたの紙、前

の選挙のときに公約した。あなたがこの中で楠港をくしくもこんなふうに約束しています

ね。ちょっと説明してください。「楠港跡地を人の集う緑豊かな野外イベント広場として

活用します」と、あなたはここに公約書になっている。（笑声）これとの関連はどうなる

のですか。

ｏ市長（浜田 博君） お答えいたします。

先ほどからいろいろな御心配をいただいていることについては、大変感謝を申し上げます。

今、私の選挙公約の問題でございます。「野外イベントとして」というのは、これまで十

一年間放置されてきた、進出企業がない、しかし何とか、これはこのままではいけない。

進出企業が決まるまでは、私はそこに野外イベント広場として何とか整理ができないのか

な、そういう思いで公約に上げて選挙を戦いました。そこだけでいいですか。

ｏ二十四番（泉 武弘君） この公約を見て、「あ、楠港というのは野外イベント広場と

して活用されるのだな」、こういう思いであなたに投票した方もいらっしゃると思う。あ

なたは言を左右して、いや、それは跡地の活用までの間と言うかもしれませんけれども、

それにはここに一行たりとも触れていません。やはり公約というものは、政治を信頼でき

るかどうかの一番重要な点なのですね。やはりこのことをあなたが釈明するのであれば、

まずあなたを支持した方に、自分の思いはこうだったということをやはり明らかにすべき

だと思います。

さて、きょうの質疑、時間が余りありませんでしたから、まとめさせていただきますと、

どんな角度から見ても、今、大型の物販を中心とする量販店を楠港の埋立地に誘致すると

いうことには、私はならないだろうと思っています。かといって、あなたを評価してない

わけではありません。今まで手つかずの状態であった楠港の活用に一石を投じたという面

では評価していいと思うのです。しかし、その活用の方法が、今、市民との間に大きな乖
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離を生んでいます。このことも謙虚に認めていただきたいと思います。

きのうですか、市長の方に林さんが要望書を出していました。私も、それを新聞で拝見

して、今朝、実はいただきました。林さんの指摘は、今、消費を醸成できる、消費を惹起

できるような施設をあの地につくってほしいというのが私らの願いですよと、こう書いて

いました。私もまさにそのとおりであろうと思うのですね。

これは大胆な提言かもしれませんけれども、市長、一たん仕切り直しをしてみてはどう

ですか。そして市長ね、（拍手）すみません、ごめんなさい、質疑中は賛否は言えないよ

うになっていますから。一たん仕切り直しをしていただいて、この活用を本当に広く市民

の皆さんに問いかけるのも、今大事ではないかなという気がするのですよ。これは可能か

どうかわかりませんが、もう一回プレゼンテーションをやってもらって、観光客を誘致で

きる企業であれば、使用料の減免もあるのですよ、いわゆる楠港六千坪について使用料は

ひょっとしたら別府市としていただかないこともあるのですよ、そのかわり年間百万人の

観光客を担保してください。そういうふうな活用方法も私はあるのではないか、こういう

気がしている。今、何としても欲しいのは観光客です。そして商業、観光、経済を持ち上

げる。このことが、今、市有地の活用方法として一番私は求められているのではないかな、

こういう気がしてならない。今、百二十億の株式会社イズミ、そして三十億のヤマダ電機。

この二つについて、消費者の皆さんは選択肢が広がるということで歓迎している人もいま

すけれども、また反面、市有地を売却してそのようなことをしていいのかという議論があ

ることも確かなのです。

市長ね、これは政治ですから、行き過ぎたり足らざることもあります。しかし、もう一

度白紙に戻して検討し直すだけのあなたに気持ちはありませんか。お尋ねします。

ｏ市長（浜田 博君） 今、現時点で、今までやったのはうそでした、はい、白紙に戻し

ます、私は一政治家としてこれは今できません。しかし、今選定された企業に対して、こ

れからです。すべて情報公開をしながら、こういう遊びの空間も含めて入れていただきま

した、こういう思いも、市民の思い、反対者の意見も大事です。そういう意見をしっかり

踏まえて、こういう部分ができたら反対者が理解してくれるのではないですか、こういっ

た部分をこれから株式会社イズミとしっかり私は戦っていきたいと思います。その中で最

終的に決断、白紙に戻せ、だめだという決断をしていただくのは、議会ではありませんか。

議会が市民の代表として、見識ある皆さんがしっかり市民の声を聞いて、その中で、これ

は市長だめだ、白紙撤回せよという決議をいただけば、私は強行するつもりはありません。

そういうことです。

ｏ二十四番（泉 武弘君） それは市長、責任を議会に振らないでください。選定をお願

いしたのは行政なのです。議会は何も選定とかそういうことをお願いしているのではない。

プレゼンテーションをやったのはあなたの方だ。あなたは、業者といろいろな要望の実現
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について具体的に協議していくと言ったけれども、これが果たしてできるのかどうか、基

本的事項の欄を見てください。あなた方がプロポーザルの基準を示して、それに基づいて

業者は出したのでしょう。なおかつ別府市の要望を受け入れなかったら、それは進出だめ

ですよと言うのなら、これは契約違反になるのではないですか。議会が決定するのは、市

有地を売却するかどうかということでしょうが。議会に責任を振らないでください。

私は、もう一度だけ言わせていただきます。市民の声に謙虚に耳を傾けて、今、市民が何

を求めているのか、もう一度再考してほしい。このことを強く要望しておきます。（発言

する者あり）

ｏ議長（清成宣明君） 傍聴席は、静粛に願います。

ｏ十六番（田中祐二君） 質問事項をちょっとかえさせて、教育行政の小・中学校給食の

関係については最後に持っていきたいと思いますけれども、いいですか、議長。いいです

か。

ｏ議長（清成宣明君） はい、どうぞ。

ｏ十六番（田中祐二君） それでは、質問事項に沿って質問してまいりたいと思います。

まず、住民基本カードの普及と不正取得防止についてということであります。

住民基本台帳ネットワークシステムというサービスができておるわけでありますけれど

も、まずそのサービスについて御説明をお願いいたします。

ｏ市民課長（板井要治君） お答えいたします。

住民基本台帳ネットワークシステム、通称住基ネットでございますが、改正住民基本台

帳法の施行日によりまして、二回に分けてサービスが開始されております。一次サービス

が平成十四年八月五日から、二次サービスが昨年平成十五年八月二十五日から運用開始さ

れております。

一次サービスでございますが、市民の方々にとっては各種行政手続きでパスポート申請

などの際の住民票の写しの添付や共済年金などの現況届の提出が不要となるサービスでご

ざいます。次に二次サービスでございますが、住民基本台帳カードの交付並びに住民票の

写しの広域交付、転入・転出の特例処理のサービスが開始されております。この中の住民

基本台帳カード、通称住基カードの概略を御説明いたします。

この住基カードにつきましては、ＩＣチップ内蔵のカードでありまして、ＩＣチップの

容量の許容範囲内で目的ごとに複数の独立した領域が設定できます。個人情報保護の観点

から、それぞれの独立した領域へはお互い侵入ができない仕組みとなっております。住基

カードでは、現在三種類の領域で利用が可能となっております。一つ目は、先ほど申し上

げました住民票の写しの広域交付、転入・転出の特例処理に利用する領域でございます。

二つ目でございます。本年一月、行政手続きオンライン化関係の三つの法律が施行されま

して、自宅などのパソコンから行政機関への届け出・申請・税の申告などが可能となりま
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す公的個人認証サービスに利用できる領域でございます。三つ目でございます。地方自治

体が独自に条例制定した上、各種行政サービスに利用できる領域でございます。行政サー

ビスの例といたしましては、住民票の写しや印鑑登録証明書などの自動交付サービス、行

政機関への申請書自動作成サービス、成人保健サービス、救急活動支援サービス、避難者

情報サービス、公共施設予約サービスなどの各サービスや、さらにはその他市民生活に密

着した医療・福祉・地域の商業活動などのサービスのシステムの開発が可能となっており

ます。

なお、このカードは、市町村が発行する顔写真つき住基カード、運転免許証などの公的

身分証明書をお持ちでない市民の方が、行政手続きや金融機関、また最近、携帯電話の購

入などの手続きの際の本人確認用の公的身分証明書としても利用できるようになっており

ます。

ｏ十六番（田中祐二君） いろいろなサービスが受けられるということで、今述べていた

だいたわけですけれども、実際、私もこの交付をしていただいて、どのようなことでどう

なるのかということで、きょう質問したわけですけれども、実際、サービスの考え方はわ

かるのですけれども、ただ具体的にまだ使ってないものですからね、なかなか難しい面も

ありますけれども、ただ、こういうシステムができて、多大な金をかけてつくっているわ

けですね。実際、昨年八月の住民基本台帳ネットワークシステムは、本格稼働に伴って交

付が始まった住民基本台帳カードの初年度の発行枚数は、この前新聞でも載っておりまし

たけれども、全国で約二十五万枚ですか、普及率は〇・二％にとどまっているということ

が明らかになっております。総務省の当初の見込みでは約三百万のということで、それか

らすれば一割にしか到達をしてないわけで、大分県でも二千五百五十五枚、別府市でも四

百八十枚程度が交付をされているということであります。将来に向かって住基ネット、電

子自治体の基礎と位置づけ、そのサービスを受けるためには欠かせない住基カードである

わけですけれども、その普及の、今言っていますように普及がなされてないという原因が

どこにあるのか。さらには、先ほど申しましたように、多大なお金をかけてシステムをつ

くっているわけですから、ぜひともその普及に向けて普及率を向上しなければ、何のため

のシステムかわからないということになるわけでありますから、この二点について答弁を

お願いします。

ｏ市民課長（板井要治君） お答えいたします。

まず、現在の全国の取り組み状況を申し上げます。国では、住基カードの独自利用を地

方自治体へ勧めているところでございますが、現在、全国約三千二百の市町村のうち、平

成十六年八月現在で三十余りの自治体でカードの独自利用をしているということで、その

ような状態でございます。

住基カードの普及しない理由といたしましては、現在の住基カードに搭載されているサ

－６０－



ービスの内容、先ほどの住民票の写しの広域交付などや公的個人認証サービスだけでは、

カードの交付を受ける必要性がまだ余り感じられてないということが考えられます。

そこで、本市でのカードの普及対策の取り組みについてでございます。第二次別府市行

政改革大綱の七項目の重要課題の一つに、ＩＴを活用した市民サービスの向上がありまし

て、その中にＩＣカードの利用拡大がございます。この取り組みにつきましては、今後、

取りまとめになる部署を中心に検討委員会のようなものを立ち上げ、全庁業務や庁外での

利用できるサービスにつきまして十分協議し、住民にとって実用性のある、またいかに必

要性を感じていただけるＩＣカードにしていくかを重点に、高額なシステム導入費用でも

ありますので、費用対効果等も勘案しながらシステムを構築していくことが必要であると

市民課では思っております。

ｏ十六番（田中祐二君） ぜひ構築をしていただいて、市民が利用しやすいような形での

構築をぜひお願いしたいと思います。まだ、先ほど言われているように立ち上げたばかり

で、これからどうするかということもありますけれども、ぜひよろしくお願いをいたしま

す。

それから、カードの不正取得が実際行われております。その対策として、別府もきちっ

とした対策をとっているというふうには考えておりますけれども、事件が発生をしておる

わけですね。平成十五年九月十一日に、これは佐賀県の鳥栖なのですけれども、五十歳の

男性が、市民課窓口で住基カードの交付を申請、申請時に免許証などの公的機関が発行し

た身分証明書がなかったため、本人を確認するための照会書を郵送した。同年九月十六日

に本人を名のる男性が回答書を持参したため、同書の記載内容を確認し、市民課でカード、

顔写真つきを交付。平成十六年二月二日に福岡県志免町役場から、住基カードの落とし物

があるとの連絡があった。市民課職員が本人に連絡し、面接をした結果、別人がカードを

申請し取得したということが判明をしております。市では、虚偽の交付申請による交付と

考え、警察署に通報したという事件が佐賀県で行われております。

ですから、別府市でもこういう事件が起こらない対応策としてどのような対応をしてい

るか、お伺いをいたします。

ｏ市民課長（板井要治君） お答えいたします。

別府市では、昨年八月の住民基本台帳カードの交付開始当初から、成り済ましによるカ

ード不正取得防止のため、まずカード交付申請に来られた際に運転免許証など本人を確認

できる顔写真つき公的身分証明書の提示を求めて、申請者の本人確認を実施しております。

さらに、市民課の中で写真を撮影いたしまして、その写真を申請書に添付することも後々

に取りに見えるときの確認にも使っております。

また、申請者が顔写真つき公的身分証明書を持参していない場合でございますが、その

場合は照会回答書を申請者の住所地に郵送いたしまして、申請者はその回答書を持参した
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ことで本人確認ができたものとみなします。窓口で住基カードを受け取るわけでございま

すが、その際も回答書の提出と同時に健康保険証や年金証書などの提示を求め、場合によ

っては家族構成や家族の生年月日等、本人しか知り得ない情報をお聞きいたしまして、本

人確認をしております。

また、その照会回答書の郵送方法といたしまして、申請者本人が直接受け取れるように

配達記録郵便により郵送しております。

なお、従来の住民基本台帳法の施行規則及び同法の事務処理要領では、照会回答方式に

よるカード交付時の本人確認は、回答書のみであったものを、国が今回の事件を契機に本

年三月八日付で健康保険証等の提示もあわせて義務づけるとともに、必要に応じて口頭で

本人しか知り得ない情報の質問を補足するよう定めたところでございます。

ｏ十六番（田中祐二君） 事故を起こさないためにそういう配達記録郵便、そういうもの

を取り入れたということでありますので、ぜひこれからも事故のないように、事故があっ

たわけではありませんけれども、未然に防いでいただくようにお願いを申し上げまして、

次に入りたいと思います。

次に、環境行政ということで上げております。

私は、ごみ問題を環境問題、資源・エネルギー問題の一環として廃棄物による環境への

負荷をできる限り軽減するために、廃棄物の発生を抑制するとともに、徹底した分別を図

り再利用を推進することで、限りある資源・エネルギーの消費の節減と循環的な利用を促

進し、市民、事業者、行政が共同し、一体となって環境型社会の実現を目指していること

が重要であると考えております。

そこで、循環型社会を目指すための一つの方策としての質問をしてまいりたいというふ

うに考えているところであります。先般、私もちょっと視察に行かせていただいたわけな

のでございますけれども、その中で、どうごみをなくすかということで基本計画というも

のをつくっておるわけですけれども、その市は。私は基本計画というのを見たことないの

で、「これは何ですか」ということであって、法律に基づいてということであったわけで

すけれども、とりあえず帰って質問してまいりたいと思ったのは、そういうきっかけであ

ります。

そこで、別府市では一般廃棄物処理基本計画を策定しているかどうか、まずお聞きをし

たいと思います。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

基本計画につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第六条の規定に基づき、

平成十四年三月に策定いたしております。

なお、今後につきましては、社会情勢の変化及び関連法案の制定や改廃等を勘案し、お

おむね五年ごとに見直しをする予定でございますが、見直しの際には清掃問題懇話会など
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の意見を賜りながら作成していきたい、こういうぐあいに考えております。

ｏ十六番（田中祐二君） それで、先ほども言いましたように、この基本計画をつくらな

ければならないという法律が、これは私が調べたのですけれども、廃棄物の処理及び清掃

に関する法律ということで昭和二十九年に制定をされまして、昭和四十五年に改正をされ

ているわけであります。早くても二十九年、遅くても四十五年に改正をされておりますの

で、それからすると随分たっている。その中で、今答えがあったように平成十四年三月に

つくっている。その間どうしたのかという話になるわけですね。ですから、私も視察に行

ったときにそういうものを聞かされて、「ええっ」という話になるわけですね。その点に

ついて、平成十四年三月に最初につくったということであります。ほかの都市ではすでに

もうこういうものができて、そしていかにごみを減量していこうかという努力をしている

わけですけれども、何でこの法律に基づいてできなかったのか。理由があればお聞かせ願

いたいと思います。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

平成三年に廃棄物処理法の改正で一般廃棄物処理計画で定める事項が規定され、一般廃

棄物の排出抑制のための方策に関する事項を盛り込まなければならなくなりました。平成

三年当時は可燃物、不燃物の分別収集のみの実施であり、策定が困難な状態であっただろ

うと考えられますが、策定がおくれたことにつきましては、大変申しわけなく思っており

ます。

ｏ十六番（田中祐二君） それからもう一つは、この法律の中に第六条の五にこう書かれ

ているのですね。「市町村は、一般廃棄物処理計画を定め、またはこれを変更したときに

は、賃貸など、これを公表しなければならない」ということであるわけです。ですから、

私の手元に、次長がこうやって「一般廃棄物処理基本計画」を渡していただきましたけれ

ども、当然これもつくった時点で各議員なりほかの行政機関に配布すべき、そういう情報

公開が全くなされてないということも問題になるわけですね。先ほどもおおむね五年を経

過してこれをつくり直したいと言いますけれども、これも基本計画も中身として、これは

清掃課だけでつくったというのは、後ろを見たらわかります。ここに最終的に発行年月日

で平成十四年三月、編集・発行、別府市生活環境部清掃課ということで、清掃課自身がこ

れをつくったわけですね。ですから、先ほどの、これから先は懇話会でつくっていきたい

ということもありますけれども、ぜひ一つは、こういう情報発信をするべきだというふう

に考えますし、その基本計画についても時代の中で、これは中身を見ますと、具体的に何

もごみ処理についてどう減らすとか、市としてはどうするとか住民にはどう求めていくと

か、具体的なものがないのですね。私が視察に行ったところは、やはりごみをいかに何年

度、例えば平成十年をめどにして、そこから三〇％減らそう、そのために具体的にはどう

するかということを、この基本計画に載せているわけです。実際、この基本計画の中身を
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見ますと、全く具体的なものがないというような状況で、別府市のごみ問題を含めてどの

ように考えているのかと少し疑問に思いますので、ぜひこの基本計画をきちっとしたもの

にして、そして皆さん方に情報公開として出すべきだというふうに考えますけれども、そ

の点はどうですか。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

確かに手づくりであったがために、ただ項目だけを載せているような計画書でございま

すが、今後の次回の見直しの際には、排出抑制のための方策等、関係の項目を盛り込みま

して、新しいものを作成したい、このように思っております。

それから、また関係機関の配布や公表につきましては、認識不足で大変申しわけなく思

っております。遅くなりましたけれども、十四年三月作成の分につきましては、直ちに配

布させていただき、見直し策定の際にはこのようなことが二度とないよう十分配慮してい

きたいと考えております。どうも大変申しわけございませんでした。

ｏ十六番（田中祐二君） それでは最後に要望ですけれども、先ほども言いましたように、

おおむねこれは、ほかのところも五年ということで、ほかの都市も五年で改定をしたいと

書いておりますけれども、先ほど言いましたように、いろんな面で時代の変化が起こって

おりますので、五年と言わず早目にできればしてほしいなということを要望して、次にま

いりたいと思います。

市内の集積場所において分別排出された有価物であるアルミ缶が、行政回収する前に持

ち去られるというような状況が散見をされております。これもある都市では、そういうご

みの有価物については、市の物であるということで、条例でこれを決めているところもあ

るし、大分のように、今後問題があれば条例化をしたいというような考え方もあるようで

あります。条例化するかどうかはいろんな角度で検討してみなければわからないわけです

けれども、現状としてはそういう条例化をしているところ、さらには今からしようかとい

うようなことであるわけです。

そこで、そういう集積場所に集められたアルミ缶等について抜き取りがされようとする

中で何か対策があれば、お考えをお聞かせ願いたいと思います。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

ごみ集積場からアルミ缶が抜かれていることについては事実であり、対応に苦慮してい

るのが現状であります。資源物の抜き取りを発見した場合には、職員が本市のリサイクル

の趣旨を説明して理解をしてもらっているわけでございますが、この抜き取りにつきまし

ては、近年全国的な問題になっているものであります。

問題の一つに、ごみ集積場に排出された資源物が無私物となるために、だれの物になる

かというのが、ちょっと問題になっているところでございます。また、法解釈にも統一さ

れていない状況でございます。取り締まりには条例の制定等が必要になると考えています
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が、慎重に対応していかなければならない問題だと認識いたしており、現在、関係課と協

議をしているところでございます。

ｏ十六番（田中祐二君） 本当にだれの物かわからない中で、条例制定するのかどうか、

いいかどうかも今から課題として協議をしていくということでありますので、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。

不法投棄ということでも上げております。これはごみの減量を対象にして、できるだけ

ごみを減量するためには対策が必要だろうということで、不法投棄の防止対策として、現

在郵便局と提携を図って情報を得ているようなことを聞いております。今度、新たにまた、

別府は観光都市ということでタクシー会社がたくさんあるわけですね。なかなか当局とし

ては目につかない分をどこでサポートしていただくかということになろうかと思いますの

で、そういう別府の特性を生かして、タクシー協会等と連携を図って、この不法投棄防止

に向けて取り組みをしたらいかがかなというふうに考えておりますけれども、それはどう

ですか。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

不法投棄対策としましては、その現場や不審車両を発見することが最も効果的でありま

す。郵便局との連携、巡回パトロールの強化等を実施しておりますが、決定的な対策がな

いのが現状であります。御指摘いただきました連携の強化につきましては、現在の連携の

あり方を含め見直していかなければならない、このように考えております。

ｏ十六番（田中祐二君） 次に、清掃業務員の関係は後にして、もう一つ、ごみをなくす

ために分別収集することによってたくさんのごみを、いわば資源ごみにしたりいろいろな

形にできるわけであります。私も視察した中で、分別七品目から十分別、十五に拡大をし

てやっているところとか、それから徳島県のこれは上勝町といいますか、これは三十四種

類の分別をやっているということで、これは新聞報道でも載っておりました。「究極の分

別」だということで紹介をされております。別府もまた、そういうごみを減らすために

は、やはり分別収集の品目をふやす必要があるのではないか。そういう計画があるかどう

か、お尋ねをしたいと思います。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

本年の四月より、缶・瓶・ペットボトルの指定袋を導入し、収集量が増加いたしており

ますが、今後の問題でございますけれども、容器包装リサイクル法の未実施部分でありま

すその他プラスチック包装容器と紙製包装容器の分別収集の実施をしたいと考えておりま

すが、現段階では市内外に選別・梱包等の中間処理をする施設がないため、実施が困難な

状況であります。しかしながら、県北で廃プラスチックなどを原料とする固形燃料のＲＤ

Ｆ製造施設が稼働するということも聞いておりますので、そういうリサイクル事業の推移

を見ながら、本市の実情に合った方法で分別収集を推進していきたいと考えております。
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ｏ十六番（田中祐二君） 実際できないということの答えですけれども、私も広域圏の関

係で清掃工場を視察したときに、ただそこで燃やすだけではなくて資源ごみとしてリサイ

クルに向けてのいわば中間施設を処理施設と一緒につくっているところもあると聞いてお

りますし、実際見ております。別府市も今、焼却場があるのですけれども、広域圏でやっ

ていますけれども、そういうことが古くなれば当然そういう中間施設みたいなことを一緒

につくっておけば、こういうことについてもできるのではないかというふうに考えており

ますので、これは要望として上げておきます。

それから次に、これも一つはごみを少なくするためにどうですかということなのですけ

れども、別府はアジア太平洋大学の学生が二千三百名おられるということで、あの袋の中

には何か書いてあります。ちょっと私もどう書いてあるかわかりませんけれども、やっぱ

りきちっと外国人向けにごみの資源の分け方、出し方ということで、きちっとしたものの

パンフレットをつくるべきではないか。たくさんの留学生がおる中でそういうことをすれ

ば、やっぱり年々学生も入れかわりするけれども、一定程度の学生というのはおるわけで、

いわば人口比率からすると東京都に次いで別府は高いということでありますので、そうい

うことについて、私が視察したところは六カ国語できちっと袋に書いております。ごみの

資源の分け方、出し方ということで中国語を初めとして韓国語、スペイン語、ポルトガル

語とか六カ国あるのですけれども、そういう考えがあるかどうか、お尋ねをしたいと思い

ます。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。

毎年四月に大学の要請を受けまして、留学生用にごみと資源の分け方、出し方などのパ

ンフを配布しているところでございます。また、本市のホームページに英語、中国語、韓

国語などのごみと資源の分け方、出し方を掲載しておりますが、今後さらに言語を対象に

したパンフをつくれば効果が上がるのではないかと、関係課とも協議をしているところで

ございます。

ｏ十六番（田中祐二君） そんなにお金もかからない事項だと思いますので、国際文化都

市でもありますので、きちっとしたものをつくっていただくように要望しておきたいと思

います。

そしてもう一つは、清掃業務の職員についてです。

清掃課の業務員の方は、毎日数十台の収集車でごみを収集しているわけでありますけれ

ども、毎日地域の中に入って市民生活に密着をしているわけであります。その中でごみ収

集業務の特性を生かして、ごみ収集職員等が市民の生活のために、安心して暮らせるよう

に、いわば救急救命技術を習得をして、そういう場に遇ったときにそういう措置ができる

のではないかというふうに考えております。その点についてはどうでしょうか。

ｏ清掃課長（伊南忠一君） お答えいたします。
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貴重な御意見をいただき、まことにありがとうございます。実は職員からも救急救命講

習を受けたらどうかという提案もございました。清掃課の業務内容を考えると、職員のた

めにも非常に役立つ技術だと認識いたしております。早い時期に受講できるよう、関係機

関と協議してまいりたい、このように思っております。

ｏ十六番（田中祐二君） それで、消防の方にお聞きをします。この救急救命士の関係に

ついて、この前も新聞でも載っていたわけなのですけれども、一般の方でも気楽に受けら

れるということで、四時間なり八時間の講習があるということでありますけれども、そう

いう内容について少し御説明願えますか。

ｏ消防署長（安部 明君） お答えいたします。

講習時間等内容については、市報九月号にも掲載しておりますが、その講習内容及び講

習時間数により区別をいたしております。三時間未満の一般講習、三時間の普通救命講習、

八時間の上級救命講習、二十四時間の応急普及員講習、四十時間の応急手当指導員研修、

以上の五種類がございます。なお、毎月第二日曜日には、消防本部四階におきまして、三

時間の普通救命講習を定期に実施いたしております。

ｏ十六番（田中祐二君） 先ほども、職員からの要望もあるということでありますので、

ぜひ関係機関と協議していただいて、いい方向に向かうようにお願いをして、次にまいり

たいと思います。

次に上げております、公用車の関係であります。

三菱自動車製の公用車の現状と今後ということで上げておりますけれども、皆さんも新

聞報道で御存じかと思いますけれども、整備不良が原因と、大型車のタイヤの脱落事故の

責任を回避してきた三菱ふそうトラックバスは、構造上の欠陥を認め、リコールを届けた

と。同社の母体である三菱自動車は、四年前にもリコールにつながるクレーム情報の隠ぺ

い事件を起こしております。大型車のタイヤの脱落が初めて確認されたのが、一九九二年

と言われております。一九九九年には広島県内で高速バスのタイヤが脱落をした、そして

二〇〇二年一月には横浜市でトレーラーのタイヤが脱落して、歩行中の母子が直撃を受け

まして、三人が死傷するという惨事が起こっております。会社側は、対応は、事故直後に

タイヤと車軸を結ぶハブの有償交換を発表しておりますけれども、二月には一部の無償交

換、十一月には七万台を超す無償交換に変わったということで、そのものが原因ではなか

ろうかということであったわけであります。そういうことからして、このハブの設計に問

題があるという可能性を示すものが、社内の調査でも把握をされておりますし、技術者も

ハブの破損と整備不良との関係は薄いとの報告書をまとめていたにもかかわらず、表向き

には整備不良に起因するという主張で、責任をユーザーや整備業者に転嫁するような説明

を繰り返しておるわけであります。しかし、脱輪事故が起きて十二年、母子死傷事故から

二年、リコールの届けが遅過ぎる。少なくとも社内調査で構造上の欠陥を把握した時点で
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届け出るべきだというような批判が起こっております。また、その会社に関係する者が強

制捜査を受けまして、そして国土交通省に虚偽の報告をしたということで起訴もされてお

ります。

このような中で、三菱自動車の公用車が別府市にもあると思います。そのものについて

まず現状についてお答えをしていただきたいと思います。

ｏ総務課長（三ヶ尻栄志君） お答えいたします。

別府市が保有しています車両台数は、九月一日現在で二百八台となっております。御指

摘の三菱自動車につきましては、総数が三十台で全体の一四・四％となっております。こ

の内訳を申し上げますと、軽四貨物、ワゴン、バンでございますが十七台、じんかい車、

パッカー車になりますが五台、消防自動車四台、小型貨物四台、計三十台となっておりま

す。

ｏ十六番（田中祐二君） それで、その三十台につきましては、全部点検がなされている

のかどうか、その点についてお尋ねします。

ｏ総務課長（三ヶ尻栄志君） お答えいたします。

このたびの三菱自動車のリコール隠しの問題に関しましては、別府市は全車点検を行っ

ております。その結果、問題の発生はありませんでした。リコール問題に起因する事故は

未然に防止できていますが、安全性の信頼を損なったものと考えております。

ｏ十六番（田中祐二君） 今後の対応について、お答えをしてください。

ｏ総務課長（三ヶ尻栄志君） お答えいたします。

三菱自動車、三菱ふそうトラックバスのリコール隠しの問題につきましては、別府市で

は、六月十七日、当分の間指名しない方針を決定いたしております。

ｏ十六番（田中祐二君） 十分に対応していただきまして、ありがとうございました。早

速事故が、いろんな問題が起こったときに対応を行政側がしているということであります

ので、安心をしております。

次にまいります。次に、障害者の雇用についてということで上げております。

最近の失業の状況を見ますと、健常者の皆さんでも完全失業率が高い中で、さらに厳し

い中であるわけです。障害者の方の雇用についても公共職業安定所に求職登録する障害者

数は約十三万二千と、過去最高となっております。また障害者の解雇届け数も高水準であ

り、二千五百十七名が解雇されているというような状況もあっております。

障害者の雇用については、民間企業の障害者の法定障害者の促進に関する法律で、常用

労働者がおおむね五十六人以上の企業は、常用労働者数の一・八％に当たる身体的障害者

を雇用しなければならないという定めがあります。そういう厳しい中で、現在障害者の皆

さんの雇用促進については、別府市としてはどのように進められているか、お尋ねをいた

します。
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ｏ障害福祉課長（安部 強君） お答えいたします。

現在、障害者の方より就労について相談があった場合ですが、就労相談などの専門機関

でありますハローワーク別府それから大分障害者職業センター、これは法に基づいて設置

されました独立行政法人となっております。これが各都道府県に一カ所設置されるように

なっておりますが、大分県の場合は別府市に設置されております。これの業務につきまし

ては、障害者に対する職業指導、講習、それから訓練や事業主への助言・指導などが行わ

れておりますので、相談者へ紹介するとともに、ハローワーク別府が行います障害者の就

職面接会、これに障害福祉課の職員、これは手話通訳者になるのですが、これを派遣し、

就労への支援を行っております。また、ハローワークや障害者団体などで組織いたします

障害者雇用連絡会議、それから養護学校などの教育関係機関、それから障害者を受け入れ

ている事業所などで組織いたします別府地区障害者進路支援地域推進協議会に参加しまし

て、情報交換などを行っております。そういうことで、障害者の雇用の促進を図っている

ところであります。

ｏ十六番（田中祐二君） 現状は確かに理解をしております。できるだけ障害者の皆さん

の雇用の促進を図るために各方面にぜひ働きかけを、これ以外に働く場があるところがあ

ればよろしくお願いをしたいと思います。

そこでもう一つは、市役所の障害者の採用について、若干私も疑問にあるところがあり

ますので、お尋ねをしたいと思います。

先ほども申しましたように、障害者の皆さんは法律によって雇用が何％だということで

決められておるわけであります。官公庁の障害者の雇用率と、それから別府市職員での過

去五年の法定雇用率及び算定方法をお伺いしたいと思います。

ｏ職員課長（阿南俊晴君） お答えいたします。

まず、官公庁の法定雇用率でございますが、二・一％でございます。それから、過去五

年間の別府市の法定雇用率でございます。平成十二年度が二・一七％、十三年度二・一二

％、十四年度二・三三％、十五年度二・三五％、今年度におきましては二・一八％と、い

ずれも法定雇用率は上回っております。

また、雇用率の算定方法でございますが、まず身体障害者の数を常勤職員の数から除外

職員の数を差し引きまして出た数で割ったものが雇用率ということになっております。

ｏ十六番（田中祐二君） 最近、退職者も多いわけでありますね。そういう障害の方もや

めていっているということで、そのことがどういうことになっているか。いわば法定雇用

率の低下につながっているのではないかとお聞きをしたわけですけれども、大方二・一％

を守っているようでありますけれども、そこで、雇用率の算出で除外職員ということを今

申されましたけれども、どのような職種を指すか、お尋ねをしたいと思います。また、過

去五年間の障害者の職員採用の状況をお尋ねいたします。
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ｏ職員課長（阿南俊晴君） お答えいたします。

まず、除外職員でございますが、障害者の雇用の促進等に関する法律施行令、この中で

消防吏員ということになっております。

なお、昨年までは特別職それから保健師、看護師、保育士、教員、こういう職種が除外

職員ということになっておりましたが、今年の法律の一部改正によりまして、除外職員扱

いではなくなったということでございます。

それから、過去五年間の身体障害者の採用状況ということでございますが、今年度、身

体障害者枠で採用試験を行っております。十三年度、十四年度に一名ずつの身体障害者の

採用を行っているというのが現状でございます。

ｏ十六番（田中祐二君） その前にちょっと、採用について今お伺いしましたけれども、

この市報を見てみますと、別府市職員を募集するということで、上級職員については、

「身体に障害を持つ人も受験ができ、運転免許は問いません」ということが書かれており

ます。しかし初級者については、これは書かれてないのですね。今、どなたでも受けても

いいのですよということから、こういう募集の中でも身障の方にも受けてくださいという

ことでありますけれども、それがなぜかしらん、初級者のときには抜けているのですけれ

ども、これはどこか理由があるのですか。

ｏ職員課長（阿南俊晴君） お答えいたします。

今年度の採用の募集、手法につきましては、上級それから初級、中級は身体障害者等も

受けられますという形で掲載をさせていただいております。これまで十六年度、十五年度、

こういう部分につきましては、上級職の部分については市報で掲載をされております。た

だ、初級、中級職については、これはスペースの関係、ちょっと私ども、わかりませんが、

大変啓発をしなければならないときにこういう部分が載ってなかったということ、詳細等

につきましては、職員課の方にという話－－問い合わせ先等は－－こういうことで書かせ

ていただいておりますので、今後こういうことのないように気をつけたいと思います。

ｏ十六番（田中祐二君） ぜひ上級だけではなくて、そういうことが起こるというのは、

どうしても私には納得できないのですけれども、とりあえず今後も気をつけていただいて、

必ず載せていただきたいと思います。

そこで、先ほどの問題に入ります。採用枠については、先ほどの答えで平成十三年と十

四年で一名ずつ採用しております。それで、特別枠で例えば採用するときに、常時の採用

をするときは、先ほども言われているように市報で身体障害者の方も受けられますよとい

うことが記載をされております。そのことからすれば、そのときに特別枠がないときは、

実際採用されてないのですね。ですから、平成十二年と十五年は採用されてない。それで、

特別枠という形でこれが市報に載ったときには、これは特別枠ですから、必ず採用するの

だろうということであります。ですから、若干名ということで昭和五十一年四月二日以降
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生まれで身体障害者手帳の交付を受けていて介護の必要なく、事務能力を有し、最終学歴

が高等学校以上を卒業または卒業見込みの人という特別枠を設けているわけですね。です

から、採用するかせんかはそっちの考えですけれども、常時募集をしたときに、 「受け

てくださいよ」と。受けたけれども、結果的には採用がなければ、今の記述からすれば採

用がないのですね。特別枠のときはあるということからあれば、どういう言い方をすれば

いいか、例えば特別枠のときは必ず採用する。ですから、特別枠がないときは、例えば市

報の書き方として、今回は採用がありませんといえば、受けても採用はありませんという。

表現は別ですけれども。ですから、ちょっとそういうことからすれば、受けたわ、特別枠

がなければ通らないということになれば、ちょっとどうかなと私は考えておるのですけれ

ども、それらは、ちょっとほかの都市なんかのを見ないとわからないのですけれども、今

の時点でちょっと疑問に考えておりますので、そこのところをお尋ねしたいのですけれど

も、どうでしょうか。

ｏ職員課長（阿南俊晴君） お答えいたします。

まず、採用の試験におきましては、一部の職種を除きまして身体に障害を持つ方、広く

やはり受験をしていただきたいということから、私どもも募集要項の中で募っております。

実態として採用されなかったと、これは結果でございます。ですから、一般の方と障害の

ある方、それぞれを平等に私どもは受験をしていただく。そういう中では同じような、平

等にまた試験の採点をするということで、結果としてこういう結果があらわれているとい

うことになっているのが現状でございます。

ｏ十六番（田中祐二君） ですから、結果的にはそういうことなのですけれども、市報の

載せ方としてどういうのが一番いいのかなと考えるのですね。それで、最初に市報に載せ

てくれということは、一般質問で私は言いまして、ちょっと責任を感じているところもあ

るのですけれども、それでやっていただいたのですけれども、結果的には上級だけである

ことが、今初めてわかったのですけれども、受験はしたわ、採用枠がなかったら、結局落

ちるわけですね。成績次第によっては、現実に平成十二年、十五年で特別枠がなくて応募

して、結果的には優秀ではなかったから落ちたのだろうとは思いますけれども、その時点

で障害者の方が受けたかどうかというのは、わかるのですかね。その点はどうなのですか。

ｏ職員課長（阿南俊晴君） 募集につきましては、健常者と同じような扱いになっており

ますので、特に身体でもいろんな、車いすに乗っているとか腕が悪いとか、いろいろなそ

ういう部分で私どもで判断がつく部分であればわかるわけですが、実態としては障害者が

受けたかどうかというところは、まだ承知をしておりません。

ｏ十六番（田中祐二君） 延々と議論するつもりはありませんので、できるだけ特別枠と

いうことで採用していただくのは大変結構ですし、また法定雇用率をきちっと守っている

ということは、退職者が出た中でもやはり雇用率が下がる下がらんは別にして、別府市の
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姿勢としてやっぱり雇用率を守っていこうということで、こうやって平成十三年、十四年

の特別枠で採用しているということは評価するのですね、そういう意味では。ですけれど

も、その採用の申し込みのあり方として、結局今言ったような、少し私自身も矛盾を感じ

ております。受けたわ、結果的にはだめったというのは、特別枠以外はだめではないかと

いうような懸念を持っていますので、何か少し職員課も調べていただいて、ほかのところ

でどういう形で障害者の皆さんに接しているか、その検討をしていただけませんでしょう

かね。どうですか。

ｏ職員課長（阿南俊晴君） お答えいたします。

今後につきましても、法を遵守する立場から、また雇用の促進を図るというためにも、

さらに周知の見直し、こういう部分をしたいと考えております。また、障害者の方が受験

しやすい環境整備、そしてまた試験制度についても、そういう環境整備と障害者が受験し

やすい制度に努めてまいりたいというふうに考えております。

ｏ十六番（田中祐二君） ちょっと私も考え方が自分が正しいとは思っておりませんので、

ぜひ今の回答で検討していただくようにお願いしたいと思います。

あと、五分ちょっと残して、次に移るわけにいきませんので、また次にして、きょうは

終わりたいと思います。ありがとうございました。

ｏ議長（清成宣明君） 休憩いたします。

午後五時 六分 休憩

午後五時二十四分 再開

ｏ議長（清成宣明君） 再開いたします。

ｏ十二番（池田康雄君） どうも皆さん、お疲れでございます。あと六十分でありますの

で、何とかよろしくお願いします。質問項目の順に沿って進めていきたいと思います。

まず、一番最初の「いつわり温泉」という、この数カ月前から日本全国の著名な温泉地

における問題につきましては、昨日の一般質問で触れられた問題でありますので、私は一

点だけ。とにかく、「別府、おまえもか」というようなことにならないための対応は、温

泉課としてとれる対応をしておるのか。ときにこの問題は県の云々というような言い方を

行政はするのでありますが、別府の温泉課長さんに限ってはそういうことを言わずに、し

っかりと対応ができておるというふうに確認をしたいのでありますが、それでいいですか。

ｏ温泉課長（遠島 孜君） お答えします。

まことに申しわけない、言いわけになるかもわかりませんが、温泉法に基づきまして、

温泉に対する指導と同項の権限は、県条例で定められております。県と協力しながらの対

応になろうかと思いますが、その点は御理解をいただきたいと思います。

ｏ十二番（池田康雄君） いつも逃げる用意をして行政をしても、やっぱりいい話にはな

らん。だから、それはそれで、しかし別府の領域の中でいわゆる民間との連携もとりなが
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ら、できる範囲で一生懸命しているというふうに言っていただければ、私は、もうそれ以

上のことはできない。できないことを求めてないので、そこだけね。もう答弁は要りませ

んけれども、気をつけてください。いつも何か、責任逃れをするようなことだけをとりあ

えずは言っておこうというような形では困る。

それから、二点目であります。浜田温泉の復元については、この後すぐ触れますが、と

にかく浜田温泉と竹瓦温泉の老朽化に伴う耐震度等の心配がありましたがゆえに、大分大

学の工学部の教授に調査を依頼した。その報告書が、平成十三年二月でしたかね、竹瓦・

浜田温泉建物耐久度等測定調査研究報告書というのが出ていますね。あの報告書の中身は、

市長が当選される前のことであったわけでありますが、温泉課としては、そういう報告書

に基づいて市長に報告すべきことは報告しておるのですか。

といいますのは、浜田温泉はあしたにも倒れる、このままでは近隣住民に迷惑をかけか

ねんというようなことがあって、慌てて倒したということがあるわけであります。ところ

が、あの報告書を読めば、明らかに地震に対しての危険度は、ともに危険であるというふ

うになっておるわけですね。そして、ただ浜田の場合と竹瓦が違うのは、浜田の場合には、

その補強をするときにはかなりの経費も時間もかかる。しかし、竹瓦についてはこう書い

ておったでしょう。「比較的簡単な工事で耐震・安全性の確保は十分可能である」、こう

いう報告書をもらっておる。これが十三年二月ですよ。何年経過しておるのですか。そし

て、その報告書をよく読んでごらんなさいよ。そうしたら、時間がたてばたつほど経費も

かかりますし工事の時間もかかるから、速やかに対応するのが望ましいですよと。この竹

瓦についての補強等の計画さえできてないなんという状況ではないでしょうね。

ｏ温泉課長（遠島 孜君） お答えします。

平成十三年二月に報告書が提出されて以降、屋根がわらの補修等部分的な工事はさせて

いただいております。御指摘の件につきましては、対応がおくれている状況でございます。

まことに申しわけないのですが、つい先日には、文化庁より登録有形文化財の認定もいた

だきました。報告書をもとにした年次計画、これはおくればせながら早急に立てまして、

必要なところから対応させていただくような形になろうかと思います。

ｏ十二番（池田康雄君） 市長、やっぱり危険ですよと言われておる。それを、やれ屋根

がわらをよくしたとか、砂湯を保健衛生上のためにかえたとか、そういうようなこちょこ

ちょやっておるようですが、やっぱり早急にやらなければいかんことは何なのかというと

ころを踏まえて、速やかに対応すること。それがやっぱり文化財まで指定を求めた市の責

任であるというように思いますので、計画等がおくれておるということでありますが、速

やかに対応してほしいと思います。

次、続いていきたいと思います。楠港の跡地の利用問題であります。

私は、さきの議会で、わかりやすい政治を追求されている浜田市政の楠港問題においては、
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わかりにくい政治が行われているという指摘で幾つかの項目を取り上げてみました。きょ

うも前半はそのような視点から、また後半は、ただわかりにくいだけではない新たな要素

もちらほら見え始めたという内容を盛り込めて、市長に一考も二考もしていただきたいと

いうふうに思うわけでありますが、まずその前に、別府市行政がこれまで長い間海や山、

温泉、何と別府は豊かな自然に恵まれた土地ですよということを一つの観光アドバルーン

にしながら生きてきたわけですね。私の幼少期、昭和二十年代の後半から三十年代にかけ

て、別府市、関の江から両郡橋までありますが、いわゆる亀川の駅前から別大電車が走っ

ていました。いわゆる亀川駅から両郡橋にずっと電車に乗っていきますと、そのほとんど

の車窓から海岸線が見渡せておる。波打ち際まで車窓から見ることもできた海岸線を持っ

ておったわけでありますね。それが、ごくわずかといったら語弊がありますけれども、昭

和の四十年代のいわゆる高度成長期に、いろいろな時代の流れや時代の要請だというよう

なこともあるのかもしれませんけれども、一つは防災のための護岸というような兼ね合い、

もう一つはいわゆる観光港を中心とした港湾整備というような名目から、だんだん美しい

自然の海浜が姿を消してきたわけであります。

遠い昔の話をしますと、三十年代ぐらいまではいわゆる別府の縦通り、永石通りを下っ

ても、秋葉通りを下っても、流川を下っても、富士見通りを下っても、すぐ目の前には海

が広がっておった。それが今は、もうほとんどの場所では海に向かって縦通りを歩いてい

っても、海の見えない場所になってきた。これで観光都市別府のいわゆる海と山とに恵ま

れたというようなことが言える行政の進め方になっておるのかというのを、私は議員にな

ってもいたく疑問に感じておりましたし、そういう意味で前市長時代に京町の一等地に留

学生会館を建てたことに対して、私は個人的に大いに反発を感じました。その当時は、市

長は市長になる以前でありましたが、その京町の海岸線を大きくふさぐあの建物を建てる

というような市政への憤りを、市長、私とあなたは共有していたと思うのです。そのあな

たが、流川をおりた海岸線に五階建ての壁をつくるということに力を注ぐというのは、私

にはわかりにくいのです。私の知っておる浜田博とは思えないほどに、わかりづらい感じ

がする。やっぱり、今でこそ少なくなったがゆえに守らなければならない海岸線を守りな

がら、観光を再生するという意欲を持った市長を私は心から支援したいと思っております

し、支援していきたいと考えておるわけでありまして、観光再生を何によるのかというと

ころあたりが、ぼやけていくような気がしてならんわけであります。

このような運びが、やっぱり楠港の問題だけではなくて、浜田温泉の復元に対しても見

られるわけでありますが、先に楠港を進めて、後でもう一回浜田温泉の復元に戻りたいの

でありますが、幾つかわかりやすい政治を標榜されている別府市政、浜田市政が、私から

見るとわかりにくいところに歩を進めていっておる。その具体的な事例を六月に挙げたわ

けで、六月に挙げてない部分からきょう見ていきたいと思うのでありますが、今言いまし
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たね、海岸線。あの京町の海岸をふさいだ。あの通りの私の憤りをあなたは抱くようにし

て、ああ、そうだ、おまえの感性は悪くないというふうにしてやっぱり支えてくれ、励ま

してくれたそこのところの流れが、今そのまま継続しているのかな。そこのところをもう

一回、機会があれば冷静に立ちどまってほしいなというふうに思いますね。

それから、きのう市長さんが答弁の中で言われたことで、私は人の答弁ではありました

が、ぼっと引っかかったことがあるのですよ。これは今までの私の知っておる浜田発言で

はないなと思ったのは、白紙撤回問題です。こうおっしゃいました。選定委員会の中では

白紙撤回もあり得る。私はそのとおりだと思うのですね。選定委員会というのが、応募要

綱に沿い、選定基準に沿ってそれぞれ相対評価、お互い元教員ですから、相対評価とか絶

対評価という用語がストレートにつながると思うのですが、相対評価や絶対評価を加えて、

そうして平成十二年の中心市街地活性化基本計画や楠港埋立地の理念とのそういう整合性

を考えて、総合的に絶対的に評価したときにどうなるのかというような視点が持てるよう

な委員会であれば、私は白紙撤回もあり得る健全な選定委員会たり得たと思うのですね。

ところが、一方ではそのように選定委員会では白紙もあり得ると言いながら、よく見る

と、そのプロセスの中で白紙撤回がないように持っていってしまっておるという側面が見

えるのですよ。それは一つ何かというと、その中に入った行政の代表が、「一社選んでく

ださい」と言って叫んだという話だとか、それから市長が若草で市政懇談会ですか、やっ

たときに、次の日の六月十二日の新聞を見ましたら、一、二社に選定委員会が決めてくれ

たら、その後は私が云々というような、いわゆる選定委員会があっておる最中に、選定委

員会に対してそのような間接的な発言をしていますし、それから、さきの議会でも出しま

したが、楠港埋立地に対する別府市の考え方。これは八月二十四日以降に出たものではあ

りませんからね、選定委員会があっておる八月二十四日以前に出たものであります。前の

六月議会だったと思うのですからね。この六ページにどう書いておるかというと、こう書

いておるのですね。「この委員会は、応募企業のうち最も中心市街地を活性化すると考え

る企業一社を選定していただき、それを市長に報告していただくことを目的としていま

す」。つまり白紙はないのだというに等しい表現を、いわゆる別府市の考え方として入れ

てしまっておる。

だから私は、本来的には市長さんは、選定委員会に純粋に、とにかくいろんな意見があ

るはずですから、いろんな意見を討議して論議してください。そして、場合によっては相

対的に順位をつけて考え、またその中で絶対的評価を加えながら、それが本当に今の楠港

の跡地に来る企業としてふさわしいのかどうか、絶対的にも評価してください。そして、

もし十分今のいろいろな別府市のこれまでの経緯に矛盾しない企業であれば、私に答申し

てくださいというのが、僕は、その選定委員会をおつくりになろうとしたその時点での市

長さんの思いだったのだろうと思うのですね。それが、市長さんの思いのほかに幾つか展
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開があったりして、いろんなところでいろんな発言が加わってね。一議員の発言であれば、

本会議でしゃべって議事録に残るぐらいがせいぜいで、余り活字になって残らんわけであ

りますが、市長さんの立場になりますと、あそこでどう言われた、こっちでどう言われた、

こっちでああ言われたというのが活字になって私の手元に届いてしまう。皆さん議員のと

ころに届いてしまうわけですよね。だから、その辺にそごがあると、やっぱり非常に後か

らいろいろな問題を生じてくるので、絶えず言っておることとの間に整合性はあるのか、

矛盾はないのか。あればあったで、速やかにどちらかを訂正するというような、僕はそう

いう誠実な歩み方をしてほしいと思っております。

あと、幾つもあるわけでありますが、これはちょっと市長さん、違うのではないのとい

うふうに思えてならんところがあるので、まあ、聞いてください。

選定委員会から答申が出ました。その答申では、さっき、先輩議員が鋭く指摘をなされ

ておりましたが、あの答申書では、選定された企業が他の企業よりもどういう点ですぐれ

て、どういう面で劣っているのかというのが、全く理解できません。不明瞭ですね。また、

その選定された企業が、選定基準や応募要綱の各項目においてどのような評価を受けたが

ゆえに選定されてきたのかという、そのプロセスも全く理解できませんね。また、あの報

告書では、選定委員会が、選定された企業の事業計画のどの部分が中心市街地を活性させ

るというふうに判断をしてその会社を選んだのかということもわかりませんし、例えば交

通アクセス一つとっても、他の企業よりもどの部分がすぐれているのかというようなこと

も全く見えない。だから、そういう答申を受けた市長さんは、困ったなと思われるのが当

然という認識が、僕の認識なのですよ。とりあえず、どういうことで選んだのかな、どう

いうことでここがいいというふうにこの人たちは選んだのかなということをわからないも

のをいただいて、ところが市長さん、市長さんは困っているように僕には見受けられんの

ですよ。というのは、「ここからが私の出番だ」みたいな、そういう発言をあなたはなさ

る。そういう意見を聞いて、そこから私たちが議員の皆さんや市民の意見を聞いて、ここ

からが私の出番だみたいに発言されると、市長さん、これはちょっと違うのではないか。

ちょっと冷静になって、もうちょっと状況分析してほしいなというふうに強く思っていま

す。だから市長さんは、むしろ困っておる状態ではないのかなと思うのですが、何か余り

困っておるふうにも見受けられんので、僕が困っています。（笑声）

そうして、これもちょっとどなたかが触れたのですがね、昨日来の助役の答弁それから

市長さんの答弁の中で、こういうことが出てくるのですね。「いや、それはこれから詰め

ていくのです」、助役さんはこうおっしゃっている。そして助役さんは、また、「いや、

今お答えできる状況にはないのです」、こういうふうにおっしゃるのですね。それで市長

さんは、「これからしっかり議論をしていきたい」とか、「案をしっかり整理していただ

いて、そしてこれから詰めていくのです」みたいな、「これからなのです、これからなの
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です」。本当ですか。

いいですか。ちょっとそれなら、質問ですから、僕がしゃべっても、これはちょっと話

が違うぞということになる。これから議論して、これから詰めて、それなら、どのぐらい

には詰まるのですか。どなたか答えてください。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

きのうも答弁をさせていただきました。企業の選定報告をいただいて、私どもはこれか

ら協議をしていきたいということを確かにお答えしております。いつまでかということで

ございますが、私どもは、この協議が整うのはいつという限定はいたしておりません。企

業と十分話を詰めて、成立すれば議会の方に御提案させていただきたい。そういった思い

でお答えをさせていただいたところでございます。

ｏ十二番（池田康雄君） 期限がつけられない、決まらないのではない。できないのです。

（発言する者あり）いいですか。なぜ。それは選定委員会が株式会社イズミがいいのでは

ないですかとは選定したけれども、まだ決定したわけではないのですよ。決定したわけで

はない企業は、決定したわけではないのですから、次の動きはできないのですよ。つまり

企業自体も、次の動きの詰めができないのです。できない段階の株式会社イズミに対して、

この話はどうなるのか、この話はだめだ、もうちょっと詰めてくれなければ、私らは市民

に説明できん、議員に説明できんといったって、決まってない企業が次の手を打てないわ

けですから、決まらないですよ。そういう決まらないものと詰めていく、詰めていくって、

何か時間さえくれたら詰まるみたいな言い方をするのですが、間違いないですか。僕の言

うことがおかしいですか。

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

私どもは、今回の選定委員会からの選定につきましては、企業のプレゼンテーションに

よるところでございまして、この具体化というのが、非常にまだ詰まっておりません。企

業のやはり詰めた計画について話を詰めていきたい。まだ煮詰まってないところが多くあ

ろうかと思っておりますので。

ｏ十二番（池田康雄君） いいですか、助役さん。詰まっていない、詰まっていないみた

いにして、何か何日かたったら、あるいは何週間かたったら詰まるみたいな言い方をされ

ますが、本当に何週間か何カ月かたったら詰まるのですか。詰まらんのではないですか。

煮詰まらんのではないです、煮詰まりようがない。例えば八十社ぐらいのテナントを入れ

るのでしょう、予定としては。どういうテナントが入るのですかなんかいう話は、決まっ

てから募集するのでしょうが、イズミも。私のところは別府に出ますよ、出ることになり

ました。あなたに来てくれませんか。出そうなのですが、あなた方来んかみたいな、そん

な話にはならんでしょう。そういうようなところをもうちょっと整理しながら行政も進ん

でいかないと、僕は元国語の教員ですよ。その国語の教員でさえ、何かこう商売とか何と
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かいう流れが全くわからないながらも、今みたいな行政の進め方では、やっぱり素直に、

真摯に市民から預かった土地を有効に最大限利用していく誠実な行政の進め方をしようと

いうふうに認識できんのですよ。だから、もうちょっとその辺は、煮詰まらんことをあた

かも煮詰まるかのように錯覚しておる。そして、もし信じ込んでおるのだったら、虚偽の

答弁になっていくことにもなりかねんですからね。その辺、僕が何を言っておるのか。ち

ょっと僕は、今血が上がってきましたが、冷静にぜひ考え直してみてください。

それから、昨日、市長さんはこうおっしゃいました。市長さんはずっとこういう思いで

おられる。そして、私はそのことを疑ってないのですが、だけれども市長さん、もうちょ

っと順序よく考えたら、こういう発言というのは、今できないのですよ。市長さんはこう

おっしゃった。私の思いは、皆さん方と変わらんですよ。これほど今沈滞したように見え

ている中心市街地を何とかしたいのですよ。見てごらんなさいよ。シャッターが閉まると

ころもふえておるではないですか。私は、このシャッターを開けたいのですよと。

開けたい思いでやったことが、おりるシャッターがふえるという危険性があるから、多

くの人たちが心配しておるのですよ。だから、そういう心配しておる人たちに、こうこう

こうだから大丈夫なのですよ、あるいは、こうこうこういうふうにしてというような、い

わゆるわかりやすい行政の立場としての思いをぶつけて理解をいただきながら行政という

のを進めてほしいのですよ。ただ「私の思い」で閉まったシャッターを開けたいのだと。

わかる、気持ちは。それは僕も手伝えるのなら、行って開けるよ。だけれども、結果とし

て今よりもシャッターがぽんぽんおりるということがあるからこそ、反対しておる人たち

もまた多いのだという、何も難しくないそういう事実をやっぱり冷静に受けとめて、そう

いう方たちに一緒に本当にシャッターを上げようではないかと呼びかけて、一緒に本当、

上げさせてくださいというような流れにこれまで持ってくる努力がどれだけなされたかと

いうことですよ。そこらあたりがやっぱり飛んだまま、行政の長としてこの「思い」だけ

を述べながら行政を進めても、反対者の数は減らない。

だから、やっぱり反対の人たちの理解を得るためにはどうしなければいかんのかという

ところを、やっぱり市長の周りには何人もおるわけですから、あなたたちはもうちょっと

知恵が出ないのですかね。僕は、もうちょっと、それこそ優秀な方たち－－ちょっと私も

入っていますが（笑声）－－そういう方たちが周りにおるのですからね、やっぱりしっか

りね。物事というのは、やっぱり順序があるのだということ、そしてその順序どおりにい

っておるかということ。逸脱した部分があったら、それをどうやれば修正できるのかとい

うようなことなどをやっぱり研究しながら進めんと、ただ猪突猛進のように突っ込め、突

っ込め、突っ込め、突っ込むことが市長のためだというふうにして、何かおかしなところ

に市長のみこしを引っ張り込むような気がして僕はならんのです。僕にはもう本当、本当

にまともに王道を歩いておるようにはとても思えません。と、僕はなかなか市長とゆっく
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りお話しする機会がないので、こういう場を借りて僕の思いをぶつけておりますけれども

……。

ちょっと細かく……、十二、三分は浜田温泉でとっておきますのでね、それまで。先ほ

ども何人かの方が八百万という問題に触れました。集客予定八百万というのですよ。八百

万というのを僕は計算機でたたいてみました。三百六十五日で割ったら二・二万人ですよ、

一日。ところが一週間、月曜日と日曜日も含めてなべてみて二万人なんというそんなこと

は考えられんわけです、平日と土日とは違うわけでしょうから。そうすると、この数でい

くと平均、三百六十五で割ったら二・二というときには、平日はどのくらい、土日はどの

くらいと見るのが、いわゆるプロフェッショナルの見方なのですか。ちょっとどなたか…

…。

ｏ商工課長（中野義幸君） この割合でございますが、これはイズミにちょっと聞いたと

ころでございますけれども、（「株式会社イズミ」と呼ぶ者あり）平日につきましては、

大体一対四ぐらいの割合で、四ぐらいが結局週末ということで、週の中につきましては一

ぐらいの数字だというふうに聞いております。（「前置きはいいから、だからどうなった

ら、どうなの」と呼ぶ者あり）（発言する者あり）

ｏ助役（大塚利男君） 八万百人の推定については、イズミの方には、どういったことか

ら八百万人という数字を割り出したのかということでお聞きしましたが、その中で、中津

市が別府市と比べて五百万人、その五百万人についての数字の出し方について聞いており

ますので、（「助役、ちょっと違う。そんなことは聞いてない。議長」と呼ぶ者あり）

ｏ十二番（池田康雄君） 聞いてないよ。八百万はうそと言わんのだ今、僕は。とりあえ

ず株式会社イズミさんが八百万と言っておるときに、それを三百六十五日で割ったら二・

二万人になる。しかし、ウイークデーと週末とがある。そのときにはウイークデーにはど

のぐらいで週末にはどのぐらいと見るのが、通常のベースなのですか。それを国語の教員

でわからんから聞いておる。だけれども、乱暴に二・二万人の平均を勝手に、僕の、何の

根拠もない、勝手に。根拠のないのはあなた方が得意だけれども、（笑声）僕も根拠のな

い、平日一万とやったときに、週末は五・二万人ぐらいになるのです、五・二万人ぐらい。

八百万ということをベースにして考えたときよ。そうすると千六百台の収容があるのです、

駐車場。そうすると、そこで五万何人が来たときに五万何台の乗用車にならんから、どの

ぐらいで乗用車は計算するのですか。僕のこれまた根拠なく、乱暴に。電車で来る人、バ

スで来る人もひっくるめて四で割ってみたら一・三ぐらいになった。つまり一万三千台に

なった。まあ、それが一万でもいいわ。一万三千台になったときに駐車場が八回転するの

です。一万人のとき六回転以上するのです。そうすると、流川から直進してきた一信号の

ときに何台入るのか、右折した車が入るときには一回の信号で何台入るのか、右折のとき、

左折のとき。そんなことはその気になって調べれば大体わかる。そうすると千六百人がと
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りあえず入るときには、どこからどこまで並ぶのか。そうしたら、週末の一万三千来たと

き、あるいは一万来たとき、八千来たときにはどうなるなのか、今の道路事情のときに。

そういうのをやっぱり真剣になって考える時期ですよ、もう。北浜のところに立ってカウ

ントして、信号が一回のときに自動車が何台通ったといって、こうやってやれば済むこと

だ。だけれども、とてつもない渋滞という状況が浮かぶのだが、それの対応はちょっとや

そっとでできんですよ。

まあ、いいです、きょうはその辺がメインではない。とにかく幾つかの事業計画がある

けれども、それは株式会社イズミが言っていることです。それはそうです、イズミはイズ

ミとして進出しようとしてこのように。何の根拠もないわけにいかんから、ある程度の根

拠を持ちながら言っておる。

はい、聞かせてください。市外観光客三百五十万。その内訳を聞いたら、こう答弁しま

した。観光客が別府市に一万一千人来た。その一五％が観光客として来るのではないかと

いうところで百六十五万、それを百六十万と想定しています。その他が百九十万想定して

おる、別府市以外、観光客以外。その他が百九十万というのは何ですか、その他。

ｏ商工課長（中野義幸君） お答えいたします。

八百万人の内訳でございますが、市内が四百五十万人、御指摘のように観光客が百六十

万人、そしてその他の別府以外の市町村から来別するのが百九十万人というふうにイズミ

は想定いたしております。

ｏ十二番（池田康雄君） いいかい、よく聞いておいてよ。よく聞いておいてくださいよ。

ここにあなたたちが出した。これは大きなタイトルですよ、この間も言ったけれども。

「楠港埋立地に対する別府市の考え方」。その補助資料として、ここに平成十四年度の大

分県が出した消費者動向調査があるね。いいですか。

ｏ議長（清成宣明君） 十二番議員さん、十二番議員さん。少し南寄りに寄ってあげてく

れませんか。十一番議員さんがちょっと迷惑しています。（笑声）

ｏ十二番（池田康雄君） それで、私が大胆な拾い出しをしました。どういうことをした

かというと、さっき僕が、杵築にもできる、宇佐にもできる。商圏がダブっておる。百九

十万、三百五十万云々みたいなところは、もう状況が変わっておるのではないかと言いま

したが、まあ、僕はとにかく豊後高田、杵築、宇佐、大田村、真玉町、香々地、国見、姫

島、国東、武蔵、安岐、日出、山香、湯布院、それらの大分に流れている客が、一〇〇％

大分には行かんで別府に来た場合、それで何人ですか、商工課。僕は、それが当たるから

といって、言っておるので計算してみましたか。

（答弁する者なし）

ｏ十二番（池田康雄君） それで最寄り品、最寄り品で今の市郡市が大分に行くのが一〇

〇％別府に来たときに、その人数は百五十一人。いいですか。買い回り品で大分に行く人

－８０－



間が全部来たとき二千二百六十六人。つまり合わせて二千四百十七人。これに、まだ別府

に今入り込んでおる人間が、みんなその某企業に行ったとしたときには、これの倍近く。

それでも五千、六千。それが、また宇佐にでき、杵築にできた。減ることこそあれ、ふえ

ることは難しい情勢の中で、あなたは今何と言った。百九十万が市外からの入り込み客。

観光客でもない。僕は五千だ、一万だ。その一万が、減ることはあってはふえることはな

いというのだ。一万と一万三千とかいうのならわかるけれども、百九十万と一万の差はど

うやって説明するのですか。（「助役、選定委員会で協議したのでしょう。あなたが答弁

しなければ……」と呼ぶ者あり）

ｏ助役（大塚利男君） お答えいたします。

選定委員会では、この件については議論は行っておりません。これは企業からの提案だ

けでございまして、これについての議論は、選定委員会では行っておりません。ただ、別

府市の考え方については、別府市からそれぞれの立場から述べさせていただいた経緯がご

ざいます。

ｏ十二番（池田康雄君） これは選定委員会で議論してないというのは、わかりました。

議論をしているのが何かを言ってもらった方が早いぐらいでしょうからね。あれも議論し

てない、これも議論してないという話を今聞いてもしようがありませんのでね。ただ、市

長、僕がきょう言いたいのは、やっぱり選定委員会が、この企業はいいですよ、この企業

にしなさいという以上は、この企業が提示しているところの問題点なりわからない、わか

りにくい点なりをやっぱり精査しながら市長に勧めるというようなことがあってもいいの

ではないかな。そういうものも一切吹っ飛ばして市長がもらって、これからがおれの出番

だというのは、やっぱりちょっと違うのではないですか。だから、市長は困ってください。

困るのが市長の状況ではないかなということを、こういうような幾つかの相似というのは、

非常に都合がいい。非常に大きな武器にもなるし、しかし使ったがゆえに、よくわかりも

しないで使うと大きな落とし穴をかぶるということにもなる。これは何のことはない、別

府市の考え方であなた方が出した資料です。あなた方の出した資料をもとにして、僕は今

しゃべっておる。僕が勝手に引っ張ってきたら、あなた方は持ってないけれども、あなた

方がつくった資料に基づいて僕がしゃべっておることに対して、何か二の句が継げんよう

な状態というのは、やっぱりお粗末。

いいですか、もう一回言いますよ。あなた方が出したものですよ、あなた方が出した。

これ見よといってつけた資料。いいですか。だから、そういうところでもうちょっと自分

が出した資料は、本当は何のものなのか。そして、本当にこれで今これは出すべきなのか。

これを楠港に添えて出すべき資料なのか。その辺の吟味も不足しておったのではないかな。

ただ、やはり見てごらん、別府市はこれだけ落ち込んでよそに行っておるぞ、何とか別府

に泊まるように何か物販が来ることがいいではないですかというために、これだったら利
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用できるのではないかというような、何というかな、小売り的な資料の使い方。本当に冷

静に健全に議論を促進しようとして、そのために必要な資料だというふうにしてつけられ

た資料ではないように見受けられたので、私はちょっと意地悪かなと思ったけれども、こ

の資料をもとにしてあなたらに話をかけてみたということであります。

そして、よくこの問題で同じパイを食う論争というのがありますね。そして市長さん、

きのう、こうおっしゃったですね。競合は、私もＴという会社はそれはそれで心配してい

ますよ、私は、Ｍという会社はそれはそれで気になっていますよ、そういうようなことで、

なるべく市内の業者とは競合しないようなというようなこともお話しなさいますが、考え

てもみてください。数字の中身は別にして、言っておることは八百万のうちの三百五十万

は市外の観光客ということは、裏を返せば四百五十万は別府市の客だということを言って

おるのですよ。そういうことを言っておるのですよ。ということは、市内で四百五十万人

の客を集客するということは、一年間に市民一人が年間三十六回行くということを意味す

るのですよ。もうじいちゃんもばあちゃんも、みいちゃんもはあちゃんも、みんな連れて

三十六回全員が訪れた数が四百五十万という数ですよ、十二万五千として割ったときに。

それで競合しないというようなやっぱり状況をつくるのは、私は極めて難しいのではない

かなと思っています。だから、そこのところもぜひお考えになっていただきたいというふ

うに思っております。

それから最後、最後ですね。跡地を売却するか賃貸にするかをまだ決めていないという

ことを、何かこう、おれはまだジョーカーを持っておるみたいな雰囲気でおっしゃられる

のが、私にはちょっと理解できにくいのですよ、市長。というのは、今回、楠港の埋立地

でいわゆる市民の皆さんの財産であるものを、選定企業等を委員会を通してやるときに、

諸情勢からやっぱり売りたいのだとか貸したいなというようなことは、僕は比較的早い段

階でおっしゃるべき中身ではないのかなと思えるのですよ。それを、ある企業とのやり取

りの中で売るか貸すかというようなところでの中身ではない。私は、今のいろんな別府市

の情勢、今後の展望等々を含めて、何かその辺は比較的早い段階でいわゆる幹部等が話し

合って、こうしたい、ああしたいと言うべき中身なのではないかなというふうに思えます

ので、その辺もまた一遍立ちどまって考えてください。

何を思ったか、竹瓦温泉の耐震度の後に、私は浜田温泉の復元問題に行くつもりが、気

持ちがこっちこっちに入っておったもので、楠港に来ましたが、議長すみません、もう一

回浜田温泉の復元について戻させてください。

四月に六千五百万もの篤志家からの寄附をいただいて、六月議会でこうしたいというよ

うな市の一応意向を出して、常任委員会で附帯事項がつけられて、住民代表の方や自治会

等のお話を重ねながら経過しているわけでありますが、その中で私、二度ほど住民の方た

ちとの話と市の話に立ち会う機会があって聞かせていただいているのですが、この市の対
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応というのが何かこう、こうと決めたらてこでも動かん。話し合う原点をこの人たちは理

解しておるのかなというような思いに見えてしようがなかったのですが、何でそうなるの

かな、何でそうなるのかなということを一生懸命寝ながら考えてみました。そうすると、

浜田温泉というもの、旧浜田温泉館という建物の価値観というものに、やっぱり住民の方

と市の行政の方とに共通認識が持ててないがゆえに、その対応にかなり隔たりが出てくる

のかなというふうに考えてみたのでありますが、温泉課でも観光課でも生涯学習課でもい

いですが、私は、浜田温泉館という一層建ての温泉家屋というのは、日本に有数の誇れる

歴史的温泉家屋であるという認識をしておるのですが、そういう建物が九州にどのぐらい

あって、西日本にどのぐらいあって、全国的に見たらどのぐらいあって、私の思うような

存在なのかどうか、その辺はどう認識しておるのですか。

ｏ生涯学習課長（入田勝人君） お答えいたします。

今、議員さんが御指摘の分については、調査して、私どもは把握はしておりません。た

だ、旧浜田温泉は、平成……（発言する者あり）よろしいですか。

ｏ十二番（池田康雄君） 「私どもは調査してない」というのは、あなたの「ども」には、

温泉課も観光課も入っておると理解していいのですか。

あのね市長、そういうようなところで浜田温泉の復元をどうするかということの真剣な

迫り方というのは、まず難しいだろうなと思うのですよ。だって、価値観がわからんのだ

ものな。何ぼでもあるのだというふうに思って対応するのと、日本にはもう数少ない有数

のものなのだというふうにして対応するのと、そこにおのずから体温差が出てくる。当た

り前ですよ。そして、前回の会議で私と助役さんがくしくも一致したのですよ。浜田温泉

の浜田温泉たるゆえんはどこにあるのか。これはもうわけはない、湯舟から天井まで八メ

ートルもなんなんとするあのぜいたくな空間にこそ浜田温泉の命があるのだと、こう。そ

うしたら市長、復元というのは、昭和十年に建てられた姿に戻すのが復元なのです。それ

で少なくとも昭和四十一年にその中段を遮って公民館をつくった以前の姿に戻すのが、私

は復元の最低限度のことだと思うのです。その復元をしないで、何かこう、ああする、こ

うするみたいなところに行っておる。

限りある時間ですから、ここから先、僕の思いを伝えますので、ぜひ市長、真摯に受け

とめて早急に対応・検討してほしいのです。

こういう篤志家が六千五百万円もの気持ちで浜田温泉の復元ということで寄贈していた

だいた。気持ちよく復元をすべきです。昭和四十一年以前の姿に復元してお湯を張るので

す。そして、やれ県条例だ、やれバリアフリーだ、やれ湯の量が少ないと言うのなら、百

日限定、二百日限定でいい。そして湯の量が少ないのだったら、浜田温泉を一遍とめても

らって－－理解をもらって－－そして、昭和十年の温泉に戻して、別府市民の皆さんに無

料で入っていただくのです。もう百日限定、二百日限定、もう譲れないならそれでいいの
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です。そうしたらどういう効果が生まれるか、どういう状況がつくれるか。私は、私の知

っておる浜田博市長ならば、そうするのがむしろ自然なのではないかと思える、私の今言

うようなことが。そうすると、やっぱり別府市民の皆様が、亀川に浜田温泉というのがあ

るのは聞いたことがある、騒いでおったから聞いたことがある。こんな温泉だったのか。

これは何とすごい温泉だな、何と昔の人はぜいたくをしておるのだなというようなことの

浜田温泉というものの存在の認識をしていただけますし、そういう歴史的なもの、あるい

は温泉家屋という文化的なものを大事にしておるのだという別府市政の思いも、多くの市

民の皆さんには伝わるのだと思うのです。

まだ、これだけではありません。そうすると、また一方では、市長がよくおっしゃいま

す。別府八湯、それぞれの特性を生かしたまちづくり。今、別府八湯・亀川温泉なんか言

っても、ほとんど実態がないような状態なのであります。それが、そういう百日限定、二

百日限定であっても、そういうものができることによって、あるいは浜田温泉が復元され

たということによってやっぱり亀川、「別府八湯に亀川温泉あり」というようなやっぱり

一つの、それ以後は市の言うように片一方は床を張ったりするようなことになるのかもし

れませんけれども、とにかくそういうような動きの中で、私は亀川温泉というようなもの

が、やっぱり浜田温泉を機軸にして存在することを別府市民にも知っていただくことがで

きるいい機会ではないかなと思っておりますし、また、別府市制八十周年、そして浜田温

泉というのは、いわゆる別府市が、亀川、石垣、朝日、一町二村ですか、それを合併して、

そして大温泉都市別府というものになったときの記念碑的存在でありますので、やっぱり

別府市制八十周年というものと呼応して、やっぱり浜田・新市政が観光再生に立ち上がっ

たシンボル的な存在として強く市民にアピールすることもできるだろうと思いますし、ま

た、こういうような限定でいわゆる昭和十年の温泉家屋が復元するばかりか、温泉までも

楽しめるというようなことを全国に発信すれば、やっぱり別府市観光再生で老舗の温泉都

市別府が何か新しい前向きな行動を、動き出したな、始め出したなというようなそういう

動きを知らしめることもできるし、もう一石五鳥、六鳥のそういうチャンスをどうしてた

だ復元という名の、昭和十年に建てられたという建物を建てることだけで、何か満足する

かのような扱いでこの問題を済ませようとしておるのかな、私はその辺がもう全く理解で

きません。

こんな大きな、それもいわゆる篤志家の思いを一心に受けとめて、それを最大限に利用

させていただくにはどうすればいいのかという当然の帰結が、今僕が言ったようなことも

検討しながらできんのかというようなことをぜひ考えて、前向きにこの浜田温泉の問題で

対応していただきたいなというふうに思っています。もう必ずや今のような流れで処理す

るよりも、数段市民にも篤志家にも喜んでいただけるし、観光都市の再生のきっかけにも

なり得るし、観光都市、温泉の貴重な観光資源としての認識を強く市内外に認識すること
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ができる、そういうふうに思っております。バリアフリー法とか、やれ県条例とか、やれ

湯の量が少ないというようなことだけで、何かこう後ろ向きで、本当にこの浜田温泉の価

値が理解できているのだろうかということが随所に疑われるような行政の今の進め方に、

憤りを越えて悲しささえ感じておるという私の心情をお伝えして、私の質問を終わります。

ｏ議長（清成宣明君） お諮りいたします。

本日の一般質問はこの程度で打ち切り、明日定刻から一般質問を続行したいと思います

が、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ｏ議長（清成宣明君） 御異議なしと認めます。

よって、本日の一般質問はこの程度で打ち切り、明日定刻から一般質問を続行いたしま

す。

以上で、本日の議事は終了いたしました。

本日は、これをもって散会いたします。

午後六時二十四分 散会
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